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明 細 書

発 明 の 名 称 ：移 動 体 通 信 シス テ ム

技 術 分 野

[0001 ] 本 発 明 は 、複 数 の 移 動 端 末 と基 地 局 との 間 で 無 線 通 信 を実 施 す る移 動 体 通

信 シス テ ム に 関 す る 。

背 景 技 術

[0002] 第 3 世 代 と呼 ばれ る通 信 方 式 の うち 、W — C D M A (Wi deband Code d i v i s

i o n Mu l t i p l e Access) 方 式 が 2 0 0 1 年 か ら 日本 で 商 用 サ ー ビス が 開 始 され

て い る 。 ま た 、 下 り リン ク （個 別 デ ー タ チ ャ ネ ル 、個 別 制 御 チ ャ ネ ル ） にパ

ケ ッ ト伝 送 用 の チ ャ ネ ル （H i g h Speed-Down I i nk Shared Channe l ：H S — D

S C H ) を追 加 す る こ とに よ り、 下 り リン ク を用 いた デ ー タ送 信 の 更 な る高

速 化 を実 現 す る H S D P A (H i h Speed Down L i nk Packet Access) の サ 一

ビス が 開 始 され て い る 。 さ らに 、 上 り方 向 の デ ー タ送 信 を よ り高 速 化 す るた

め H S U P A (H i h Speed Up L i nk Packet Access) 方 式 に つ い て もサ 一 ビ

ス が 開 始 され て い る 。W — C D M A は 、移 動 体 通 信 シス テ ム の 規 格 化 団体 で

あ る 3 G P P (3rd Generat i o n Partnersh i p Project) に よ り定 め られ た 通

信 方 式 で あ り、 リ リー ス 8 版 の 規 格 書 が と りま とめ られ て い る 。

[0003] ま た 、 3 G P P に お い て 、W _ C D M A とは別 の 通 信 方 式 と して 、 無 線 区

間 に つ い て は ロ ン グ ター ム ェ ポ リュー シ ョン （Long Term Evo l ut i o n ：L T E

) 、 コア ネ ッ トワー ク （単 に ネ ッ トワー ク と も称 す る） を含 め た シス テ ム 全

体 構 成 に つ い て は 、 シス テ ム ア ー キ テ ク チ ャ ェ ポ リュー シ ョン （System Arch

i tecture Evo l ut i o n ：S A E ) と称 され る新 た な 通 信 方 式 が 検 討 され て い る

[0004] L T E で は 、 ア ク セ ス 方 式 、 無 線 の チ ャ ネ ル 構 成 や プ ロ トコル が 、現 在 の

W - C D M A ( H S D P A H S U P A ) と は全 く異 な る もの に な る 。例 え

ば 、 ア ク セ ス 方 式 は 、W _ C D M A が 符 号 分 割 多 元 接 続 （Code D i v i s i o n Mu l

t i p i e Access) を用 い て い るの に 対 して 、 L T E は 下 り方 向 は O F D M (Ort



hogona l Frequency D i i s i o n Mu l t i p l ex i ng) 、 上 り方 向 は S C — F D M A (

S i ng l e Career Frequency D i i s i o n Mu l t i p l e Access) を 用 しゝ る 。 ま た 、 帯

域 幅 は 、W — C D M A が 5 M H z で あ る の に 対 し、 L T E で は 1 . 4 M H z

, 3 M H z , 5 M H z , 1 0 M H z , 5 M H z , 2 0 M H z の 中 で 基 地 局

毎 に選 択 可 能 とな って い る 。 ま た 、 L T E で は 、W _ C D M A の よ うに 回 線

交 換 を含 ま ず 、 パ ケ ッ ト通 信 方 式 の み に な る 。

[0005] L T E は 、 W _ C D M A の コ ア ネ ッ トワー ク （Genera l Packet Rad i o Serv

i c e ：G P S ) と は異 な る新 た な コ ア ネ ッ トワー ク を用 い て 通 信 シ ス テ ム が

構 成 され る た め 、W _ C D M A 網 と は 別 の 独 立 した 無 線 ア ク セ ス 網 と して 定

義 され る 。 した が って 、W _ C D M A の 通 信 シ ス テ ム と 区 別 す る た め 、 L T

E の 通 信 シ ス テ ム で は 、 移 動 端 末 （User Equ i pment ：U E ) と通 信 を行 う基

地 局 （Base stat i on) は e N B (E-UTRAN NodeB) と称 され 、複 数 の 基 地 局 と

制 御 デ ー タ や ユ ー ザ デ ー タ の や り取 りを行 う基 地 局 制 御 装 置 （Rad i o Network

Contro l l er) は 、 E P C (Evo l ed Packet Core) ま た は a G W (Access Ga

teway) と称 され る 。 この L T E の 通 信 シ ス テ ム で は 、 ュ ニ キ ャ ス ト （Un i cas

t ) サ 一 ビス と E-M B M S サ ー ビス （Evo l ved Mu l t i med i a Broadcast Mu l t i c

ast Serv i ce) とが 提 供 され る 。 E — M B M S サ ー ビス と は 、 放 送 型 マ ル チ メ

デ ィア サ ー ビス で あ り、 単 に M B M S と称 され る場 合 も あ る 。複 数 の 移 動 端

末 に 対 して ニ ュー ス や 天 気 予 報 、 モ パ イ ル 放 送 な どの 大 容 量 放 送 コ ン テ ン ツ

が 送 信 され る 。 これ を 1 対 多 （Po i n t t o Mu l t i po i nt) サ ー ビス と も い う。

[0006] 3 G P P で の 、 L T E シ ス テ ム に お け る全 体 的 な ア ー キ テ ク チ ャ （Arch i t e

cture) に 関 す る現 在 の 決 定 事 項 が 、 非 特 許 文 献 1 ( 4 . 6 . 1 章 ） に 記 載 さ

れ て い る 。 全 体 的 な ア ー キ テ ク チ ャ に つ い て 図 1 を用 い て 説 明 す る 。 図 1 は

、 L T E 方 式 の 通 信 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 1 に お い て 、 移

動 端 末 1 0 1 に 対 す る制 御 プ ロ トコル 、例 え ば R R C (Rad i o Resource Cont

r o l ) と 、 ユ ー ザ プ レイ ン 、例 え ば P D C P (Packet Data Convergence Prot

oco l ) 、 R L C (Rad i o L i nk Contro l ) 、 M A C (Med i um Access Contro l )

、 P H Y (Phys i c a l l ayer) とが 基 地 局 1 0 2 で 終 端 す る な らば 、 E — U T



A N (Evo l ved Un i versa l Terrestr i a l Rad i o Access) は 1 つ あ る しゝ は 複

数 の 基 地 局 1 0 2 に よ っ て 構 成 され る 。

[0007] 基 地 局 1 0 2 は 、 M M E (Mob i l i t y Management Ent i ty) 1 0 3 か ら通 知

され る ペ ー ジ ン グ 信 号 ( Pa i ng S i na l i n g ペ ー ジ ン グ メ ッ セ ー ジ （pag i n g

messages) と も 称 され る ） の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ （Schedu l i ng) お よ び 送 信 を

行 う 。 基 地 局 1 0 2 は 、 X 2 イ ン タ フ ェ ー ス に よ り、 互 い に 接 続 され る 。 ま

た 基 地 局 1 0 2 は 、 S 1 イ ン タ フ ェ ー ス に よ り E P C (Evo l ed Packet Core

) に 接 続 され る 。 よ り明 確 に は 、 基 地 局 1 0 2 は 、 S 1 — M M E イ ン タ フ エ

— ス に よ りM M E (Mob i l i t y Management Ent i ty) 0 3 に 接 続 され 、 S

— U イ ン タ フ ェ ー ス に よ り S _ G W (Serv i ng Gateway) 0 4 に 接 続 され る

[0008] M M E 0 3 は 、 複 数 あ る い は 単 数 の 基 地 局 1 0 2 へ の ペ ー ジ ン グ 信 号 の

分 配 を 行 う 。 ま た 、 M M E 1 0 3 は 待 受 け 状 態 （I d l e State) の モ ビ リテ ィ

制 御 （Mob i l i t y contro l ) を 行 う 。 M M E 1 0 3 は 、 移 動 端 末 が 待 ち 受 け 状

態 お よ び 、 ア ク テ ィ ブ 状 態 （Act i v e State) の 際 に 、 トラ ッ キ ン グ エ リア （T

rack i ng Area) リス 卜の 管 理 を 行 う 。

[0009] S - G W 0 4 は 、 ひ と つ ま た は 複 数 の 基 地 局 1 0 2 と ユ ー ザ デ ー タ の 送

受 信 を 行 う 。 S — G W 1 0 4 は 、 基 地 局 間 の ハ ン ドオ ー バ の 際 、 口一 カ ル な

移 動 性 の ア ン カ 一 ポ イ ン ト （Mob i I i t y Anchor Po i nt) と な る 。 E P C に は 、

さ ら に P — G W (PDN Gateway) が 存 在 し、 ユ ー ザ 毎 の パ ケ ッ トフ ィ ル タ リ ン

グ ゃ U E _ I D ア ドレス の 割 当 な ど を 行 う 。

[001 0 ] 移 動 端 末 1 0 1 と 基 地 局 1 0 2 と の 間 の 制 御 プ ロ トコ ル R R C は 、 報 知 （B

roadcast) 、 ペ ー ジ ン グ （pag i ng) 、 R R C 接 続 マ ネ ー ジ メ ン ト （RRG conne

c t i o n management) な ど を 行 う 。 R R C に お け る 基 地 局 と移 動 端 末 の 状 態 と

して 、 R R C — I d I e 、 R R C — C O N N E C T E D が あ る 。 R R C — I

D L E で は 、 P L M N (Pub l i c Land Mob i l e Network) 選 択 、 シ ス テ ム 情 報

(System I nformat i o n ：S I ) の 報 知 、 ペ ー ジ ン グ （pag i ng) 、 セ ル 再 選 択

(ee l I re-se l ect i on) 、 モ ビ リテ ィ 等 が 行 わ れ る 。 R R C C O N N E C T



E D で は 、 移 動 端 末 は R R C 接 続 （connect i on) を 有 し、 ネ ッ トワ ー ク と の

デ ー タ の 送 受 信 を 行 う こ と が で き 、 ま た 、 ハ ン ドオ ー バ （Handover : H O )

、 隣 接 セ ル （Ne i ghbour c e l l ) の メ ジ ャ メ ン ト等 が 行 わ れ る 。

[001 非 特 許 文 献 1 ( 5 章 ） に 記 載 され る 3 G P P で の 、 L T E シ ス テ ム に お け

る フ レー ム 構 成 に 関 す る 現 在 の 決 定 事 項 に つ い て 、 図 2 を 用 い て 説 明 す る 。

図 2 は 、 L T E 方 式 の 通 信 シ ス テ ム で 使 用 され る 無 線 フ レー ム の 構 成 を 示 す

説 明 図 で あ る 。 図 2 に お い て 、 1 つ の 無 線 フ レー ム （Rad i o frame) は 1 O m

s で あ る 。 無 線 フ レー ム は 1 0 個 の 等 しい 大 き さ の サ ブ フ レー ム （Sub-frame

) に 分 割 され る 。 サ ブ フ レー ム は 、 2 個 の 等 しい 大 き さ の ス ロ ッ ト （s l ot)

に 分 割 され る 。 無 線 フ レー ム 毎 に 1 番 目 と 6 番 目の サ ブ フ レー ム に 下 り同 期

信 号 （Down l i n k Synchron i zat i o n S i na l ：S S ) が 含 ま れ る 。 同 期 信 号 に は

、 第 一 同 期 信 号 (Pr i mary Synchron i zat i o n S i na l ：P — S S ) と 、 第 二 同

期 信 号 （Secondary Synchron i zat i o n S i na l ：S — S S ) と 力《あ る 。 サ ブ フ

レ一 ム 単 位 に て M B S F N (Mu l t i med i a Broadcast mu l t i cast serv i c e S i ng

l e Frequency Network) 用 と M B S F N 以 外 の チ ャ ネ ル の 多 重 が 行 わ れ る 。

以 降 、 M B S F N 送 信 用 の サ ブ フ レー ム を M B S F N サ ブ フ レー ム （MBSFN s

ub-f rame) と 称 す る 。

[001 2 ] 非 特 許 文 献 2 に 、 M B S F N サ ブ フ レー ム の 割 り当 て 時 の シ グ ナ リ ン グ 例

が 記 載 され て い る 。 図 3 は 、 M B S F N フ レー ム の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る

。 図 3 に お い て 、 M B S F N フ レー ム （MBSFN frame) 毎 に M B S F N サ ブ フ

レー ム が 割 り当 て られ る 。 M B S F N フ レー ム の 集 合 （MBSFN frame C l uster

) が ス ケ ジ ュ ー ル され る 。 M B S F N フ レー ム の 集 合 の 繰 り返 し周 期 （Repet

i t i o n Per i od) が 割 り当 て られ る 。

[001 3 ] 3 G P P で の 、 L T E シ ス テ ム に お け る チ ャ ネ ル 構 成 に 関 す る 現 在 の 決 定

事 項 が 、 非 特 許 文 献 1 ( 5 章 ） に 記 載 され て い る 。 C S G セ ル （Cl osed Subs

c r i ber Group e e l I ) に お い て も n o n _ C S G セ ル と 同 じチ ャ ネ ル 構 成 が 用

い られ る と想 定 され て い る 。 物 理 チ ャ ネ ル （Phys i c a l channe l ) に つ い て 、

図 4 を 用 い て 説 明 す る 。 図 4 は 、 L T E 方 式 の 通 信 シ ス テ ム で 使 用 され る 物



理 チ ャネル を説 明す る説 明 図 で あ る。 図 4 に お いて 、物 理 報 知 チ ャネル （Phy

s i c a l Broadcast channe l ：P B C H ) 4 0 1 は 、基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末

1 0 1 へ 送 信 され る下 りチ ャネル で あ る。 B C H トラ ンス ポ ー トブ ロ ック （t

ransport b l ock) は 、 4 0 m s 間 隔 中の 4 個 の サ ブ フ レー ム に マ ッ ピング さ

れ る。 4 O m s タ イ ミングの 明 白な シ グナ リング は な い。物 理 制 御 チ ャネル

フ ォー マ ッ トイ ン ジケー タチ ヤネゾレ （Phys i c a l Contro l Format I nd i cator C

hanne l ：P C F I C H ) 4 0 2 は 、基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末 1 0 1 へ 送 信

され る。 P C F I C H は 、 P D C C H s の た め に用 い る O F D M シ ンポ ル の

数 に つ いて基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末 1 0 1 へ 通 知 す る。 P C F I C H は 、

サ ブ フ レー ム 毎 に送 信 され る。

[001 4 ] 物 理 下 り制 御 チ ャネル （Phys i c a l Down l i n k Contro l Channe l ：P D C C H

) 4 0 3 は 、基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末 1 0 1 へ 送 信 され る下 りチ ャネル で

あ る。 P D C C H は 、 リソー ス 割 り当て （a l l ocat i on) 、 D L — S C H (後

述 の 図 5 に示 され る トラ ンス ポ 一 トチ ャネル の 1 つ で あ る下 り共 有 チ ャネル

) に 関す る H A R Q 情 報 、 P C H (図 5 に 示 され る トラ ンス ポ ー トチ ャネル

の 1 つ で あ るペ ー ジ ング チ ャネル ） を通 知 す る。 P D C C H は 、上 りス ケ ジ

ュ一 リング グ ラ ン ト （Up I i nk Schedu l i ng Grant) を運 ぶ 。 P D C C H は 、上

り送 信 に対 す る応 答 信 号 で あ る A c k (Acknowl edgement) N a c k (Nega

t i e Acknowl edgement) を運 ぶ 。 P D C C H は 、 L 1 L 2 制 御 信 号 と も呼

ばれ る。

[001 5 ] 物 理 下 り共 有 チ ャネル （Phys i c a l Down l i n k Shared Channe l ：P D S C H

) 4 0 4 は 、基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末 1 0 1 へ 送 信 され る下 りチ ャネル で

あ る。 P D S C H は 、 トラ ンス ポ ー トチ ャネル で あ る D L _ S C H (下 り共 有

チ ャネル ） や トラ ンス ポ 一 トチ ャネル で あ る P C H が マ ツ ビング され て い る

。物 理 マル チ キ ャス トチ ャネル （Phys i c a l Mu l t i cast Channe l ：P M C H )

4 0 5 は 、基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末 1 0 1 へ 送 信 され る下 りチ ャネル で あ

る。 P M C H は 、 トラ ンス ポ ー トチ ャネル で あ る M C H (マ ル チ キ ャス トチ

ャネル ） が マ ッ ピング され て い る。



[001 6 ] 物 理 上 り制 御 チ ャネル （Phys i c a l Up l i n k Contro l Channe l ：P U C C H )

4 0 6 は 、移 動 端 末 1 0 1 か ら基 地 局 1 0 2 へ 送 信 され る上 りチ ャネル で あ

る。 P U C C H は 、 下 り送 信 に対 す る応 答 信 号 （response) で あ る A c k

N a c k を運 ぶ 。 P U C C H は 、 C Q I (Channe l Qua l i t y I nd i cator) レポ

— トを運 ぶ 。 C Q I とは 受信 した デー タの 品 質 、 も し くは通 信 路 品 質 を示 す

品 質情 報 で あ る。 また P U C C H は 、 ス ケ ジ ュー リング リク エス ト （Schedu l

i ng Request ：S R ) を運 ぶ 。物 理 上 り共 有 チ ャネル （Phys i c a l Up l i n k Shar

ed Channe l ：P U S C H ) 4 0 7 は 、移 動 端 末 1 0 1 か ら基 地 局 1 0 2 へ 送

信 され る上 りチ ャネル で あ る。 P U S C H は 、 U L — S C H (図 5 に示 され

る トラ ンス ポ ー トチ ャネル の 1 つ で あ る上 り共 有 チ ャネル ） が マ ツ ビング さ

れ て い る。

[001 7 ] 物 理 H A R Q イ ン ジケー タチ ャネル （Phys i c a l Hybr i d ARQ I nd i cator Cha

nne l ：P H I C H ) 4 0 8 は 、基 地 局 1 0 2 か ら移 動 端 末 1 0 1 へ 送 信 され

る下 りチ ャネル で あ る。 P H I C H は 、上 り送 信 に対 す る応 答 で あ る A c k

N a c k を運 ぶ 。物 理 ラ ン ダム ア クセ ス チ ャネル （Phys i c a l Random Acces

s Channe l ：P R A C H ) 4 0 9 は 、移 動 端 末 1 0 1 か ら基 地 局 1 0 2 へ 送 信

され る上 りチ ャネル で あ る。 P R A C H は 、 ラ ン ダム ア クセ ス プ リア ン ブル

(.random access preamb l e ; ¾：運 る、。

[001 8 ] 下 り リフ ァ レンス シ グナ ル （Reference s i na l ) は 、移 動 体 通 信 シス テ ム

と して既 知 の シ ンポ ル が 、毎 ス ロ ッ トの最 初 、 3 番 目、最 後 の O F D M シ ン

ポ ル に挿 入 され る。移 動 端 末 の 物 理 レイ ヤ の 測 定 と して 、 リフ ァ レンス シ ン

ポ ゾレの 受 (言電 力 (Reference Symbo l Rece i ed Power ：R S R P ) 力《あ る。

[001 9 ] 非 特 許 文 献 1 ( 5 章 ） に記 載 され る トラ ンス ポ ー トチ ャネル （Transport c

hanne l ) に つ いて 、 図 5 を用 いて説 明す る。 図 5 は 、 L T E 方 式 の 通 信 シス

テ ム で使 用 され る トラ ンス ポ ー トチ ャネル を説 明す る説 明 図 で あ る。 図 5 (

A ) に は 、 下 り トラ ンス ポ ー トチ ャネル と下 り物 理 チ ャネル との 間 の マ ツ ピ

ング を示 す 。 図 5 ( B ) に は 、上 り トラ ンス ポ ー トチ ャネル と上 り物 理 チ ヤ

ネル との 間 の マ ッ ピング を示 す 。 下 り トラ ンス ポ ー トチ ャネル に つ いて報 知



チ ャ ネ ル （Broadcast Channe l ：B C H ) は 、 そ の 基 地 局 （セ ル ） 全 体 に 報 知

され る 。 B C H は 、 物 理 報 知 チ ャ ネ ル （P B C H ) に マ ッ ピ ン グ され る 。

[0020] 下 り共 有 チ ャ ネ ル （Down l i n k Shared Channe l ：D L — S C H ) に は 、 H A

R Q (Hybr i d ARQ) に よ る 再 送 制 御 が 適 用 され る 。 D L — S C H は 、 基 地 局

( セ ル ） 全 体 へ の 報 知 が 可 能 で あ る 。 D L — S C H は 、 ダ イ ナ ミ ッ ク あ る い

は 準 静 的 （Semi -stat i c ) な リ ソ ー ス 割 り当 て を サ ポ ー トす る 。 準 静 的 な リ ソ

— ス 割 り当 て は 、 パ 一 シ ス テ ン トス ケ ジ ュ ー リ ン グ （Pers i stent Schedu l i ng

) と も 言 わ れ る 。 D L — S C H は 、 移 動 端 末 の 低 消 費 電 力 化 の た め に 移 動 端

末 の D R X ( D i scont i nuous recept i on) を サ ポ ー トす る 。 D L — S C H は 、

物 理 下 り共 有 チ ャ ネ ル （P D S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。

[0021 ] ペ ー ジ ン グ チ ャ ネ ル （Pag i n g Channe l ：P C H ) は 、 移 動 端 末 の 低 消 費 電

力 を 可 能 とす る た め に 移 動 端 末 の D R X を サ ポ ー トす る 。 P C H は 、 基 地 局

( セ ル ） 全 体 へ の 報 知 が 要 求 され る 。 P C H は 、 動 的 に トラ フ ィ ッ ク に 利 用

で き る 物 理 下 り共 有 チ ャ ネ ル （P D S C H ) の よ う な 物 理 リ ソー ス 、 あ る い

は 他 の 制 御 チ ャ ネ ル の 物 理 下 り制 御 チ ャ ネ ル （P D C C H ) の よ う な 物 理 リ

ソー ス へ マ ッ ピ ン グ され る 。 マ ル チ キ ャ ス トチ ャ ネ ル （M t i cast Channe l ：

M C H ) は 、 基 地 局 （セ ル ） 全 体 へ の 報 知 に 使 用 され る 。 M C H は 、 マ ル チ

セ ル 送 信 に お け る M B M S サ ー ビス （M T C H と M C C H ) の S F N 合 成 を

サ ポ ー トす る 。 M C H は 、 準 静 的 な リ ソ ー ス 割 り当 て を サ ポ ー トす る 。 M C

H は 、 P M C H へ マ ッ ピ ン グ され る 。

[0022] 上 り共 有 チ ャ ネ ル （Up I i n k Shared Channe l ：U L — S C H ) に は 、 H A R

Q (Hybr i d ARQ) に よ る 再 送 制 御 が 適 用 され る 。 U L — S C H は 、 ダ イ ナ ミ

ッ ク あ る い は 準 静 的 （Semi -stat i c ) な リ ソ ー ス 割 り当 て を サ ポ ー トす る 。 U

L — S C H は 、 物 理 上 り共 有 チ ャ ネ ル （P U S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。

図 5 ( B ) に 示 され る ラ ン ダ ム ア ク セ ス チ ャ ネ ル （Random Access Channe l ：

R A C H ) は 、 制 御 情 報 に 限 られ て い る 。 R A C H は 、 衝 突 の リス ク が あ る

。 R A C H は 、 物 理 ラ ン ダ ム ア ク セ ス チ ャ ネ ル （P R A C H ) へ マ ッ ピ ン グ

され る 。



[0023] H A R Q に つ い て 説 明 す る 。 H A R Q と は 、 自動 再 送 （Automat i c Repeat

reQuest) と誤 り訂 正 （Forward Error Correct i on) との 組 み 合 わ せ に よ り、

伝 送 路 の 通 信 品 質 を 向 上 させ る技 術 で あ る 。 通 信 品 質 が 変 化 す る伝 送 路 に 対

して も 、 再 送 に よ り誤 り訂 正 が 有 効 に機 能 す る と い う利 点 が あ る 。 特 に 、 再

送 に あ た って 初 送 の 受 信 結 果 と再 送 の 受 信 結 果 との 合 成 をす る こ とで 、 更 な

る 品 質 向 上 を得 る こ と も可 能 で あ る 。

[0024] 再 送 の 方 法 の 一 例 を説 明 す る 。 受 信 側 に て 、 受 信 デ ー タ が 正 し くデ コー ド

で き な か った 場 合 、 換 言 す れ ば C R C (Cyc l i c Redundancy Check) エ ラー が

発 生 した 場 合 （C R C = N G ) 、 受 信 側 か ら送 信 側 へ 「N a c k 」 を送 信 す

る 。 「N a c k 」 を 受 信 した 送 信 側 は 、 デ ー タ を再 送 す る 。 受 信 側 に て 、 受

信 デ ー タ が 正 し くデ コー ドで き た 場 合 、 換 言 す れ ば C R C エ ラー が 発 生 しな

い場 合 （C R C = O K ) 、 受 信 側 か ら送 信 側 へ 「A c k 」 を送 信 す る 。 「A

c k 」 を 受 信 した 送 信 側 は 次 の デ ー タ を送 信 す る 。

[0025] H A R Q 方 式 の 一 例 と して 、 チ ェ一 ス コ ンバ イ ニ ン グ （Ghase Comb i n i ng)

が あ る 。 チ ェ一 ス コ ン バ イ ニ ン グ と は 、 初 送 と再 送 に 同 じデ ー タ 系 列 を送 信

す る もの で 、 再 送 に お い て 初 送 の デ ー タ 系 列 と再 送 の デ ー タ 系 列 との 合 成 を

行 う こ とで 、 利 得 を 向 上 させ る方 式 で あ る 。 これ は 、 初 送 デ ー タ に 誤 りが あ

つた と して も 、 部 分 的 に 正 確 な もの も含 まれ て お り、 正 確 な 部 分 の 初 送 デ ー

タ と再 送 デ ー タ と を合 成 す る こ とで 、 よ り高 精 度 に デ ー タ を送 信 で き る と い

う考 え方 に 基 づ い て い る 。 ま た 、 H A R Q 方 式 の 別 の 例 と して 、 I R ( I ncre

menta l Redundancy) が あ る 。 I R と は 、 冗 長 度 を増 加 させ る もの で あ り、 再

送 に お い て パ リテ ィ ビ ッ トを送 信 す る こ とで 、 初 送 と組 み 合 わ せ て 冗 長 度 を

増 加 させ 、 誤 り訂 正 機 能 に よ り品 質 を 向 上 させ る もの で あ る 。

[0026] 非 特 許 文 献 1 ( 6 章 ） に 記 載 され る論 理 チ ャ ネ ル （Log i c a l channe l 以 下

「ロ ジ カ ル チ ャ ネ ル 」 と い う場 合 が あ る ） に つ い て 、 図 6 を用 い て 説 明 す る

。 図 6 は 、 L T E 方 式 の 通 信 シ ス テ ム で 使 用 され る論 理 チ ャ ネ ル を説 明 す る

説 明 図 で あ る 。 図 6 ( A ) に は 、 下 り ロ ジ カ ル チ ャ ネ ル と下 り トラ ンス ポ 一

トチ ャ ネ ル との 間 の マ ッ ピン グ を 示 す 。 図 6 ( B ) に は 、 上 り ロ ジ カ ル チ ヤ



ネ ル と上 り トラ ン ス ポ ー トチ ャ ネ ル と の 間 の マ ッ ピ ン グ を 示 す 。 報 知 制 御 チ

ャ ネ ル （Broadcast Contro l Channe l ：B C C H ) は 、 報 知 シ ス テ ム 制 御 情 報

の た め の 下 りチ ャ ネ ル で あ る 。 論 理 チ ャ ネ ル で あ る B C C H は 、 トラ ン ス ポ

— トチ ャ ネ ル で あ る 報 知 チ ャ ネ ル （B C H ) 、 あ る い は 下 り共 有 チ ャ ネ ル （

D L — S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。

[0027] ペ ー ジ ン グ 制 御 チ ャ ネ ル （Pag i ng Contro l Channe l ：P C C H ) は 、 ぺ 一

ジ ン グ 信 号 を 送 信 す る た め の 下 りチ ャ ネ ル で あ る 。 P C C H は 、 移 動 端 末 の

セ ル ロ ケ ー シ ョ ン を ネ ッ トワ ー ク が 知 らな い 場 合 に 用 い られ る 。 論 理 チ ヤ ネ

ル で あ る P C C H は 、 トラ ン ス ポ ー トチ ャ ネ ル で あ る ペ ー ジ ン グ チ ャ ネ ル （

P C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。 共 有 制 御 チ ャ ネ ル （Common Contro l Channe l

：C C C H ) は 、 移 動 端 末 と基 地 局 と の 間 の 送 信 制 御 情 報 の た め の チ ャ ネ ル

で あ る 。 C C C H は 、 移 動 端 末 が ネ ッ トワ ー ク と の 間 で R R C 接 続 （connect

i on) を 持 っ て い な い 場 合 に 用 い られ る 。 下 り方 向 で は 、 C C C H は 、 トラ ン

ス ポ ー トチ ャ ネ ル で あ る 下 り共 有 チ ャ ネ ル （D L — S C H ) へ マ ッ ピ ン グ さ

れ る 。 上 り方 向 で は 、 C C C H は 、 トラ ン ス ポ ー トチ ャ ネ ル で あ る 上 り共 有

チ ャ ネ ル （U L — S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。

[0028] マ ル チ キ ャ ス ト制 御 チ ャ ネ ル （M t i cast Contro l Channe l ：M C C H ) は

、 1 対 多 の 送 信 の た め の 下 りチ ャ ネ ル で あ る 。 M C C H は 、 ネ ッ トワ ー ク か

ら移 動 端 末 へ の 1 つ あ る い は い くつ か の M T C H 用 の M B M S 制 御 情 報 の 送

信 の た め に 用 い られ る 。 M C C H は 、 M B M S 受 信 中 の 移 動 端 末 の み に 用 い

られ る 。 M C C H は 、 トラ ン ス ポ ー トチ ャ ネ ル で あ る 下 り共 有 チ ャ ネ ル （D

L — S C H ) あ る い は マ ル チ キ ャ ス トチ ャ ネ ル （M C H ) へ マ ッ ピ ン グ され

る 。

[0029] 個 別 制 御 チ ャ ネ ル (Ded i cated Contro l Channe l ：D C C H ) は 、 移 動 端 末

と ネ ッ トワ ー ク と の 間 の 個 別 制 御 情 報 を 送 信 す る チ ャ ネ ル で あ る 。 D C C H

は 、 上 りで は 上 り共 有 チ ャ ネ ル （U L — S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され 、 下 りで

は 下 り共 有 チ ャ ネ ル （D L — S C H ) に マ ッ ピ ン グ され る 。

[0030] 個 別 トラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル （Ded i cate Traff i c Channe l ：D T C H ) は 、



ユ ー ザ 情 報 の 送 信 の た め の 個 別 移 動 端 末 へ の 1 対 1 通 信 の チ ャ ネ ル で あ る 。

D T C H は 、 上 りお よ び 下 り と も に 存 在 す る 。 D T C H は 、 上 りで は 上 り共

有 チ ャ ネ ル （U L — S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され 、 下 りで は 下 り共 有 チ ャ ネ ル

( D L — S C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。

[0031 ] マ ル チ キ ャ ス ト トラ フ ィ ッ ク チ ャ ネ ル （M t i cast Traff i c channe l ：M T

C H ) は 、 ネ ッ トワ ー ク か ら移 動 端 末 へ の トラ フ ィ ッ ク デ ー タ 送 信 の た め の

下 りチ ャ ネ ル で あ る 。 M T C H は 、 M B M S 受 信 中 の 移 動 端 末 の み に 用 い ら

れ る チ ャ ネ ル で あ る 。 M T C H は 、 下 り共 有 チ ャ ネ ル （D L — S C H ) あ る

い は マ ル チ キ ャ ス トチ ャ ネ ル （M C H ) へ マ ッ ピ ン グ され る 。

[0032] G C I と は 、 グ ロ一 バ ル セ ル 識 別 子 （G l oba l Ce l l I dent i ty) の こ と で あ

る 。 L T E ね よ び U M T S (Un i versa l Mob i l e Te l ecommun i cat i o n System)

に お い て 、 C S G セ ル （Cl osed Subscr i ber Group e e l I ) が 導 入 され る 。 C

S G に つ い て 以 下 に 説 明 す る （非 特 許 文 献 3 3 . 1 章 参 照 ） 。 C S G (Cl o

sed Subscr i ber Group) と は 、 利 用 可 能 な 加 入 者 を オ ペ レー タ が 特 定 して い

る セ ル で あ る （特 定 加 入 者 用 セ ル ） 。 特 定 され た 加 入 者 は 、 P L M N (Pub l i

c Land Mob i l e Network) の 1 つ 以 上 の E _ U T R A Ν セ ル に ア ク セ ス す る こ

と が 許 可 され る 。 特 定 され た 加 入 者 が ア ク セ ス を 許 可 され て い る 1 つ 以 上 の

E — U T R A N セ ル を 「C S G e e l I ( s ) 」 と 呼 ぶ 。 た だ し、 P L M

N に は ア ク セ ス 制 限 が あ る 。 C S G セ ル と は 、 固 有 の C S G ア イ デ ン テ ィ テ

ィ （GSG i dent i t y ：C S G I D ；C S G - I D ) を 報 知 す る P L M N の 一

部 で あ る 。 予 め 利 用 登 録 し、 許 可 され た 加 入 者 グ ル ー プ の メ ン バ ー は 、 ァ ク

セ ス 許 可 情 報 で あ る と こ ろ の C S G _ I D を 用 い て C S G セ ル に ア ク セ ス す

る 。

[0033] C S G — I D は 、 C S G セ ル ま た は セ ル に よ っ て 報 知 され る 。 移 動 体 通 信

シ ス テ ム に C S G — I D は 複 数 存 在 す る 。 そ して 、 C S G — I D は 、 C S G

関 連 の メ ン バ 一 の ア ク セ ス を 容 易 に す る た め に 、 移 動 端 末 （U E ) に よ っ て

使 用 され る 。 移 動 端 末 の 位 置 追 跡 は 、 1 つ 以 上 の セ ル か らな る 区 域 を 単 位 に

行 わ れ る 。 位 置 追 跡 は 、 待 受 け 状 態 で あ っ て も移 動 端 末 の 位 置 を 追 跡 し、 呼



び 出 す （移 動 端 末 が 着 呼 す る ） こ と を 可 能 に す る た め で あ る 。 こ の 移 動 端 末

の 位 置 追 跡 の た め の 区 域 を トラ ッ キ ン グ エ リア と 呼 ぶ 。 C S G ホ ワ イ ト リス

ト （GSG Wh i t e L i st) と は 、 加 入 者 が 属 す る C S G セ ル の す べ て の C S G

I D が 記 録 され て い る 、 U S I M (Un i versa l Subscr i ber I dent i t y Modu l e

) に 格 納 され た リス トで あ る 。 C S G ホ ワ イ ト リス トは 、 許 可 C S G リス ト

(Al l owed CSG I D L i st) と 呼 ば れ る こ と も あ る 。

[0034] 「適 切 な セ ル 」 （Su i tab l e e e l I ) に つ い て 以 下 に 説 明 す る （非 特 許 文 献 3

4 . 3 章 参 照 ） 。 「適 切 な セ ル 」 （Su i tab l e e e l I ) と は 、 U E が 通 常 （no

rma l ) サ ー ビス を 受 け る た め に キ ャ ン プ オ ン （Gamp ON) す る セ ル で あ る 。 そ

の よ う な セ ル は 、 以 下 の 条 件 を 満 た す も の と す る 。

[0035] ( ) セ ル は 、 選 択 され た P L M N も し く は 登 録 され た P L M N 、 ま た は

「E q u i v a l e n t P L M N リス ト」 の P L M N の 一 部 で あ る こ と 。

[0036] ( 2 ) N A S (Non-Access Stratum) に よ っ て 提 供 され た 最 新 情 報 に て 、

さ ら に 以 下 の 条 件 を 満 た す こ と

( a ) そ の セ ル が 禁 じ られ た （barred) セ ル で な い こ と

( b ) そ の セ ル が 「口一 ミ ン グ の た め の 禁 止 され た L A s 」 リス トの 一

部 で は な く、 少 な く と も 1 つ の トラ ッ キ ン グ エ リア （Track i n g Area ：T A )

の 一 部 で あ る こ と 。 そ の 場 合 、 そ の セ ル は 上 記 （1 ) を 満 た す 必 要 が あ る

( c ) そ の セ ル が 、 セ ル 選 択 評 価 基 準 を 満 た して い る こ と

( d ) そ の セ ル が 、 C S G セ ル と して シ ス テ ム 情 報 （System I nformat i o

n ：S I ) に よ っ て 特 定 され た セ ル に 関 して は 、 C S G — I D は U 巳の 「C S

G ホ ワ イ ト リス ト」 （GSG Wh i teL i st) の 一 部 で あ る こ と （U E の GSG Wh i teL

i s t 中 に 含 ま れ る こ と ） 。

[0037] 「ァ ク セ プ タ ブ ル セ ル 」 （Acceptab l e e e l I ) に つ い て 以 下 に 説 明 す る （非

特 許 文 献 3 4 . 3 章 参 照 ） 。 これ は 、 U E が 限 られ た サ ー ビス （緊 急 通 報

) を 受 け る た め に キ ャ ン プ オ ン す る セ ル で あ る 。 そ の よ う な セ ル は 、 以 下 の

す べ て の 要 件 を 充 足 す る も の と す る 。 つ ま り、 E _ U T R A N ネ ッ トワ ー ク

で 緊 急 通 報 を 開 始 す る た め の 最 小 の セ ッ 卜の 要 件 を 以 下 に 示 す 。 （1 ) そ の



セ ル が 禁 じ られ た （barred) セ ル で な い こ と。 （2 ) そ の セ ル が 、 セ ル 選 択

評 価 基 準 を満 た して い る こ と。

[0038] セ ル に キ ャ ン プオ ン （camp on) す る と は 、 U E が セ ル 選 択 再 選 択 （ce l l

s e l ect i on/rese l ect i on) 処 理 を完 了 し、 U E が シ ス テ ム 情 報 とペ ー ジ ン グ

情 報 を モ ニ タす る セ ル を選 択 した 状 態 で あ る 。

[0039] 3 G P P に お い て 、 H o m e — N o d e B ( H o m e - N B ；H N B ) 、

H o m e - e N o d e B ( H o m e - e N B ；H e N B ) と称 され る基 地 局

が 検 討 され て い る 。 U T R A N に お け る H N B 、 ま た は E _ U T R A N に お け

る H e N B は 、例 え ば 家 庭 、 法 人 、 商 業 用 の ア ク セ ス サ ー ビス 向 けの 基 地 局

で あ る 。 非 特 許 文 献 4 に は 、 H e N B お よ び H N B へ の ア ク セ ス の 3 つ の 異

な る モ ー ドが 開 示 され て い る 。 具 体 的 に は 、 オ ー プ ン ア ク セ ス モ ー ド （Open

access mode; と 、 ク ロ一 ズ 卜/ ク セ ス モ 一 卜 (Cl osed access mode) と 、 ハ

イ ブ リ ツ ドア ク セ ス モ 一 卜 (Hybr i d access mode) で あ る 。

[0040] 各 々 の モ ー ドは 、 以 下 の よ うな 特 徴 を有 す る 。 オ ー プ ン ア ク セ ス モ ー ドで

は 、 H e N B や H N B は 通 常 の オ ペ レー タ の ノ一 マ ル セ ル と して 操 作 され る

。 ク ロー ズ ドア ク セ ス モ ー ドで は 、 H e N B や H N B が C S G セ ル と して 操

作 され る 。 これ は C S G メ ンバ 一 の み ア ク セ ス 可 能 な C S G セ ル で あ る 。 ハ

イ ブ リ ッ ドア ク セ ス モ 一 ドで は 、 非 C S G メ ンバ 一 も 同 時 に ア ク セ ス 許 可 さ

れ て い る C S G セ ル で あ る 。 ハ イ ブ リ ッ ドア ク セ ス モ ー ドの セ ル （ハ イ プ リ

ッ ドセ ル と も称 す る ） は 、 言 い換 えれ ば 、 オ ー プ ン ア ク セ ス モ ー ドと ク ロ一

ズ ドア ク セ ス モ ー ドの 両 方 をサ ポ 一 卜す る セ ル で あ る 。

[0041 ] 3 G P P で は 、 全 P C I (Phys i c a l Ce l l I dent i ty) を 、 C S G セ ル 用 と

n o n - C S G セ ル 用 と に 分 割 （P C I ス プ リ ッ トと称 す る ） す る こ とが 議

論 され て い る （非 特 許 文 献 5 参 照 ） 。 ま た P C I ス プ リ ッ ト情 報 は 、 シ ス テ

ム 情 報 に て 基 地 局 か ら傘 下 の 移 動 端 末 に 対 して 報 知 され る こ とが 議 論 され て

い る 。 P C I ス プ リ ツ トを用 い た 移 動 端 末 の 基 本 動 作 を 開 示 す る 。 P C I ス

プ リ ッ ト情 報 を有 して い な い移 動 端 末 は 、 全 P C I を 用 い て （例 え ば 5 0 4

コー ド全 て を用 い て ） セ ル サ ー チ を行 う必 要 が あ る 。 これ に 対 して 、 P C I



ス プ リッ ト情 報 を有 す る移 動 端 末 は 、 当該 P C I ス プ リッ ト情 報 を用 い て セ

ル サ ー チ を行 う こ とが 可 能 で あ る 。

[0042] ま た 3 G P P で は 、 リ リー ス 1 0 と して 、 ロ ン グ ター ム ェ ポ リュー シ ョン

ァ ドヴ ア ンス ド （Long Term Evo l ut i o n Advanced ：L T E - A ) の 規 格 策 定

が 進 め られ て い る （非 特 許 文 献 6 、 非 特 許 文 献 7 参 照 ） 。

[0043] L T E — A シ ス テ ム で は 、 高 い通 信 速 度 、 セ ル エ ッジ で の 高 いス ル ー プ ッ

ト、 新 た な カバ レ ッジ エ リア な ど を得 るた め に 、 リ レー （Re l ay : リ レー ノ一

ド （R N ) ) を サ ポ ー トす る こ とが 検 討 され て い る 。 リ レー ノー ドは 、 ドナ

— セ ル （Donor c e l l ；Donor eNB ；D e N B ) を介 して 無 線 ア ク セ ス ネ ッ トヮ

— ク に 無 線 で 接 続 され る 。 ドナ 一 セ ル の 範 囲 内 で 、 ネ ッ トワー ク （Network :

N W ) か ら リ レー へ の リン ク は 、 ネ ッ トワー ク か ら U E へ の リン ク と同 じ周

波 数 バ ン ドを共 用 す る 。 この 場 合 、 リ リー ス 8 の U E も該 ドナ 一 セ ル に接 続

す る こ と を可 能 とす る 。 ドナ 一 セ ル と リ レー ノー ドとの 間 の リン ク をバ ック

ホ ー ル リン ク （backhau l I i nk) と称 し、 リ レー ノー ドと U E との 間 の リン ク

を ア ク セ ス リン ク （access l i nk) と称 す 。

[0044] F D D (Frequency D i v i s i o n Dup l ex) に お け るバ ック ホ ー ル リン ク の 多 重

方 法 と して 、 D e N B か ら R N へ の 送 信 は 下 り （D L ) 周 波 数 バ ン ドで 行 わ

れ 、 R N か ら D e N B へ の 送 信 は上 り （U L ) 周 波 数 バ ン ドで 行 わ れ る 。 リ

レ一 に お け る リソー ス の 分 割 方 法 と して 、 D e N B か ら R N へ の リン ク お よ

び R N か ら U E へ の リン ク が 一 つ の 周 波 数 バ ン ドで 時 分 割 多 重 され 、 R N か

ら D e N B へ の リン ク お よ び U E か ら R N へ の リン ク も一 つ の 周 波 数 バ ン ド

で 時 分 割 多 重 され る 。 こ うす る こ とで 、 リ レー に お い て 、 リ レー の 送 信 が 自

リ レー の 受信 へ 干 渉 す る こ と を 防 ぐこ とが で き る 。

[0045] 3 G P P で は 、 通 常 の e N B ( マ ク ロセ ル ） だ けで な く、 ピコ e N B ( ピ

コセ ル （p i c o ee l I ) ) 、 H e N B H N B C S G セ ル 、 ホ ッ トゾー ンセ ル

用 の ノー ド、 リ レー ノー ド、 リモ ー トラ ジオ ヘ ッ ド （R R H ) な どの いわ ゆ

る ロー カル ノー ドが 検 討 され て い る 。

[0046] これ ら ロー カル ノー ドは 、 高 速 、 大 容 量 の 通 信 な どの さま ざま な サ ー ビス



の要求に応 じて、マクロセルを補完するために配置 される。例 えば、 H e N

B は、商店街やマンシ ョン、学校、会社などへ数多 く設置 されることが要求

される。このため、 H e N B がマクロセルのカバ レッジ内に設置 される場合

も生 じる。 H e N B がマクロセルのカバ レッジ内に設置 されるような場合、

マクロセル、 H e N B 、移動端末 （U E ) らの間で干渉が生 じることとなる

。これ らの干渉によ り、移動端末 （U E ) は、マクロセルあるいは H e N B

との通信が妨げられ、通信速度の低下が生 じる。さらに干渉電力が大きくな

ると、通信ができな くなって しまうことになる。 したがって、これ らのマク

ロセル とローカルノー ドとが混在 して配置 される状況において生 じる干渉を

回避 し、通信品質を最適にするための方法が要求 される。

[0047] マクロセル とH e N B との間の干渉低減方法 として、マクロセルで使用す

る物理 リソースへの干渉に関する情報 （以下 「干渉関連情報」という場合が

ある）をH e N B に通知する方法がある。非特許文献 8 には、マクロセルが

H e N B に干渉関連情報 として H I I ( H i h I nterference Ind i cat i on) 、

O I (Over l oad Ind i cator) を通知する方法が開示されている。また非特許

文献 9 には、マクロセルか らH e N 日に、マクロセルの傘下の U E を介 して

H I I を通知することが開示されている。

先行技術文献

非特許文献

[0048] 非特許文献1 : 3 G P P T S 3 6 . 3 0 0 V 9 . 1 . 0 4 . 6 . 1 章、

4 . 6 . 2 章、 5 章、 6 章、 1 0 . 1 . 2 章、 1 0 . 7 章

非特許文献2 ：3 G P P R 1 - 0 7 2 9 6 3

非特許文献3 ：3 G P P T S 3 6 . 3 0 4 V 9 . 0 . 0 3 . 1 章、 4 .

3 章、 5 . 2 . 4 章

非特許文献4 ：3 G P P S - 0 8 3 4 6

非特許文献5 ：3 G P P R 2 - 0 8 2 8 9 9

非特許文献6 ：3 G P P T R 3 6 . 8 1 4 V . .

非特許文献7 ：3 G P P T R 3 6 . 9 1 2 V 9 . 0 . 0



非特許文献8 ：3 G P P R 4 - 0 9 3 2 0 3

非特許文献9 ：3 G P P R 1 - 0 9 4 8 3 9

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0049] 非特許文献 8 では、マクロセル とH e N B との間、マクロセル とH e N B

GW との間、 H e N B GW とH e N B との間に X 2 インタフェースを設けて

、該 X 2 インタフェースを用いて、マクロセルか らH e N B に、 H I I 、O

I を通知することが記載 されている。 しか しH e N B は、ホームユースも想

定されてお り、オペ レータではな く、一般ユーザの管理下に設置 されること

も検討されている。このようにオペ レータの管理下ではな く配置 されるよう

な場合に、 H e N B 間やマクロセル とH e N B との間をX 2 インタフェース

で接続することは、構成が複雑になるという問題がある。

[0050] 非特許文献 9 には、 U E か らH e N B へ通知するチャネルの記載はあるが

、この他の記載は無 く、マクロセルが H e N B に H I I を通知するためのメ

力二ズムは不明である。

[0051 ] 本発明の 目的は、マクロセルのような比較的大きいカバ レッジを有する基

地局装置 と、ローカルノー ドのような比較的小 さいカバ レッジを有する基地

局装置 とが混在 して配置 される状況において、干渉関連情報を容易に通知す

ることができ、干渉を回避することができる移動体通信システムを提供する

ことである。

課題を解決するための手段

[0052] 本発明の移動体通信システムは、複数の基地局装置 と、各前記基地局装置

と無線通信可能な移動端末装置 とを含む移動体通信システムであって、前記

複数の基地局装置は、前記移動端末装置 と通信可能な範囲であるカバ レッジ

として、比較的大きい大規模カバ レッジを有する大規模基地局装置 と、比較

的小 さい小規模カバ レッジを有する小規模基地局装置 とを含み、前記大規模

基地局装置は、使用する物理 リソースへの干渉に関する干渉関連情報を、前

記大規模カバ レッジ内に存在する前記移動端末装置を介 して、前記大規模力



バレッジ内に存在する前記小規模基地局装置に通知することを特徴とする。

発明の効果

[0053] 本発明の移動体通信システムによれば、大規模カバレッジを有する大規模

基地局装置と、小規模カバレッジを有する小規模基地局装置と、移動端末装

置とを含んで、移動体通信システムが構成される。大規模基地局装置は、大

規模カバレッジ内に存在する移動端末装置を介して、大規模カバレッジ内に

存在する小規模基地局装置に干渉関連情報を通知する。これによつて、干渉

関連情報を小規模基地局装置に容易に通知することができるので、移動体通

信システム内の干渉を回避することができ、通信速度の低下および通信断な

どを防ぐことが可能となる。したがって、例えば膨大な数の大規模基地局装

置および小規模基地局装置が複雑に配置された状況においても、干渉を回避

し、通信品質を良好にすることが可能となる。

[0054] この発明の目的、特徴、局面、および利点は、以下の詳細な説明と添付図

面とによって、より明白となる。

図面の簡単な説明

[0055] [図1] L T E方式の通信システムの構成を示す説明図である。

[図2] L T E方式の通信システムで使用される無線フレームの構成を示す説明

図である。

[図3] M B S F N フレームの構成を示す説明図である。

[図4] L T E方式の通信システムで使用される物理チャネルを説明する説明図

である。

[図5] L T E方式の通信システムで使用される トランスポー トチャネルを説明

する説明図である。

[図6] L T E方式の通信システムで使用される論理チャネルを説明する説明図

である。

[図7]現在 3 G P P において議論されている L T E方式の移動体通信システム

の全体的な構成を示すプロック図である。

[図8]本発明に係る移動端末 （図7 の移動端末 7 1 ) の構成を示すブロック図



である。

[図9] 本発 明に係 る基地局 （図 7 の基地局 7 2 ) の構成 を示す ブロック図であ

る。

[図 10] 本発 明に係 るM M E (図 7 の M M E 部 7 3 ) の構成 を示す ブロック図

である。

[図 11] 本発 明に係 る H e N B GW である図 7 に示す H e N B GW 7 4 の構成

を示す プロック図である。

[図 12] L T E 方式の通信 システムにおいて移動端末 （U E ) が行 うセルサ一

チか ら待ち受け動作までの概略を示す フローチヤ一 トである。

[図 13] マク ロセルのカバ レッジ内に H e N B が設置 され る場合の概念図であ

る。

[図 14] マク ロセルがカバ レッジ内に配置 され る H e N B を判断す る場合の移

動体通信 システムのシーケンス例 を示す図である。

[図 15] H e N B が、マク ロセルのカバ レッジ内に配置 されているか否かを判

断す る場合の移動体通信 システムのシーケンス例 を示す図である。

[図 16] マク ロセルのカバ レッジ内に 1 つの H e N B のみが配置 され、マク ロ

セルのカバ レッジ内に複数の U E が存在 している場合の概念図である。

[図 17] マク ロセルのカバ レッジ内に H e N B が設置 され る場合の概念図であ

る。

[図 18] マク ロセルのカバ レッジ内に H e N B が設置 され る場合 を示す概念図

である。

[図 19] 特定の受信電力範囲内に配置 され る H e N B を判断す る場合の移動体

通信 システムの一部のシーケンス例 を示す図である。

[図20] マク ロセルのカバ レッジ内に H e N B が設置 され る場合の概念図であ

る。

[図2 1 ] H e N B か らある特定の受信電力範囲内に存在す る U E を介 して H I

I を通知す る場合の移動体通信 システムの一部のシーケンス例 を示す図であ

る。



[図22] U E 力、 H e N B の R A C H設定を用いて、 H e N B に H I I を通知

する場合の概念図である。

[図23] U E 力、 周辺に存在するH e N B か らR A C H設定パラメータを取得

する場合の概念図である。

[図24] U E が R R C— I d I e に遷移 した後に、 H e N B に H I I を通知す

る場合の移動体通信システムのシーケンス例を示す図である。

[図25] U E が R R C _ c o n n e c t e d 状態のまま、 H e N B に H I I を

通知する場合の移動体通信システムのシーケンス例を示す図である。

[図26] H e N B が干渉回避のためのスケジュー リングを解除するためにタイ

マを設ける場合の移動体通信システムのシーケンス例を示す図である。

[図27] H e N B が H I I 解除信号を受信 した場合に干渉回避のためのスケジ

ユー リングを解除する場合の移動体通信システムのシーケンス例を示す図で

[図28] U E 力、 サ一 ビングセルの R A C H設定を用いて、 H e N B に H I I

を通知する場合の概念図である。

発明を実施するための形態

[0056] 実施の形態 1 .

図 7 は、現在 3 G P P において議論されている L T E 方式の移動体通信シ

ステムの全体的な構成を示すプロック図である。現在 3 G P P においては、

C S G (Cl osed Subscr i ber Group) セル （E —U T R A N の H o m e _ e N

o d e B ( H o m e - e N B ；H e N B ) 、U T R A N の H o m e _ N B (

H N B ) ) と、 n o n —C S Gセル （E —U T R A N の e N o d e B ( e N

B ) 、U T R A N の N o d e B ( N B ) 、G E R A N の B S S ) とを含めた

システムの全体的な構成が検討されてお り、 E _ U T R A N については、図

7 のような構成が提案されている （非特許文献 1 4 . 6 . 1 . 章参照）。

[0057] 図 7 について説明する。移動端末装置 （以下 「移動端末」または 「U E 」

という） 7 1 は、基地局装置 （以下 「基地局」という） 7 2 と無線通信可能

であり、無線通信で信号の送受信を行 う。基地局 7 2 は、マクロセルである



e N B 7 2 - と、 口一カル ノー ドである H o m e _ e N B 7 2 _ 2 とに分

類 され る。 e N B 7 2 _ 1 は、大規模基地局装置 に相 当 し、移動端末 U E 7

と通信可能な範囲であるカバ レッジと して、比較的大 きい大規模 カバ レツ

ジを有す る。 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、小規模基地局装置 に相 当 し、力

バ レッジと して、比較的小 さい小規模 カバ レッジを有す る。

[0058] e N B 7 2 _ 1 は、M M E 、あるいは S _ GW 、あるいはM M E および S

_ GW を含むM M E S _ GW 部 （以下 「M M E 部」 という場合がある） 7

3 と S 1 ィ ンタフエースによ り接続 され、 e N B 7 2 _ 1 とM M E 部 7 3 と

の間で制御情報が通信 され る。ひ とつの e N B 7 2 _ 1 に対 して、複数のM

M E 部 7 3 が接続 されてもよい。 e N B 7 2 _ 1 間は、 X 2 イ ンタフェース

によ り接続 され、 e N B 7 2 _ 1 間で制御情報が通信 され る。

[0059] H o m e — e N B 7 2 — 2 は、M M E 部 7 3 と S 1 イ ンタフェースによ り

接続 され、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 とM M E 部 7 3 との間で制御情報が通

信 され る。ひ とつのM M E 部 7 3 に対 して、複数の H o m e _ e N B 7 2 _

2 が接続 され る。あるいは、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、 H e N B GW ( H

ome-eNB GateWay) 7 4 を介 して M M E 部 7 3 と接続 され る。 H o m e _ e N

B 7 2 — 2 と H e N B GW 7 4 とは、 S 1 ィ ンタフエースによ り接続 され、

H e N B GW 7 4 とM M E 部 7 3 とは S 1 ィ ンタフエースを介 して接続 され

る。ひ とつまたは複数の H o m e - e N B 7 2 _ 2 がひ とつの H e N B GW

7 4 と接続 され、 S 1 イ ンタフヱ一スを通 して情報が通信 され る。 H e N B

GW 7 4 は、ひ とつまたは複数のM M E 部 7 3 と接続 され、 S 1 イ ンタフエ

一スを通 して情報が通信 され る。

[0060] さらに現在 3 G P P では、以下のような構成が検討 されている。 H o m e

- e N B 7 2 _ 2 間の X 2 イ ンタフェースはサポ一 卜されない。M M E 部 7

3 か らは、 H e N B GW 7 4 は e N B 7 2 — 1 と して見 える。 H o m e — e

N B 7 2 — 2 か らは、 H e N B GW 7 4 はM M E 部 7 3 と して見 える。 H o

m e — e N B 7 2 — 2 力、 H e N B GW 7 4 を介 してM M E 部 7 3 に接続 さ

れ るか否かに関係な く、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 とM M E 部 7 3 との間の



インタフェースは、 S 1 インタフェースで同じである。複数のM M E 部 7 3

にまたがるような、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 へのモビリティ、あるいは H

o m e - e N B 7 2 _ 2 からのモビリティはサポ一 卜されない。 H o m e —

e N B 7 2 _ 2 は、唯一のセルをサポ一 卜する。

[0061 ] 図 8 は、本発明に係る移動端末 （図 7 の移動端末 7 1 ) の構成を示すプロ

ック図である。図 8 に示す移動端末 7 1 の送信処理を説明する。まず、プロ

トコル処理部 8 0 からの制御データ、およびアプリケーション部 8 0 2 か

らのユーザデータが、送信データバッファ部 8 0 3 へ保存される。送信デ一

タバッファ部 8 0 3 に保存されたデータは、エンコーダ一部 8 0 4 へ渡され

、誤 り訂正などのエンコー ド処理が施される。エンコー ド処理を施さずに、

送信データバッファ部 8 0 3 から変調部 8 0 5 へ直接出力されるデータが存

在 してもよい。エンコーダ一部 8 0 4 でエンコー ド処理されたデータは、変

調部 8 0 5 にて変調処理が行われる。変調されたデータは、ベースバン ド信

号に変換された後、周波数変換部 8 0 6 へ出力され、無線送信周波数に変換

される。その後、アンテナ 8 0 7 から基地局 7 2 に送信信号が送信される。

[0062] また、移動端末 7 1 の受信処理は、以下のとおりに実行される。基地局 7

2 からの無線信号がアンテナ 8 0 7 により受信される。受信信号は、周波数

変換部 8 0 6 にて無線受信周波数からベースバン ド信号に変換され、復調部

8 0 8 において復調処理が行われる。復調後のデータは、デコーダ一部 8 0

9 へ渡され、誤 り訂正などのデコー ド処理が行われる。デコー ドされたデー

タのうち、制御データはプロ トコル処理部 8 0 1 へ渡され、ユーザデータは

アプリケーション部 8 0 2 へ渡される。移動端末 7 の一連の処理は、制御

部 8 0 によって制御される。よって制御部 8 0 は、図 8 では省略 してい

るが、各部 8 0 1 〜 8 0 9 と接続 している。

[0063] 図 9 は、本発明に係る基地局 （図 7 の基地局 7 2 ) の構成を示すブロック

図である。図 9 に示す基地局 7 2 の送信処理を説明する。 E P C 通信部 9 0

1 は、基地局 7 2 と E P C ( 1 11 1 部 7 3 、 H e N B G W 7 4 など）との間

のデータの送受信を行う。他基地局通信部 9 0 2 は、他の基地局との間のデ



—タの送受信を行 う。 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 間の X 2 イ ンタ フ ェー ス は

サポ一 トされない方向であるため、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 では、他基地

局通信部 9 0 2 が存在 しないことも考えられる。 E P C 通信部 9 0 および

他基地局通信部 9 0 2 は、それぞれ プロ トコル処理部 9 0 3 と情報の受け渡

しを行 う。プロ トコル処理部 9 0 3 か らの制御データ、な らびに E P C 通信

部 9 0 1 および他基地局通信部 9 0 2 か らのユーザデータおよび制御データ

は、送信データバ ッファ部 9 0 4 へ保存 される。

[0064] 送信データバ ッファ部 9 0 4 に保存 されたデータは、エンコーダ一部 9 0

5 へ渡 され、誤 り訂正などのエンコー ド処理が施 される。エンコー ド処理を

施 さずに、送信データバ ッファ部 9 0 4 か ら変調部 9 0 6 へ 直接出力される

データが存在 してもよい。エンコー ドされたデータは、変調部 9 0 6 にて変

調処理が行われる。変調 されたデータは、ベー スバ ン ド信号に変換 された後

、周波数変換部 9 0 7 へ 出力され、無線送信周波数に変換 される。その後、

アンテナ 9 0 8 よ り一つもしくは複数の移動端末 7 に対 して送信信号が送

信 される。

[0065] また、基地局 7 2 の受信処理は以下のとお りに実行 される。ひとつもしく

は複数の移動端末 7 1 か らの無線信号が、アンテナ 9 0 8 によ り受信 される

。受信信号は、周波数変換部 9 0 7 にて無線受信周波数か らベー スバ ン ド信

号に変換 され、復調部 9 0 9 で復調処理が行われる。復調 されたデータは、

デコーダ一部 9 0 へ渡 され、誤 り訂正などのデコー ド処理が行われる。デ

コー ドされたデータの うち、制御データはプロ トコル処理部 9 0 3 あるいは

E P C 通信部 9 0 1 、他基地局通信部 9 0 2 へ渡 され、ユーザデータは E P

C 通信部 9 0 および他基地局通信部 9 0 2 へ渡 される。基地局 7 2 の一連

の処理は、制御部 9 によって制御 される。よって制御部 9 1 は、図 9

では省略 しているが、各部 9 0 1 〜 9 1 0 と接続 している。

[0066] 現在 3 G P P において議論 されている H o m e _ e N B 7 2 — 2 の機能を

以下に示す （非特許文献 1 4 . 6 . 2 章参照）。 H o m e _ e N B 7 2 _

2 は、 e N B 7 2 _ 1 と同 じ機能を有する。加えて、 H e N B GW 7 4 と接



続する場合、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、適当なサ一 ビングH e N B GW

7 4 を発見する機能を有する。 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、 1 つの H e N

B GW 7 4 に唯一接続する。つまり、 H e N B GW 7 4 との接続の場合は、

H o m e — e N B 7 2 — 2 は、S 1 ィンタフエースにおける F I e x 機能を

使用 しない。 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、 1 つの H e N B GW 7 4 に接続

されると、同時に別の H e N B GW 7 4 や別のM M E部 7 3 に接続 しない。

[0067] H o m e _ e N B 7 2 _ 2 の T A C とP L M N I D は、 H e N B GW 7

4 によってサポ一 卜される。 H o m e — e N B 7 2 — 2 をH e N B GW 7 4

に接続すると、 「U E a t t a c h m e n t 」でのM M E部 7 3 の選択は

、H o m e _ e N B 7 2 _ 2 の代わ りに、 H e N B GW 7 4 によって行われ

る。 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、ネッ トワーク計画な しで配備される可能

性がある。この場合、 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 は、 1 つの地理的な領域か

ら別の地理的な領域へ移される。 したがって、この場合の H o m e _ e N B

7 2 — 2 は、位置によって、異なった H e N B GW 7 4 に接続する必要があ

る。

[0068] 図 1 0 は、本発明に係るM M E (図 7 のM M E部 7 3 ) の構成を示すブロ

ック図である。 P D N GW通信部 1 0 0 1 は、M M E部 7 3 とP D N G

W との間のデータの送受信を行う。基地局通信部 1 0 0 2 は、M M E部 7 3

と基地局 7 2 との間の S インタフェースによるデータの送受信を行う。 P

D N GWから受信 したデータがユーザデータであった場合、ユーザデータ

は、 P D N GW通信部 1 0 0 1 か ら、ユーザプレイン通信部 1 0 0 3 経由

で基地局通信部 1 0 0 2 に渡され、 1 つあるいは複数の基地局 7 2 へ送信さ

れる。基地局 7 2 か ら受信 したデータがユーザデータであった場合、ユーザ

データは、基地局通信部 1 0 0 2 か ら、ユーザプレイン通信部 1 0 0 3 経由

で P D N GW通信部 1 0 0 1 に渡され、 P D N GWへ送信される。

[0069] P D N GWから受信 したデータが制御データであった場合、制御データ

は、 P D N GW通信部 1 0 0 1 か ら制御プレイン制御部 1 0 0 5 へ渡され

る。基地局 7 2 か ら受信 したデータが制御データであった場合、制御データ



は、基地局通信 部 1 0 0 2 か ら制御 プ レイ ン制御 部 1 0 0 5 へ 渡 され る。

[0070] H e N B G W 通信 部 1 0 0 4 は、 H e N B G W 7 4 が存在 す る場合 に設 け

られ 、情報種 別 に よ って、 M M E 部 7 3 と H e N B G W 7 4 との間の イ ンタ

フ ェー ス （I F ) に よるデー タの送 受信 を行 う。 H e N B G W 通信 部 1 0 0

4 か ら受信 した制御 デー タは、 H e N B G W 通信 部 1 0 0 4 か ら制御 プ レイ

ン制御 部 1 0 0 5 へ 渡 され る。制御 プ レイ ン制御 部 1 0 0 5 での処 理 の結 果

は、 P D N G W 通信 部 1 0 0 1 経 由で P D N G W へ送信 され る。 また 、

制御 プ レイ ン制御 部 1 0 0 5 で処 理 され た結 果 は、基地局通信 部 1 0 0 2 経

由で S イ ンタ フ ェー ス に よ り 1 つ あるいは複 数 の基地局 7 2 へ 送信 され 、

また H e N B G W 通信 部 1 0 0 4 経 由で 1 つ あるいは複 数 の H e N B G W 7

4 へ 送信 され る。

[0071 ] 制御 プ レイ ン制御 部 1 0 0 5 に は、 N A S セキ ュ リテ ィ部 1 0 0 5 _ 1 、

S A E ベ ア ラ コン トロール部 1 0 0 5 — 2 、 アイ ドル ス テ一 ト （Id l e State

) モ ビ リテ ィ管理部 1 0 0 5 — 3 な どが含 まれ 、制御 プ レイ ンに対す る処 理

全般 を行 う。 N A S セキ ュ リテ ィ部 1 0 0 5 — 1 は、 N A S (Non-Access St

ratum) メ ッセー ジのセキ ュ リテ ィな どを行 う。 S A E ベ ア ラ コン トロール部

1 0 0 5 — 2 は、 S A E (System Arch i tecture Evo l ut i on) の べ ァ ラの管理

な どを行 う。アイ ドル ス テー トモ ビ リテ ィ管理部 1 0 0 5 — 3 は、待 受 け状

態 （L T E — I D L E 状 態 、単 にアイ ドル とも称 され る）の モ ビ リテ ィ管理

、待 受 け状態 時のペー ジ ング信号 の生成 お よび制御 、傘 下の 1 つ あるいは複

数 の移 動端末 7 1 の トラ ッキ ングエ リア （T A ) の追加 、削除 、更新 、検 索

、 トラ ッキ ングエ リア リス ト （TA L i st) 管 理 な どを行 う。

[0072] M M E 部 7 3 は、 U E が登 録 され て いる （reg i stered) 追 跡領域 （トラ ッ

キ ンヮエ リア ：Track i ng Area ：T A ) に属 す るセルへ 、ペー ジ ング メ ッセ一

ジを送信 す る ことで、ペー ジ ング プ ロ トコル に着手す る。 M M E 部 7 3 に接

続 され る H o m e _ e N B 7 2 _ 2 の C S G の管理 や C S G _ I D の 管理 、

そ してホ ワイ トリス ト管理 は、アイ ドル ス テ一 トモ ビ リテ ィ管理部 1 0 0 5

_ 3 で行 って もよい。



[0073] C S G — I D の 管 理 で は 、 C S G _ I D に 対 応 す る移 動 端 末 と C S G セ ル

との 関 係 が 管 理 （追 加 、 削 除 、 更 新 、 検 索 ） され る 。例 え ば 、 あ る C S G _

I D に ユ ー ザ ア ク セ ス 登 録 され た 一 つ ま た は複 数 の 移 動 端 末 と該 C S G _ I

D に 属 す る C S G セ ル との 関 係 で あ って も よ い 。 ホ ワ イ トリス ト管 理 で は 、

移 動 端 末 と C S G _ I D との 関 係 が 管 理 （追 加 、 削 除 、 更 新 、 検 索 ） され る

。例 え ば 、 ホ ワ イ トリス トに は 、 あ る移 動 端 末 が ユ ー ザ 登 録 した 一 つ ま た は

複 数 の C S G — I D が 記 憶 され て も よ い 。 これ らの C S G に 関 す る 管 理 は 、

M M E 部 7 3 の 中 の 他 の 部 分 で 行 わ れ て も よ い 。 M M E 部 7 3 の 一 連 の 処 理

は 、 制 御 部 1 0 0 6 に よ って 制 御 され る 。 よ って 制 御 部 1 0 0 6 は 、 図 1 0

で は 省 略 して い る が 、 各 部 1 0 0 1 〜 1 0 0 5 と接 続 して い る 。

[0074] 現 在 3 G P P に お い て 議 論 され て い る M M E の 機 能 を 以 下 に 示 す （非 特 許

文 献 1 4 . 6 . 2 章 参 照 ） 。 M M E は 、 C S G (Cl osed Subscr i ber Group

s ) の メ ンバ 一 の 1 つ 、 あ る い は複 数 の 移 動 端 末 の ア ク セ ス コ ン トロー ル を行

う。 M M E は 、 ペ ー ジ ン グ の 最 適 化 （Pag i ng opt i mi zat i on) の 実 行 をォ プ シ

ョン と して 認 め る 。

[0075] 図 1 1 は 、 本 発 明 に係 る H e N B G W で あ る 図 7 に 示 す H e N B G W 7 4

の 構 成 を 示 す ブ ロ ック 図 で あ る 。 E P C 通 信 部 1 1 0 1 は 、 H e N B G W 7

4 と M M E 部 7 3 との 間 の S イ ン タ フ ェー ス に よ る デ ー タ の 送 受 信 を行 う

。 基 地 局 通 信 部 1 1 0 2 は 、 H e N B G W 7 4 と H o m e _ e N B 7 2 _ 2

との 間 の S イ ン タ フ ェー ス に よ る デ ー タ の 送 受 信 を行 う。 ロケ ー シ ョン処

理 部 1 1 0 3 は 、 巳 卩 〇通 信 部 1 1 0 1 経 由 で 渡 され た M M E 部 7 3 か らの

デ ー タ の うち レジ ス トレ一 シ ョン情 報 な ど を 、複 数 の H o m e _ e N B 7 2

_ 2 に 送 信 す る処 理 を行 う。 ロケ ー シ ョン処 理 部 1 1 0 3 で 処 理 され た デ 一

タ は 、 基 地 局 通 信 部 1 1 0 2 に 渡 され 、 ひ とつ ま た は複 数 の H o m e _ e N

B 7 2 — 2 に S 1 イ ン タ フ ェー ス を介 して 送 信 され る 。

[0076] ロケ ー シ ョン処 理 部 1 1 0 3 で の 処 理 を必 要 とせ ず 通 過 （透 過 ） させ る だ

けの デ ー タ は 、 巳 卩 〇通 信 部 1 1 0 1 か ら基 地 局 通 信 部 1 1 0 2 に 渡 され 、

ひ とつ ま た は複 数 の H o m e — e N B 7 2 — 2 に S 1 ィ ン タ フ エー ス を介 し



て 送 信 され る 。 H e N B G W 7 4 の 一 連 の 処 理 は 、 制 御 部 1 1 0 4 に よ って

制 御 され る 。 よ って 制 御 部 1 1 0 4 は 、 図 1 1 で は 省 略 して い るが 、 各 部 1

1 0 1 〜 1 1 0 3 と接 続 して い る 。

[0077] 現 在 3 G P P に お い て 議 論 され て い る H e N B G W 7 4 の 機 能 を 以 下 に 示

す （非 特 許 文 献 1 4 . 6 . 2 章 参 照 ） 。 H e N B G W 7 4 は 、 S 1 ア プ リ

ケ 一 シ ョン に つ い て リ レ一 す る 。 H o m e _ e N B 7 2 _ 2 へ の M M E 部 7

3 の 手 順 の 一 部 分 で あ るが 、 H e N B G W 7 4 は 、 移 動 端 末 7 に 関係 しな

い S ア プ リケ ー シ ョン に つ い て 終 端 す る 。 H e N B G W 7 4 が 配 置 され る

と き 、移 動 端 末 7 に 無 関係 な 手 順 が H 0 m e _ e N B 7 2 _ 2 と H e N B

G W 7 4 との 間 、 そ して H e N B G W 7 4 と M M E 部 7 3 との 間 を通 信 され

る 。 H e N B G W 7 4 と他 の ノー ドとの 間 で X 2 イ ン タ フ ェー ス は設 定 され

な い 。 H e N B G W 7 4 は 、 ペ ー ジ ン グ の 最 適 化 （Pag i ng opt i mi zat i on) の

実 行 をオ プ シ ョン と して 認 め る 。

[0078] 次 に移 動 体 通 信 シス テ ム に お け る一 般 的 な セ ル サ ー チ 方 法 の 一例 を示 す 。

図 1 2 は 、 L T E 方 式 の 通 信 シス テ ム に お い て移 動 端 末 （U E ) が 行 うセ ル

サ ー チ か ら待 ち 受 け動 作 ま で の 概 略 を示 す フ ロー チ ヤ一 トで あ る 。移 動 端 末

は 、 セ ル サ ー チ を 開 始 す る と、 ス テ ッ プ S T 1 2 0 1 で 、 周 辺 の 基 地 局 か ら

送 信 され る第 一 同期 信 号 （P — S S ) 、 お よ び 第 二 同期 信 号 （S — S S ) を

用 い て 、 ス ロ ッ トタ イ ミン グ 、 フ レー ム タ イ ミン グ の 同期 を と る 。 P — S S

と S — S S と を合 わ せ て 、 同期 信 号 （S S ) に は 、 セ ル 毎 に割 り当 て られ た

P C I (Phys i c a l Ce l l I dent i ty) に 1 対 1 に 対 応 す る シ ン ク ロナ イ ゼ 一 シ

ヨン コー ドが 割 り当 て られ て い る 。 P C I の 数 は現 在 5 0 4 通 りが 検 討 され

て お り、 この 5 0 4 通 りの P C I を用 い て 同期 を と る と と も に 、 同期 が とれ

た セ ル の P C I を検 出 （特 定 ） す る 。

[0079] 次 に 同 期 が とれ た セ ル に 対 して 、 ス テ ッ プ S T 1 2 0 2 で 、 基 地 局 か らセ

ル 毎 に送 信 され る参 照 信 号 R S (Reference S i gna l ) を検 出 し受信 電 力 の 測

定 を行 う。参 照 信 号 R S に は 、 P C I と 1 対 1 に 対 応 した コー ドが 用 い られ

て お り、 そ の コー ドで 相 関 を と る こ とに よ って他 セ ル と分 離 で き る 。 ス テ ツ



プ S T 1 2 0 1 で特 定 した P C I か ら、該 セル の R S 用 の コ 一 ドを導 出す る

ことに よ って 、 R S を検 出 し、 R S 受信 電 力 を測 定す る ことが可 能 とな る。

[0080] 次 にス テ ップ S T 1 2 0 3 で 、 ス テ ップ S T 1 2 0 2 ま で で検 出 され た ひ

とつ 以上 の セル の 中か ら、 R S の 受信 品質 が最 も良 いセル （例 えば、 R S の

受信 電 力が最 も高 いセル 、 つ ま りべ ス トセル ） を選 択 す る。

[0081 ] 次 にス テ ップ S T 1 2 0 4 で 、 ベ ス トセル の P B C H を受信 して 、報 知情

報 で あ る B C C H を得 る。 P B C H 上 の B C C H に は、セル構 成情 報 が含 ま

れ る M I B (Master I nformat i on B l ock) が の る。 した が って P B C H を受

信 して B C C H を得 る ことで 、 M I B が 得 られ る。 M I B の情 報 と して は、

例 えば、 D L ( ダ ウ ン リンク） シス テム 帯域 幅 （送信 帯域 幅 設 定 （transmi s s

i on bandwi dth conf i gurat i on ：d I -bandwi dth) と も呼 はれ る ) 、 ¾信 ア ンテ

ナ数 、 S F N (System Frame Number) な どが あ る。

[0082] 次 にス テ ップ S T 1 2 0 5 で 、 M I B の セル構 成情 報 を も とに該 セル の D

L — S C H を受信 して 、報 知情 報 B C C H の 中の S I B (System I nformat i o

n B l ock) を得 る。 S I B 1 に は 、該 セル へ の ア クセ ス に関す る情 報 や 、セ

ル セ レク シ ョンに関す る情 報 、他 の S I B ( S I B k ；k ≥ 2 の 整 数 ） の ス

ケ ジ ュ一 リング情 報 が含 まれ る。 また 、 S I B 1 に は 、 T A C (Track i ng Ar

ea Code) が 含 まれ る。

[0083] 次 にス テ ップ S T 2 0 6 で 、移 動 端 末 は、ス テ ップ S T 1 2 0 5 で 受信

した S I B 1 の T A C と、移 動 端 末 が既 に保 有 して い る T A C とを比 較 す る

。比 較 した結 果 、 同 じな らば、該 セル で待 ち受 け動 作 に入 る。比 較 して異 な

る場 合 は、移 動 端 末 は該 セル を通 して コア ネ ッ トワー ク （Gore Network, E

P C ) ( M M E な どが含 まれ る） へ 、 T A U (Track i ng Area Update) を行

うた め に T A の 変 更 を要 求 す る。 コア ネ ッ トワー ク は、 T A U 要 求信 号 と と

もに移 動 端 末 か ら送 られ て くる該移 動 端 末 の識 別番 号 （U E — I D な ど） を

も とに、 T A の 更新 を行 う。 コア ネ ッ トワー ク は、 T A の 更新 後 、移 動 端 末

に T A U 受領 信 号 を送信 す る。移 動 端 末 は、該 セル の T A C で 、移 動 端 末 が

保 有 す る T A C ( あ る いは T A C リス ト） を書 き換 え る （更新 す る） 。 その



後 、移 動端末 は、該 セル で待 ち受 け動作 に入 る。

[0084] L T E や U M T S (Un i versa l Mob i l e Te l ecommun i cat i on System) に お しゝ

て は、 C S G (Cl osed Subscr i ber Group) セル の導入 が検 討 され て いる。前

述 した よ うに、 C S G セル に登 録 した ひ とつ また は複 数 の移 動端末 のみ にァ

クセスが許 され る。 C S G セル と登 録 され た ひ とつ また は複 数 の移 動端末 と

が ひ とつの C S G を構 成す る。 この よ うに構 成 され た C S G には、 C S G —

I D と呼 ばれ る固有 の識別番号 が付 され る。な お、ひ とつの C S G には、複

数 の C S G セル が あ って もよい。移 動端末 は、 どれ か ひ とつの C S G セル に

登 録すれ ば、その C S G セル が属 す る C S G の他 の C S G セル にはア クセス

可能 とな る。

[0085] また 、 L T E での H o m e — e N B や U M T S での H o m e — N B 力、 C

S G セル と して使 われ る ことが ある。 C S G セル に登 録 した移 動端末 は、ホ

ワイ トリス トを有す る。具体 的 には、ホ ワイ トリス トは S I M (Subscr i ber

I dent i t y Modu l e ) U S I M に記憶 され る。ホ ワイ トリス 卜には、移 動端末

が登 録 した C S G セル の C S G 情報 が格 納 され る。 C S G 情報 と して具体 的

には、 C S G _ I D 、 T A I (Track i ng Area I dent i ty) 、 T A C な どが考

え られ る。 C S G _ I D と T A C とが対応付 け られ て いれ ば、 どち らか一方

で よい。 また 、 C S G _ I D お よび T A C と、 G C I ( G l oba l Ce l l I dent i t

y ) とが 対応付 け られ て いれ ば G C I で もよい。

[0086] 以上 か ら、ホ ワイ トリス トを有 しな い （本発 明 にお いて は、ホ ワイ トリス

卜が空 （empty) の場合 も含 め る）移 動端末 は、 C S G セル にア クセスす る こ

とは不可能 で あ り、 n o n _ C S G セル のみ に しか ア クセス で きな い。一方

、ホ ワイ トリス トを有す る移 動端末 は、登 録 した C S G _ I D の C S G セル

に も、 n o n _ C S G セル に もア クセスす る ことが可能 とな る。

[0087] 3 G P P で は、全 P C I (Phys i ca l Ce l l I dent i ty) を、 C S G セル用 と

n o n - C S G セル用 とに分割 （P C I ス プ リッ トと称す る）す る ことが議

論 され て いる （非特許 文献 5 参 照 ） 。 また P C I ス プ リッ ト情報 は、 シス テ

ム情報 にて基地局 か ら傘 下の移 動端末 に対 して報 知 され る ことが議論 され て



い る 。 非 特 許 文 献 5 は 、 P C I ス プ リ ッ トを 用 い た 移 動 端 末 の 基 本 動 作 を 開

示 す る 。 P C I ス プ リ ツ ト情 報 を 有 して い な い移 動 端 末 は 、 全 P C I を 用 い

て （例 え ば 5 0 4 コー ド全 て を 用 い て ） セ ル サ ー チ を 行 う必 要 が あ る 。 これ

に 対 して 、 P C I ス プ リ ツ ト情 報 を 有 す る移 動 端 末 は 、 当 該 P C I ス プ リ ッ

ト情 報 を 用 い て セ ル サ ー チ を 行 う こ とが 可 能 で あ る 。

[0088] ま た 3 G P P で は 、 ハ イ ブ リ ッ ドセ ル の た め の P C I は 、 C S G セ ル 用 の

P C I 範 囲 の 中 に は 含 ま れ な い こ とが 決 定 され て い る （非 特 許 文 献 1 1 0

. 早 参 ' ) 。

[0089] 3 G P P で は 、 移 動 端 末 が C S G セ ル を セ レク シ ョン 、 あ る い は リセ レク

シ ヨンす る 方 法 に つ い て 2 つ の モ ー ドが 存 在 す る 。 1 つ 目 は 、 自動 （Automat

i c ) モ ー ドで あ る 。 自動 モ ー ドの 特 徴 を 以 下 に 示 す 。 移 動 端 末 内 の 許 可 C S

G リス ト （Al l owed CSG I D L i st) を 利 用 して 、 セ レク シ ョン 、 あ る い は リセ

レク シ ヨン を 行 う。 P L M N の 選 択 が 完 了 した 後 、 η ο η — C S G セ ル 、 あ

る い は 許 可 C S G リス 卜に 存 在 す る C S G I D を伴 う C S G セ ル で あ る 場

合 に の み 、 選 択 して い る 該 P L M N 中 の 1 つ の セ ル に キ ャ ン プオ ンす る 。 移

動 端 末 の 許 可 C S G リス トが 空 で あ る な らば 、 移 動 端 末 は 、 C S G セ ル の 自

立 （autonomous) サ ー チ 機 能 を停 止 す る （非 特 許 文 献 3 5 . 2 . 4 . 8 .

1 卓 参

[0090] 2 つ 目 は 、 手 動 （Manua l ) モ ー ドで あ る 。 手 動 モ ー ドの 特 徴 を 以 下 に 示 す

。 移 動 端 末 は 、 現 在 選 択 され て い る P L M N で 利 用 可 能 な C S G の リス トを

、 ユ ー ザ に 示 す 。 移 動 端 末 が ユ ー ザ に 提 供 す る C S G の リス トは 、 移 動 端 末

に 保 存 され て い る 許 可 C S G リス 卜に 含 ま れ る C S G に 限 られ な い 。 ユ ー ザ

が 該 C S G の リス トに 基 づ い て C S G を選 定 した 後 、 移 動 端 末 は 、 選 択 され

た C S G I D を伴 うセ ル へ キ ャ ン プオ ン し、 登 録 （reg i ster) を 試 み る （

非 特 許 文 献 3 5 . 2 . 4 . 8 . 1 章 参 照 ） 。

[0091 ] H e N B お よ び H N B に 対 して は 、 様 々 な サ 一 ビス へ の 対 応 が 求 め られ て

い る 。 例 え ば 、 オ ペ レー タ は 、 あ る 決 め られ た H e N B お よ び H N B に 移 動

端 末 を登 録 させ 、 登 録 した 移 動 端 末 の み に H e N B お よ び H N B の セ ル へ の



アクセスを許可することで、該移動端末が使用できる無線 リソースを増大さ

せて、高速に通信を行えるようにする。その分、オペ レータは、課金料を通

常よりも高 く設定する、といったサー ビスである。

[0092] このようなサー ビスを実現するため、登録 した （加入 した、メンバ一とな

つた）移動端末のみがアクセスできるC S G (Cl osed Subscr i ber Group ee l

I ) セルが導入されている。 C S G (Cl osed Subscr i ber Group ee l I ) セルは

、商店街やマンション、学校、会社などへ数多く設置されることが要求され

る。例えば、商店街では店舗毎、マンションでは部屋毎、学校では教室毎、

会社ではセクション毎に C S G セルを設置 し、各 C S G セルに登録 したュ一

ザのみが該 C S G セルを使用可能とするような使用方法が要求されている。

H e N B H N B は、マクロセルのカバ レッジ外での通信を補完するためだ

けでなく、上述 したような様々なサー ビスへの対応が求められている。この

ため、H e N B H N B がマクロセルのカバ レッジ内に設置される場合も生

じる。

[0093] H e N B H N B 力、 マクロセルのカバ レッジ内に設置されるような場合

、H e N B H N B とマクロセルとの間で干渉が生 じることとなる。H e N

B H N B のカバ レッジ内でH e N B H N B と通信を行っている移動端末

( U E ) は、マクロセルからの電波が干渉とな り、H e N B H N B との通

信が妨げられる。マクロセルからの電波に起因する干渉電力が大きくなると

、移動端末は、H e N B H N B と通信ができなくなって しまうことになる

。逆に、マクロセルのカバ レッジ内でマクロセルと通信を行っている移動端

末が、マクロセルのカバ レッジ内に設置された H e N B H N B のカバ レツ

ジ内に移動するような場合、H e N B H N B からの電波が干渉とな り、マ

クロセルとの通信が妨げられる。H e N B H N B からの電波に起因する干

渉電力が大きくなると、移動端末は、マクロセルと通信ができなくなつて し

まうことになる。

[0094] 通常の e N B (マクロセル ；マクロe N B (M e N B ) ) とH e N B との

間の干渉低減方法として、非特許文献 8 には、マクロセルが H e N B にH I



I ( H i h I nterference Ind i cat i on) 、O I (Over l oad Ind i cator) を通矢卩

す る方法が開示 され て いる。

[0095] H I I は、干渉 を受 けやす い、 あるいは干渉 を受 けた くな いよ うな物理 リ

ソース を、セルが任意 のセル に対 して通知す るための信号 で ある。例 と して

、セルが U E にスケ ジュー リング した い物理 リソースが ある場合 に、該物理

リソースへの干渉 を無 くすため に、周辺セル に H I I を通知す る。該 H I I

を受信 した周辺セル は、該物理 リソース を傘下の U E にスケ ジュ一 リング し

な いよ うにす る、 あるいは該物理 リソースのパ ワー を下 げる ことで、干渉 と

な らな いよ うにす る。

[0096] O I は、干渉 を受 けて いる物理 リソース とその干渉 レベル 、 あるいは該 レ

ベルが ある閾値 よ り高 い ことを、セルが任意 のセル に対 して通知す るための

信号 で ある。例 と して、セルが U E にスケ ジュー リング した い、 あるいはス

ケ ジュ一 リング して いる物理 リソースが ある場合 に、該物理 リソースへの干

渉 を無 くすため に、周辺セル に O I を通知す る。該 O I を受信 した周辺セル

は、該物理 リソース を傘下の U E にスケ ジュー リング しな いよ うにす る、 あ

るいは該物理 リソースのパ ワー を下 げる ことで、干渉 とな らな いよ うにす る

[0097] 現在 の 3 G P P にお ける規格 では、マク ロセル間で X 2 イ ンタフェース を

用 いて相互 に H I I とO I とを送 受信 して もよい ことが決め られ て いる。 し

か し、現在 の 3 G P P にお ける規格 では、図 7 に示す よ うに、マク ロセル で

ある e N B 7 2 _ 1 と H e N B 7 2 _ 2 との間や H e N B 間 7 2 _ 2 に X 2

イ ンタフェース は設 け られ て いな い。

[0098] そ こで非特許文献 8 では、マク ロセル と H e N B との間、マク ロセル と H

e N B G W との間、 H e N B G W と H e N B との間 に X 2 イ ンタフェース を

設 けて、該 X 2 イ ンタフェース を用 いて、マク ロセルか らH e N B に、 H I

I 、O I を通知す る ことが記載 され て いる。 しか しH e N B は、ホームュ一

ス も想定 され てお り、オペ レー タではな く、一般ユーザの管理下 に設置 され

る ことも検 討 され て いる。 この よ うにオペ レー タの管理下ではな く配置 され



るような場合に、H e N B 間やマクロセルとH e N B との間をX 2 インタフ

エースで接続することは、構成が複雑になるという問題がある。

[0099] 非特許文献 9 には、マクロセルからH e N B に、マクロセルの傘下の U E

を介してH I I を通知することが開示されている。U E からH e N B へ通知

するチャネルとして、 P R A C H、U L _ S C H を用いることが提案されて

いる。し力、し、非特許文献 9 には、U E からH e N B へ通知するチャネルの

記載はあるが、この他の記載は無く、マクロセルが H e N B にH I I を通知

するためのメカニズムは不明である。例えば、通常、マクロセルの傘下の U

E は、H e N B の R A C H コンフィギュレーションを知らない。したがって

、マクロセルの傘下の U E が H e N B に P R A C H を送信することは、不可

能である。非特許文献 9 では、このような問題点の解消方法については、何

ら開示されていない。

[01 00] これらの問題点を解消するために、本発明においては、マクロセルが、H

e N B にU E を介して、マクロセルで使用する物理リソースへの干渉に関す

る情報 （以下 「干渉関連情報」という場合がある）、具体的にはH I I やO

I のような干渉を回避するための信号を通知するための実現方法について開

示する。

[01 0 1] 非特許文献 9 には、マクロセルからH e N B に、マクロセルの傘下の U E

を介してH I I を通知することが開示されているが、どの H e N B にH I I

を通知するのか、あるいはどの U E が H e N B にH I I を通知するのかにつ

いては、具体的に開示されていない。通知すべきH e N B を限定しないと、

将来多数の H e N B が設置されることを考慮した場合、システムが複雑にな

り、シグナリング負荷が膨大になってしまう。また、通知すべきU E を限定

しないと、シグナリング負荷が膨大になり、上り干渉が増大し、通信品質が

劣化してしまう。

[01 02] これらの問題点を解消するために、本実施の形態では、H I I を通知すベ

きH e N B を限定する方法、H I I を通知すべきU E を限定する方法を開示

する。ここでは、H I I を通知するH e N B を、マクロセルのカバレッジ内



の H e N B とす る方法 を開示す る。

[01 03] 図 1 3 は、マク ロセルのカバ レッジ内に H e N B が設置 され る場合の概念

図である。図 1 3 において、参照符 1 3 0 1 〜 1 3 1 3 は U E を示 し、参照

符 1 3 1 4 〜 1 3 2 1 および参照符 1 3 2 4 〜 1 3 2 6 は H e N B を示 し、

参照符 1 3 2 2 はマク ロセルである e N B を示す。参照符 1 3 2 3 は、マク

ロセル 1 3 2 2 のカバ レッジを示す。カバ レッジ 1 3 2 3 は、大規模 力バ レ

ッジに相 当す る。 H e N B 1 3 1 4 〜 1 3 2 1 は、マク ロセル 1 3 2 2 の力

バ レッジ内 （圏内）に配置 されてお り、 H e N B 1 3 2 4 〜 1 3 2 6 は、マ

ク ロセル 1 3 2 2 のカバ レッジ外 （圏外）に配置 されているとす る。 U E 1

3 0 1 〜 1 3 1 3 は、前述の図 7 の U E 7 に相 当 し、 H e N B 1 3 1 4 〜

1 3 2 1 , 1 3 2 4 〜 1 3 2 6 は、小規模基地局装置である図 7 の H o m e

- e N B 7 2 — 2 に相 当 し、マク ロセル 1 3 2 2 は、大規模基地局装置であ

る図 7 の e N B 7 2 _ 1 に相 当す る。

[01 04] マク ロセル 1 3 2 2 力、 カバ レッジ 1 3 2 3 外 に配置 され る H e N B に H

I I を通知す るのは無駄である。マク ロセル 1 3 2 2 の傘下の U 巳が、該マ

ク ロセル 1 3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3 外 に配置 され る H e N B か ら受ける

干渉は低 いためである。逆に、該マク ロセル 1 3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3

外 に配置 され る H e N B の傘下の U E 力、 該マク ロセル 1 3 2 2 か ら受ける

干渉 も低 いためである。

[01 05] したが って本実施の形態では、 H I I を通知す る H e N B を、マク ロセル

3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3 内に配置 され る H e N B とす る。例 えば図 1

3 の場合、マク ロセル 1 3 2 2 が H I I を通知す る H e N B は、該マク ロセ

ル 1 3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3 内に配置 され る H e N B 1 3 1 4 〜 1 3 2

となる。マク ロセル 1 3 2 2 は、傘下の U E を介 して H e N B 1 3 1 4 〜

3 2 へ H I I を通知す る。 これ によ り、 H I I を通知すべ き H e N B の

数 を限定す ることができ、 H I I の通知に必要 となるシグナ リング負荷 を削

減す ることが可能 となる。

[01 06] マク ロセルは、 どの H e N B が 自セルのカバ レッジ内に配置 されているか



を認識す る必要がある。 ここでは、マク ロセルのカバ レッジ内に配置 され る

H e N B の判断方法について開示す る。図 1 4 は、マク ロセルがカバ レッジ

内に配置 され る H e N B を判断す る場合の移動体通信 システムのシーケンス

例 を示す図である。 H e N B は、電源オ ン時あるいはイニシャライズ時ある

いは送信 を停止 している間に、ステ ップ S T 1 4 0 1 で、周辺電波環境のメ

ジヤメン ト、すなわち測定を行 う。また H e N B は、周辺に存在す るセルの

受信電力の測定、セルのセルアイデンテ ィテ ィ （P C I ) の取得 を行 い、セ

ルの検出を行 う。 この際に、ある受信電力閾値以上のセル を検出 してもよい

。該セル検出用の受信電力閾値は、予め静的に決め られているとよい。

[01 07] ステ ップ S T 1 4 0 2 で、 H e N B は、検出 したセルか ら、該セルの報知

情報 を受信す る。 これ はメジヤメン トの際に行われてもよい。各セルか らの

報知情報 を受信 した H e N B は、ステ ップ S T 4 0 3 で、該セルがマク 口

セルか否かを判断す る。 この判断を可能 とす るために、各セルは、 自セルが

マク ロセルか否かのインジケー タ、あるいはセルの種類 を示す情報 を報知 し

てお くとよい。 この場合、 H e N B は、ステ ップ S T 1 4 0 3 で、受信 した

報知情報か ら、検出 したセルの種類 を取得す ることによって、該セルがマク

ロセルか否かを判断す る。セルの種類 と しては、マク ロセル、 ピコ e N B (

ピコセル （p i co ee l I ) ) 、ホ ッ トゾー ンセル用のノ一 ド、 H e N B H N B

C S G セル、 リレー ノー ド、 リモー トラジオヘ ッ ド （R R H ) な どがある

[01 08] セルのアイデンテ ィテ ィ （P C I ) によ り、マク ロセルか否かが判断可能

な場合は、 H e N B は、ステ ップ S T 4 0 3 のセルの種類取得 を省略 して

もよい。 この場合、ステ ップ S T 4 0 で取得 したセルの P C I をもとに

、マク ロセルか どうかを判断すれ ばよい。

[01 09] ステ ップ S T 1 4 0 4 で、 H e N B は、メジヤメン トで検出 したマク ロセ

ルに対 して、各々のマク ロセルについて測定 した受信電力情報 と、そのマク

ロセルの P C I とを関連付 けて、M M E S — GW に通知す る。その際に、

H e N B は、 自 H e N B のセルアイデンテ ィテ ィ （P C I ) も通知す る。M



M E S — GW は、前述の図 7 に示す M M E S — GW 部 7 3 に相 当す る。

[01 0] また、電源オ フ動作の際にM M E S — GW に通知す るように してもよい

。上記の情報 に加 えて、電源オ フをす る旨の情報 あるいは H I I 通知 H e N

B リス 卜か らの削除を依頼す る旨の情報 を通知す るように してもよい。 これ

によって、 H e N B がユーザな どによ り移動 され る場合に電源オ フされ る場

合な どを、マク ロセルが H I I を通知すべ きか否かの判断において考慮す る

ことが可能 となる。

[01 ] ステ ップ S T 1 4 0 5 で、M M E S — GW は、各 H e N B か ら受信 した

マク ロセルの P C I をもとに、各々のマク ロセルに、 H e N B の P C I と、

該 H e N B で測定 した該マク ロセルの受信電力情報 とを通知す る。マク ロセ

ルへの通知は、 S 1 イ ンタフェースを用 いれ ばよい。マク ロセル と H e N B

との間を直接接続す る X 2 イ ンタフェースが設 けられた場合は、 H e N B が

マク ロセル毎の P C I をもとに、直接マク ロセルへ、マク ロセル毎にその受

信電力測定結果の情報 と、 自 H e N B の P C I とを通知すれ ばよい。

[01 2] H e N B による測定結果 と、該 H e N B の P C I とを受信 した各々のマク

ロセルは、該 H e N B が 自セルのカバ レッジ内に配置 されているか否かを判

断す る。マク ロセルは、例 えば、該 H e N B によるマク ロセルの受信電力測

定結果を用 いて判断す る。

[01 3] この場合、マク ロセルは、 自セルのカバ レッジ内か否かを表す閾値 （以降

、カバ レッジ判定閾値 と称す る）を設定 しておき、ステ ップ S T 1 4 0 6 で

、 H e N B 毎の受信電力測定結果である受信電力測定値 を、該カバ レッジ判

定閾値 と比較す る。マク ロセルは、受信電力測定値が該カバ レッジ判定閾値

以上である場合は、該 H e N B が 自セルのカバ レッジ内であると判断 し、受

信電力測定値が該カバ レッジ判定閾値 よ りも小 さい場合は、該 H e N B が 自

セルのカバ レッジ外であると判断す る。カバ レッジ内と判断 した場合は、ス

テ ツプ S T 1 4 0 7 に移行 し、カバ レッジ外 と判断 した場合は、ステ ップ S

T 4 0 8 に移行す る。

[01 4] ステ ップ S T 4 0 6 でカバ レッジ内と判断 してステ ップ S T 4 0 7 に



移行 した場合、ステ ップ S T 4 0 7 で、マク ロセルは、該 H e Ν Β を自セ

ルのカバ レッジ内であると記憶す る。 このため、 リス ト （以降、 H I I 通知

H e N B リス トと称す る）を設 けて、該 リス トに該 H e N B を追加すれ ばよ

しゝ。 H I I 通知 H e N B リス 卜には、該 H e N B のセルアイデンテ ィテ ィ （

P C I ) が含 まれ る。また H I I 通知 H e N B リス 卜には、該 H e N B の P

C I とともに、該 H e N B が測定 した 自セルの受信電力値 を含めてもよい。

該 H I I 通知 H e N B リス トは、図 9 に示す E P C 通信部 9 0 あるいはプ

口 トコル処理部 9 0 3 あるいは制御部 9 に記憶 してもよい。

[01 5] ステ ップ S T 4 0 6 でカバ レッジ外 と判断 してステ ップ S T 4 0 8 に

移行 した場合、ステ ップ S T 4 0 8 で、マク ロセルは、該 H e N B を H I

I 通知 H e N B リス トか ら削除す る。 H I I 通知 H e N B リス トに、既に該

H e N B が存在 しない場合は、何 もせずに次のステ ップ S T 4 0 9 に移行

す る。

[01 6] 以上の処理 を行 うことで、マク ロセルが、 自セルの受信電力測定値 を通知

した H e N B の うち、 自セルのカバ レッジ内に配置 されている H e N B を判

断 し、 H I I 通知 H e N B リス トに記憶す ることが可能 となる。

[01 7] ステ ップ S T 1 4 0 9 で、マク ロセルは、 H e N B に H I I を通知す るか

否かを判断す る。 H I I を通知す ると判断 した場合は、ステ ップ S T 4

0 に移行 し、 H I I を通知 しないと判断 した場合は、 H I I を通知せずに、

次の処理に移行す る。

[01 8] ステ ップ S T 1 4 1 0 で、マク ロセルは、 どの H e N B が H I I を通知す

べ き H e N B であるかを判断す るために、 H I I 通知 H e N B リス ト内にあ

る H e N B であるか否かを判断す る。 H I I 通知 H e N B リス ト内にある H

e N B であると判断 した場合は、ステ ップ S T 1 4 1 1 に移行 し、 H I I 通

知 H e N B リス ト内にある H e N B ではない、換言すれ ば H I I 通知 H e N

B リス 卜に無い H e N B であると判断 した場合は、何 もせずに次の処理に移

行す る。ステ ップ S T 4 1 で、マク ロセルは、 H I I 通知 H e N B リス

ト内にある H e N B に対 して、 H I I を通知す る。



[01 9] 以上の処理 を行 うことで、マク ロセルが、 自セルの受信電力測定値 を通知

した H e N B の うち、 自セルのカバ レッジ内に配置 されている H e N B を判

断 し、該 H e N B に対 して、必要な場合に H I I を通知す ることが可能 とな

る。

[01 20] また、 H e N B が、ユーザな どによ り移動 された場合には、電源 を一旦ォ

フ した後オ ンす る、あるいはイニシャライズす るように してお くとよい。 こ

れ によ り、上述の動作 を行 うことになるので、マク ロセルが 自セルの力バ レ

ッジ内に該 H e N B が配置 されているか どうかを判断す ることが可能 となる

。 これ によつて、該 H e N B を、 H I I 通知 H e N B リス トに追加または削

除す ることが可能 となる。よって、必要な場合に H e N B に H I I を通知す

ることが可能 となる。

[01 2 1 ] 上記の方法では、マク ロセルが、 どの H e N B が 自セルのカバ レッジ内に

配置 されているか否かを判断す るように構成 されている力、 別の方法 と して

、 H e N B 力、 マク ロセルのカバ レッジ内に配置 されているか否かを判断す

るように構成 してもよい。 この場合、 H e N B での測定結果を用 いれ ばよい

[01 22] 図 1 5 は、 H e N B が、マク ロセルのカバ レッジ内に配置 されているか否

かを判断す る場合の移動体通信 システムのシーケンス例 を示す図である。図

5 において、図 1 4 に対応す る部分については同一のステ ップ番号 を付 し

て、処理の詳細な説明を省略す る。

[01 23] ステ ップ S T 1 4 0 1 で、 H e N B は、電源オ ン時あるいはィニシャライ

ズ時あるいは送信 を停止 している間のメジャメン トで、周辺に存在す るセル

の受信電力の測定、セルのセルアイデンテ ィテ ィ （P C I ) の取得 を行 い、

セルの検出を行 う。ステ ップ S T 1 4 0 2 で、マク ロセルは、カバ レッジ内

か否かを表す閾値であるカバ レッジ判定閾値 を、報知情報 と して H e N B に

報知す る。ステ ップ S T 1 4 0 2 で、 H e N B は、検出 したセルの報知情報

を受信す る。

[01 24] ステ ップ S T 1 5 0 1 で、各セルか らの報知情報 を受信 した H e N B は、



図 1 4 で示 したセルの種類情報 に加 え、カバ レッジ判定閾値 を取得す る。

[01 25] ステ ップ S T 1 5 0 2 で、 H e N B は、メジヤメン トで検出 したマク ロセ

ルに対 して、各々のマク ロセルについて測定 した受信電力と、該マク ロセル

か ら報知 されたカバ レッジ判定閾値 とを比較す る。 H e N B は、各マク ロセ

ルの受信電力が、該マク ロセルのカバ レッジ判定閾値以上であるか否かを判

断す る。測定 したマク ロセルの受信電力がカバ レッジ判定閾値以上である場

合は、そのマク ロセルのカバ レッジ内と判断 してステ ップ S T 1 5 0 3 に移

行 し、測定 したマク ロセルの受信電力がカバ レッジ判定閾値未満である場合

は、そのマク ロセルのカバ レッジ外 と判断 してステ ップ S T 1 5 0 4 に移行

す る。 H e N B は、マク ロセルのカバ レッジ内か否かを示す情報 （パ ラメ一

タでもよい）を設 けてお く。

[01 26] ステ ップ S T 1 5 0 3 で、 H e N B は、マク ロセルについてのカバ レッジ

内か否かの情報 に、カバ レッジ内を設定す る。具体的には、該マク ロセルの

セルアイデンテ ィテ ィと、該情報 とを関連付 けておいてもよい し、あるいは

該情報 内に該マク ロセルのセルアイデンテ ィテ ィも含めておいてもよい。

[01 27] ステ ップ S T 1 5 0 4 で、 H e N B は、該マク ロセルについてのカバ レツ

ジ内か否かの情報 に、カバ レッジ外 を設定す る。

[01 28] ステ ップ S T 5 0 5 で、各 H e N B は、検出 したマク ロセルに対 して、

マク ロセル毎の P C I およびカバ レッジ内か否かの情報 を、M M E S — G

W に通知す る。その際に、 H e N B は、 自 H e N B のセルアイデンテ ィテ ィ

( P C I ) も通知す る。

[01 29] ステ ップ S T 1 5 0 6 で、M M E S — GW は、各 H e N B か ら受信 した

マク ロセルの P C I をもとに、各々のマク ロセルに、 H e N B の P C I およ

びカバ レッジ内か否かの情報 を通知す る。

[01 30] カバ レッジ内か否かの情報 および該 H e N B の P C I を受信 した各々のマ

ク ロセルは、ステ ップ S T 1 5 0 7 で、該 H e N B が 自セルのカバ レッジ内

に配置 されているか否かを判断す る。 この判断の際に、各々の H e N B か ら

通知 されたカバ レッジ内か否かの情報 を用 いる。 H e N B が 自セルの力バ レ



ッジ内に配置 されていると判断 した場合は、ステ ップ S T 1 5 0 8 に移行 し

、 H e N B が 自セルのカバ レッジ内に配置 されていない、すなわちカバ レツ

ジ外に配置 されていると判断 した場合は、ステ ップ S T 1 5 0 9 に移行す る

[01 3 1 ] ステ ップ S T 1 5 0 8 で、マク ロセルは、カバ レッジ内か否かの情報が力

バ レッジ内と設定 されている H e N B について、 H I I 通知 H e N B リス ト

に追加す る。

[01 32] ステ ップ S T 1 5 0 9 で、マク ロセルは、カバ レッジ内か否かの情報が力

バ レッジ外 と設定 されている H e N B について、 H I I 通知 H e N B リス ト

か ら削除す る。ステ ップ S T 1 5 0 8 およびステ ップ S T 1 5 0 9 の処理 を

行 った後は、マク ロセルは、ステ ップ S T 4 0 9 、ステ ップ S T 4 0

およびステ ップ S T 1 4 1 1 の各処理 を行 う。

[01 33] 以上の処理 を行 うことで、マク ロセルが、 自セルのカバ レッジ内に配置 さ

れている H e N B を H I I 通知 H e N B リス 卜に記憶す ることが可能 となる

。また、マク ロセルのカバ レッジ内か否かの判断が、実質的に H e N B で行

われ、またその場合にもマク ロセルが、 自セルのカバ レッジ内に配置 されて

いる H e N B に対 して、必要な場合に H I I を通知す ることが可能 となる。

[01 34] マク ロセルは、該カバ レッジ判定閾値 を、M I B あるいは S I B に含め

て報知す るとよい。M I B 、 S I B 1 は、送信 され るタイ ミングが決め られ

ているので、 H e N B が メジヤ メ ン トを行 う際に、少ない処理で早期に受信

可能 となる。また、該カバ レッジ判定閾値は、静的な値 と して予め決め られ

ていてもよい。また、マク ロセルの送信電力と対応付 けられて決め られても

よい。該対応は、表で予め決めておいてもよい し、ある関数 を用 いて導出す

るように してもよい。

[01 35] また、図 1 4 、図 1 5 で開示 したカバ レッジ判定閾値 を、ステ ップ S T 1

4 0 でセルの検出に用 いてもよいと した、ある受信電力閾値 と同 じと して

もよい。 これ によつて、パ ラメ一 タを減 らす ことができる。

[01 36] 上記の方法では、 H e N B が、マク ロセルのカバ レッジ内に配置 されてい



るか否かの判断を行 い、マク ロセルへ該判断結果であるカバ レッジ内か否か

の情報 を通知す る。該カバ レッジ内か否かの情報 は、マク ロセルの受信電力

測定値 よ りも少ない情報量で済むため、 H e N B か らマク ロセルへのシグナ

リング量 を削減す ることが可能 となる。 さらに、該カバ レッジ内か否かの情

報 を 1 ビッ トと してもよい。 これ によつて最小の情報量 とす ることができる

。 この情報 と自 H e N B のセルアイデンテ ィテ ィとを、各々のマク ロセルに

通知すれ ばよい。

[01 37] H e N B は、マク ロセルのカバ レッジ内か否かの情報 を、メジヤメン トの

際に検出 したセルに対 して通知す ると したが、カバ レッジ内に配置 されてい

ると判断 したマク ロセルのみ に、カバ レッジ内か否かの情報 を通知 してもよ

し、。 この場合、カバ レッジ内か否かの情報 と して、カバ レッジ内に配置 され

ていることを表す情報であってもよい。 これ によ り、該カバ レッジ内か否か

の情報 を通知す るマク ロセル を限定す ることができるため、 さらに H e N B

か らマク ロセルへのシグナ リング量 を削減す ることが可能 となる。

[01 38] 異 なる H e N B が同 じP C I を用 いる場合がある。 これ は、 P C I の数が

限 られているためである。 この場合、マク ロセルは、同 じP C I を持つ H e

N B の どち らに H I I を送 るべ きなのかの判断がつかな くなる。 このような

場合、 H e N B は、 自 H e N B のセルアイデンテ ィテ ィと して、 G C I を各

々のマク ロセルに通知すれ ばよい。図 1 4 のステ ップ S T 1 4 0 4 、ステ ツ

プ S T 1 4 0 5 、あるいは図 1 5 のステ ップ S T 5 0 5 、ステ ップ S T

5 0 6 で、 H e N B の P C I の代わ りに G C I を用 いれ ばよい。マク ロセル

は、 H I I 通知 H e N B リス トを、 H e N B の G C I で管理すれ ばよい。 G

C I は、セル固有のアイデンテ ィテ ィなので、重複す ることは無い。 したが

つてマク ロセルは、 H e N B を特定す ることが可能 となる。

[01 39] ここでは、 どの U E を介 して H e N B に H I I を通知す るのかについて開

示す る。 H I I を通知すべ き U E の数 を限定す るために、 H I I を通知す る

U E を、マク ロセルのカバ レッジ内に存在す る U E とす る。

[01 40] 図 1 3 において、マク ロセル 1 3 2 2 は、 自マク ロセルのカバ レッジ 1 3



2 3 内に存在す る U E 1 3 0 1 〜 1 3 1 3 を介 して、 H e N B に H I I を通

知す る。マク ロセル 1 3 2 2 は、カバ レッジ 1 3 2 3 内に存在す る U E 3

0 1 〜 1 3 1 3 に、 H I I を通知す る旨の情報、あるいは H I I を通知す る

。 こうす ることで、マク ロセル 1 3 2 2 は、 これ らの U E 1 3 0 1 〜 1 3 1

3 を介 して、マク ロセル 1 3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3 内に配置 された H e

N B 1 3 1 4 〜 1 3 2 1 に、 H I I を通知す ることが可能 となる。マク ロセ

ル 1 3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3 内に存在す る U E と して、該マク ロセル 1

3 2 2 の傘下の リ巳、すなわち該マク ロセル 1 3 2 2 をサ一 ビングセル とす

る U E とすれ ばよい。 こうす ることで、マク ロセル 1 3 2 2 は、カバ レッジ

1 3 2 3 外 に存在す る U E に H I I を通知す る旨の情報、あるいは H I I を

通知す る必要がな くなる。

[01 4 1 ] 本実施の形態で開示 した方法 とす ることで、 H I I を通知すべ き H e N B

の数 を限定す ることができ、 H I I の通知に必要 となるシグナ リング負荷 を

削減す ることが可能 となる。また、 H I I を通知すべ き U E の数 を限定す る

ことができ、シグナ リング負荷の削減、上 り干渉の低減、および通信品質の

向上 を図ることが可能 となる。

[01 42] また、マク ロセル 1 3 2 2 がカバ レッジ 1 3 2 3 内の H e N B に対 して H

I I を通知できる。 したが って、マク ロセル 1 3 2 2 は、カバ レッジ 1 3 2

3 内の H e N B に対 して H I I で通知 した物理 リソースを、傘下の U E にス

ケジュ一 リング可能 となる。 これ によつて、該物理 リソースでの干渉 を回避

す ることが可能 となる。マク ロセル 1 3 2 2 は、傘下の U E に物理 リソース

を柔軟にスケジュ一 リング可能 となるので、スケジュ一 リング効率 を向上 さ

せ ることができ、セル と してのスルー プッ トを向上 させ ることができる。

[01 43] 上記の方法では、マク ロセルのカバ レッジ内に配置 された H e N B に対 し

て H I I を通知す ることを開示 した。また一方、マク ロセルのカバ レッジ内

に存在す る U E を介 して H I I を通知す ることについても開示 した。 しか し

、上記で記載 したマク ロセルのカバ レッジについて、 H e N B に対す るカバ

レツジを、 U E に対す るカバ レッジと同 じに してもよいが、異な らせてもよ



し、。一般的に、 U E が、マク ロセル をサ一 ビングセル とす るために必要な受

信電力、すなわちセルセ レクシ ョンの際のクライテ リアを満たすために必要

となる受信電力 （非特許文献 3 ) を得 られ る範囲を、該マク ロセルの力バ レ

ッジと称す る。 この受信電力を、 H e N B がカバ レッジ内であると判断す る

受信電力 （カバ レッジ判定閾値） と同 じに してもよい し、異な らせてもよい

[01 44] マク ロセル をサー ビングセル とす るために必要な受信電力を、カバ レッジ

判定閾値 と同 じに した場合、 U E が該マク ロセル をサー ビングセル とす るた

めに必要な受信電力の判断基準 と同 じ判断基準 を用 いることが可能 となるた

め、カバ レッジ判定閾値 を別途設 ける必要が無 くな り、制御 を簡易にす るこ

とが可能 となる。

[01 45] —方、マク ロセル をサー ビングセル とす るために必要な受信電力を、カバ

レツジ判定閾値 と異な らせた場合は、 H I I を通知すべ き H e N B と、該 H

I I を通知す る U E との関係 を柔軟に設定す ることが可能 となる。た とえば

、カバ レッジ判定閾値 を、 U E がマク ロセル をサ一 ビングセル とす るために

必要な受信電力よ りも小 さくしてお く。 こうす ることで、一般的な U E に対

す るカバ レッジよ りも広 い範囲に配置 され る H e N B に対 して H I I を通知

す ることが可能 となる。 U E に対す るカバ レッジよ りも少 しだ け広 い範囲に

配置 され る H e N B に対 して H I I を通知できるように してお くことで、該

マク ロセル をサ一 ビングセル とす る U E に対す る干渉 をさらに低減す ること

が可能 となる。

[01 46] 先 に、マク ロセルの傘下の U E と該マク ロセルのカバ レッジ外に配置 され

る H e N B との間の干渉は低 いことを述べたが、その中でも主たる干渉 とな

つている、マク ロセルか ら該マク ロセルのカバ レッジよ りも少 しだ け広 い範

囲の H e N B との干渉 を低減す ることが可能 となる。特に、該マク ロセルの

カバ レツジ端に存在す る該マク 口セルの傘下の U E との間の干渉 をさらに低

減す ることが可能 となる。 これ によ り、カバ レッジ端に存在す る U E のスケ

ジ ユ ー リング効率 をさらに向上 させ、通信速度 を向上 させ ることが可能 とな



る。 したが って、セル と してのスルー プッ トをさらに向上 させ ることが可能

となる。

[01 47] また、 U E が該マク ロセル をサー ビングセル とす るために必要な受信電力

と、 H e N B がカバ レッジ内であると判断す る受信電力 （すなわち、力バ レ

ッジ判定閾値） とを異な らせ る場合、その差分値 を表すオ フセ ッ トパ ラメ一

タを設 けてもよい。該オ フセ ッ トパ ラメ一 タは、予め静的に決め られていて

もよい し、マク ロセルか ら報知情報 と して報知 してもよい。 こうす ることで

、 U E に対す るカバ レッジに対 して連動 して設定す ることが可能 となる。ま

た、該オ フセ ッ トパ ラメ一 タは、 H e N B 毎に決めておいてもよい。また、

この場合は、 H e N B か らマク ロセルへ該オ フセ ッ トパ ラメー タを通知す る

ように しておいてもよい。 自 H e N B の P C I とともに通知す るようにすれ

ばよい。 こうす ることで、 H e N B 毎に設定す ることが可能 とな り、 H e N

B の出力電力に応 じて設定す るな ど、柔軟な運用が可能 となる。

[01 48] 実施の形態 1 変形例 1 .

実施の形態 1 では、 H I I を通知すべ き U E の数 を限定す るために、 H I

I を通知す る U E を、マク ロセルの傘下の U E に している。 し力、し、 どの U

巳が、 どの H e N B に対 して H I I を通知す るかを決めてはいない。 したが

つて、一つの H e N B に対 して、複数の U E か ら H I I が通知 され る場合 も

生 じて しま う。図 1 6 は、マク ロセルのカバ レッジ内に 1 つの H e N B のみ

が配置 され、マク ロセルのカバ レッジ内に複数の U E が存在 している場合の

概念図である。図 1 6 において、図 1 3 に対応す る部分については同一の参

照符 を付 して、説明を省略す る。

[01 49] マク ロセル 1 3 2 2 のカバ レッジ 1 3 2 3 内に、複数の U E 1 3 0 1 〜 1

3 3 が存在 し、一つの H e N B 3 4 が配置 され る。 このような場合、

マク ロセル 1 3 2 2 の傘下の複数の U E 1 3 0 1 〜 1 3 1 3 力、 一つの H e

N B 1 3 1 4 に H I I を通知す ることにな つて しま う。 これ は、マク ロセル

3 2 2 内のシグナ リング量の増大や干渉の増大 を招 いて しま う。

[01 50] このような問題 を解消す るために、本変形例 では、 どの U E が、 どの H e



N B に対 して H I I を通知す るかを決定す る方法 を開示す る。本変形例 では

、 H e N B か ら最大の受信電力を有す る U E を介 して、 H I I を通知す る方

法 を開示す る。

[01 5 1 ] 図 1 7 は、 H e N B か ら最大の受信電力を有す る U E を介 して H I I を通

知す る場合の移動体通信 システムのシーケンス例 を示す図である。図 1 7 に

おいて、図 1 4 に対応す る部分については同一のステ ップ番号 を付 して、処

理の詳細な説明を省略す る。図 1 7 では、マク ロセルが H e N B か ら最大の

受信電力を有す る U E を選択す る。また、サ一 ビングセルは、マク ロセルで

めると

[01 52] ステ ップ S T 1 7 0 1 で、 U E は、予めサ一 ビングセルか ら報知情報 を受

信す る。ステ ップ S T 1 7 0 3 で、 U E は、定期的あるいはサ一 ビングセル

か らの指示によ り、周辺電波環境のメジヤ メ ン トを行 う。また U E は、周辺

に存在す るセルの受信電力の測定、セルのセルアイデンテ ィテ ィ （P C I )

の取得 を行 い、セルの検出を行 う。 この際に、ある受信電力閾値以上のセル

を検出 してもよい。該セル検出用の受信電力閾値は、予め静的に決め られて

いるとよい。あるいは、サ一 ビングセル よ り報知 されてもよい。 U E は、報

知情報 を受信 して、該受信電力閾値 を取得す ることができる。サ一 ビングセ

ルの指示によ りメジャメン ト行 う場合は、ステ ップ S T 1 7 0 2 で、予めサ

— ビングセルは、メジャメン ト指示メッセー ジを U E に通知 してお くとよい

。該 メジャメン ト指示メッセー ジには、メジヤメン トの設定内容であるメジ

ヤメン トコンフィグ レー シ ョンが含まれていてもよい。

[01 53] ステ ップ S T 1 7 0 4 で、 U E は、検出 したセルの報知情報 を受信す る。

これ はメジヤメン トの際に行われてもよい。各セルか らの報知情報 を受信 し

た U E は、ステ ップ S T 1 7 0 5 で、該セルが H e N B か否かを判断す る。

この判断を可能 とす るために、各セルは、 自セルが H e N B か否かのインジ

ケ一 タ、あるいはセルの種類 を示す情報 を報知 してお くとよい。また、 H e

N B の P C I 力、 サ一 ビングセル と異なるように予め決定 されている場合は

、ステ ップ S T 1 7 0 3 で、セルの P C I を取得す ることによって、該セル



が H e N B か否かを判断す るように してもよい。

[01 54] ステ ップ S T 1 7 0 6 で、 U E は、サ一 ビングセルに対 して、メジャメン

卜で検出 した H e N B のセルアイデンテ ィテ ィ （P C I ) と関連付 けて、各

々の H e N B について測定 した受信電力情報 を通知す る。その際に、 U E は

、 自 U E のアイデンテ ィテ ィ （U E _ I D ) も通知す る。メジャメン ト結果

の報告は、定期的、あるいはサ一 ビングセルの指示による。またメジャメン

ト結果の報告は、ある閾値 よ り大 きいセル を検出 した場合な どと してもよい

し、 U E が任意のタイ ミングでサ一 ビングセルに通知 してもよい。

[01 55] 各 々の U E によるメジャメン 卜によって検出 した H e N B の受信電力測定

結果 と、該 H e N B の P C I とを受信 したサ一 ビングセルは、ステ ップ S T

1 7 0 7 で、 H e N B 毎 に該 H e N B の受信電力が最大 となる U E を選択す

る。

[01 56] ステ ップ S T 7 0 8 で、サ一 ビングセルは、該 U E の情報 を H I I 通知

H e N B リス トに追加す る。 H I I 通知 H e N B リス トは、実施の形態 1 で

開示 したように、 H I I を通知すべ き H e N B が記憶 されている リス トであ

る。実施の形態 1 で開示 した方法 を用 いて作成 しておけばよい。特に、 リス

トを用 いな くてもよ く、 H I I を通知すべ き H e N B と該選択 した U E とが

関連付 けられ るように しておけばよい。 U E 情報 と しては、 U E — I D とす

れ ばよい。既に H I I 通知 H e N B リス トに U E 情報があ り、既存の U E 情

報 と新たに選択 した U E 情報 とが異なる場合は、新たな U E 情報 に修正すれ

ばよい。また、既存の U E 情報がある H e N B で、新たな U E 情報が無 くな

つた場合は、該 U E 情報 を削除す るように してもよい。 これ らは、ステ ップ

S T 7 0 6 の通知 を受信 した場合に行 うようにすれ ばよい。あるいは定期

的に行 うように してもよい。

[01 57] サ一 ビングセルは、ステ ップ S T 7 0 8 の処理の終 了後、前述のステ ツ

プ S T 1 4 0 9 およびステ ップ S T 4 0 の各処理 を行 い、ステ ップ S T

7 0 9 に移行す る。ステ ップ S T 1 7 0 9 で、サ一 ビングセルは、 H I I

通知 H e N B リス トの H e N B に、該 リス トの U E を介 して H I I を通知す



る。

[01 58] 以上の処理 を行 うことで、サ一 ビングセルが、 H I I を通知すべ き H e N

B に、 どの U E を介 して H I I を通知す るかを認識す ることが可能 となる。

図 1 7 の場合、 H I I を通知すべ き H e N B に、該 H e N B か ら最大の受信

電力を有す る U E を介 して H I I を通知す ることが可能 となる。

[01 59] また図 1 6 の例 について述べ ると、マク ロセル 1 3 2 2 は、カバ レッジ 1

3 2 3 内に存在す る複数の U E の うち、 H e N B 1 3 1 4 か らの受信電力が

最 も高 い U E ( ここでは U E 1 3 0 3 とす る）を介 して、 H e N B 1 3 1 4

に H I I を通知す ることが可能 となる。

[01 60] 異 なる H e N B が同 じP C I を用 いることが可能な場合、 H e N B のセル

アイデンテ ィテ ィと して、 G C I を用 いれ ばよい。 H e N B は、 自 H e N B

の G C I を報知す る。 U E は、周辺セルのメジヤメン 卜の際に、該 H e N B

の報知情報 を受信 して該 H e N B の G C I を取得す る。 U E は、 H e N B の

セルアイデンテ ィテ ィと して、 G C I をサ一 ビングセルに通知すれ ばよい。

該サ一 ビングセルは、 H I I 通知 H e N B リス トの H e N B の G C I を参照

して、該 H e N B か らの受信電力が最 も高 い U E の U E _ I D を リス トに追

カロ、修正または削除す るようにすれ ばよい。 G C I は、セル固有のアイデン

テ ィテ ィなので、重複す ることは無い。 したが ってマク ロセルは、 H e N B

を特定す ることが可能 となる。

[01 6 1 ] 本変形例 で開示 した方法によ り、マク ロセルが H I I を通知すべ き各々の

H e N B に対 して、一つの U E を介 して H I I を通知す ることが可能 となる

。ただ し、マク ロセルのカバ レッジ内に配置 され る全ての H e N B に対 して

、 U E が選択 され るとは限 らない。該マク ロセルの傘下の U E か らのメジャ

メン ト結果の報告に含まれない H e N B が存在す る場合があ りうる。 しか し

この場合は、該マク ロセルの傘下の U E 内に、該 H e N B か らの送信波を受

信 している、あるいは、ある受信電力閾値以上受信 している U E は存在 しな

いことになる。 この ことは、該 H e N B か ら干渉 を受ける U E は存在 しない

ということになる。 したが って、該 H e N B に対 して U E が選択 されな くて



もよ く、該 H e N B に対 しては、 H I I を通知 しな くてもよい。

[01 62] また、図 1 7 のステ ップ S T 7 0 8 において H I I 通知 H e N B リス ト

に記憶す る H e N B を、ステ ップ S T 1 7 0 6 で U E か ら報告 された全ての

H e N B と してもよい。 これ によ り、該 H I I 通知 H e N B リス トにある H

e N B に対 して U E が選択 され ることになる。

[01 63] 本変形例 で開示 した方法によ り、 H I I を通知すべ き各々の H e N B に対

して、一つの U E を介 して H I I を通知す ることが可能 となる。 したが って

、マク ロセルは、 H I I を通知す る旨の情報、あるいは H I I を通知す る U

E を、該 U E に限定す ることが可能 となる。また、 H e N B へ H I I を通知

す る U E も、該 U E に限定す ることが可能 となるため、 U E の数の さらなる

限定を図ることができる。 したが って、シグナ リング負荷の削減、上 り干渉

の低減、および通信品質の向上 を図ることが可能 となる。

[01 64] マク ロセルのカバ レッジエ リア端に存在す る U E においては、メジャメン

卜の際に、サ一 ビングセルの H e N B に対す るカバ レッジ外に配置 されたセ

ル を検出す る場合がある。 この場合、該サー ビングセルが、実施の形態 1 で

開示 した H e N B に対す るカバ レッジ内に配置 され る H e N B の判断方法 を

用 いて、 U E か らの メ ジヤ メ ン ト結果の報告で通知 された H e N B の中か ら

、 H e N B に対す るカバ レッジ内に配置 され る H e N B のみ を限定すれ ばよ

し、。 これ によ り、 さらにシグナ リング負荷の削減、上 り干渉の低減、および

通信品質の向上 を図ることが可能 となる。

[01 65] 上記で開示 した方法では、一つの U E が、複数の H e N B に H I I を通知

す る場合が考 え られ る。例 えば、図 1 3 に示す U E 1 3 0 6 は、 H e N B 1

3 2 0 および H e N B 1 3 2 1 か らの受信電力が他の U E に比べて最 も高 く

なる。 したが って、 H e N B 1 3 2 0 および H e N B 1 3 2 1 に H I I を通

知す る U E と して、 U E 1 3 0 6 が選択 され る。 このように、複数の H e N

B に H I I を通知 しなけれ ばな らない U E は、消費電力が増大 して しま う。

この 問題 を解消す るために、一つの U E が、 H I I を通知す る H e N B を一

つに限定す るように してもよい。その方法の一例 を以下に開示す る。



[01 66] マク ロセルは、傘下の U E か らのメジャメン ト結果の報告で通知 された全

ての H e N B に対 して、最 も受信電力の高 い U E を選択す る。も し、複数の

H e N B が同 じU E を選択 した場合、該 U E による受信電力が最 も高 い H e

N B に対 して、該 U E を選択す る。複数の H e N B が同 じU E を選択 した場

合、受信電力が最 も高 くはない H e N B に対 しては、各々 2 番 目に受信電力

が高 い U E を選択す る。該 2 番 目に受信電力が高 い U E の うち、まだ選択 さ

れていない U E が ある場合は、該 U E を選択す る。も し、該 2 番 目に受信電

力が高 い U 巳が、既に他の H e N B に対 して選択 されている場合は、 3 番 目

に受信電力が高 い U E を選択す る。同様 に、も し n 番 目に受信電力が高 い U

E 力、 既に他の H e N B に対 して選択 されている場合は、 n + 1 番 目に受信

電力が高 い U E を選択す る。

[01 67] 以上の手順 を用 いて、一つの U E が、 H I I を通知す る H e N B を一つに

限定す るようにす る。例 えば上述の例 では、 H e N B 1 3 2 1 に対 しては U

E 3 0 6 が選択 され、 H e N B 1 3 2 0 に対 しては U E 3 0 5 が選択 さ

れ る。 ここで開示 した方法 とす ることで、特定の U E の消費電力の増大 を防

ぐことが可能 となる。

[01 68] 実施の形態 1 変形例 2 .

実施の形態 1 の変形例 1 では、マク ロセルが、 どの U E を介 して H I I を

通知す るか選択 し、該 U E を介 して H e N B に H I I を通知 している。本変

形例 では、 U 巳が、 どの H e N B に対 して H I I を通知す るかを選択す る方

法について開示す る。一例 と して、マク ロセルが、傘下の U E に干渉関連情

報、例 えば H I I を通知す る旨の情報 （以下 「通知情報」 という場合がある

) 、あるいは H I I を通知 し、該情報 を受信 した U 巳が、 どの H e N B に対

して H I I を通知す るかを判断す る。そ して、 H I I を通知す ると判断 した

H e N B に対 して、 U E が H I I を通知す る。

[01 69] マク ロセルは、 H I I を通知す る旨の通知情報、あるいは干渉関連情報で

ある H I I を傘下の U E に報知す る。あるいはマク ロセルは、個別信号 によ

り、 H I I を通知す る旨の通知情報、あるいは H I I を該傘下の U E に通知



す る。

[01 70] 該情報 を受信 した U E は、メジャメン ト結果を用 いて、 H e N B に対 して

H I I を通知す るか否か、 どの H e N B に H I I を通知す るかを決定す る。

実施の形態 1 の変形例 1 で開示 したように、 U E は、周辺セルのメジャメン

卜の際に、周辺に存在す るセルの受信電力の測定、セルのセルアイデンテ ィ

テ ィ （P C I ) の取得 を行 い、セルの検出を行 う。また U E は、検出 したセ

ルの報知情報 を受信 して、該セルが H e N B か否かを判断す る。

[01 7 1 ] したが って、 U E は、検出 したセルの受信電力測定値 を認識 していること

になる。そ こで、 U E が、該測定結果 と、 H I I を通知す るか否かの閾値 と

を比較 して、該受信電力測定結果が該閾値 よ りも大 きい H e N B の P C I を

記憶す る。 U E は、検出 したセルの うち、記憶 した H e N B に対 して H I I

を通知す る。 U E は、該 H e N B の P C I を、図 8 に示す プロ トコル処理部

8 0 1 、アプ リケー シ ョン部 8 0 2 あるいは制御部 8 1 0 に記憶すれ ばよい

。また、 リス トと して記憶 しておいてもよい。

[01 72] H I I を通知す るか否かの閾値は、 H I I を通知す る旨の通知情報、ある

いは干渉関連情報である H I I とともに、マク ロセルが傘下の U E に報知情

報 と して報知す る。あるいはマク ロセルは、個別信号 と して、傘下の U 巳に

通知す る。 これ によ り、 U E は、予め該報知情報 あるいは個別信号 を受信 し

て、該閾値 を取得 してお く。

[01 73] マク ロセルが報知す る場合、該閾値 を S I B あるいは S I B 4 に含めて

報知す るとよい。 S I B 1 は、送信 され るタイ ミングが決め られているので

、 H e N B が メジヤ メ ン トを行 う際に、少ない処理で早期に受信可能 となる

。 S I B 4 は、隣接セル情報が含まれ るため、それ と同 じブロックに含める

ことで、 U E が隣接セル関連の情報 を取得す る際に、 S I B 4 を取得すれ ば

よ くな り、制御が簡易になるとともに、制御の誤動作 を少な くす ることがで

さる。

[01 74] また、該閾値は、予め静的に決め られてもいてもよい。 この場合、マク ロ

セルは、該閾値 を報知す る必要は無 くなるため、制御が簡易になる。また、



該閾値 を複数個 と してもよい し、複数の H I I を通知す るか否かの閾値 を、

各々に番号のついた表 と しておき、該番号 を報知す るように してもよい。 こ

うす ることで、 U E 力、 U E による周辺セルのメジャメン ト結果を用 いて、

H e N B に対 して、 H I I を通知す るか否か、 どの H e N B に H I I を通知

す るかを決定す ることが可能 となる。

[01 75] 上記の方法では、 U E は、 H I I を通知す る H e N B のセルアイデンテ ィ

テ ィ （P C I ) を記憶す るように している。セルアイデンテ ィテ ィと しては

、G C I で もよい。また、マク ロセルか らの指示によってメジヤメン トを行

うような場合は、セルアイデンテ ィテ ィの代わ りに、メジャメン ト I D を記

憶す るように してもよい。メジャメン ト I D によ り、 H e N B のセルアイデ

ンテ ィテ ィが特定できる。

[01 76] 本変形例 で開示 した方法 とす ることで、 H I I を通知すべ き U E の数が限

定 され るとともに、 U E か らマク ロセルへ、 H I I 通知用の H e N B 受信電

力測定結果の報告 を通知す る必要が無 くなる。また、マク ロセルか らは、 ど

の H e N B に通知す るかの指示が不要になる。 したが って、 H e N B による

メジヤメン ト、あるいは該 メジャメン ト結果をマク ロセルに通知す る必要が

無 くなる。また、マク ロセルか らU E に対 しても、 どの H e N B に通知す る

かの情報 を通知す る必要が無 くなる。 したが って、シグナ リング負荷の削減

が可能 となる。

[01 77] 実施の形態 1 変形例 3 .

本変形例 では、 H I I を通知すべ き H e N B を限定す るための別の方法 を

開示す る。 H I I を通知す る H e N B を、マク ロセルか ら特定の受信電力範

囲内にある H e N B とす る。図 1 8 は、マク ロセルのカバ レッジ内に H e N

B が設置 され る場合の概念図である。図 1 8 において、図 1 3 に対応す る部

分については同一の参照符 を付 して、説明を省略す る。図 1 8 において、参

照符 1 8 0 1 — 1 , 1 8 0 1 - 2 で示す破線部分は、マク ロセル 1 3 2 2 か

ら、ある特定の受信電力の範囲を示す。参照符 1 8 0 1 _ 1 は、第 1 受信電

力範囲であ り、参照符 1 8 0 1 _ 2 は、第 2 受信電力範囲である。例 えば、



H I I を通知す る H e N B を、第 1 受信電力範囲 1 8 0 1 _ 1 と、第 2 受信

電力範囲 1 8 0 1 — 2 との間の範囲に配置 されている H e N B とす る。図 1

8 において、 H I I を通知す る H e N B は、 H e N B 1 3 1 4 、 H e N B

3 1 7 ぉょび H e N B 1 3 1 6 になる。 こうす ることで、 さらに H I I を通

知すべ き H e N B の数 を少な くす ることが可能 とな り、 H I I の通知に必要

となるシグナ リング負荷 を削減す ることが可能 となる。

[01 78] マク ロセルは、 どの H e N B 力《、第 1 受信電力範囲 1 8 0 1 _ 1 および第

2 受信電力範囲 1 8 0 _ 2 の範囲に配置 されているかを認識す る必要があ

る。特定の受信電力範囲内に配置 され る H e N B の判断方法は、実施の形態

で開示 した方法 を一部変更す ることで可能 となる。

[01 79] 図 1 9 は、特定の受信電力範囲内に配置 され る H e N B を判断す る場合の

移動体通信 システムの一部のシーケンス例 を示す図である。実施の形態 1 で

は、図 1 4 のステ ップ S T 4 0 6 において、マク ロセルが、 H e N 日か ら

報告 されたマク ロセル毎の受信電力とカバ レッジ判定閾値 とを比較 して、該

H e N B がカバ レッジ内に配置 されているか否かを判定 した。本変形例 では

、マク ロセルは、図 1 4 のステ ップ S T 4 0 6 の処理の代わ りに、図 1 9

のステ ップ S T 9 0 の処理 を行 う。

[01 80] 図 1 9 のステ ップ S T 9 0 では、二つの範囲判定閾値、具体的には第

1 範囲判定閾値 と第 2 範囲判定閾値 とを設 けて、マク ロセルが、 H e N B か

ら報告 されたマク ロセル毎の受信電力と該二つの範囲判定閾値 とを比較 して

、該 H e N B がカバ レッジ内に配置 されているか否かを判定すれ ばよい。該

二つの範囲判定閾値が、各々ある特定の受信電力範囲に対応す る。

[01 8 1 ] ステ ップ S T 1 9 0 1 で、マク ロセルの受信電力が第 1 範囲判定閾値以下

で、かつマク ロセルの受信電力が第 2 範囲判定閾値以上である場合は、各々

に対応す る二つの受信電力範囲内であると判断 して、ステ ップ S T 1 4 0 7

に移行 し、マク ロセルの受信電力が第 1 範囲判定閾値 よ り大 き く、かつマク

ロセルの受信電力が第 2 範囲判定閾値未満である場合は、ステ ップ S T 1 4

0 8 に移行す る。



[01 82] ス テ ップ S T 4 0 7 で、マク ロセル は、該 H e Ν Β を、 H I I 通知 H e

N B リス 卜に追加す る。ステ ップ S T 4 0 8 で、マク ロセル は、該 H e N

B を、 H I I 通知 H e N B リス 卜か ら削除す る。 H I I 通知 H e N B リス ト

に既 に該 H e N B が含 まれ ていない場合 は、何 もせず に次のステ ップに移行

す る。

[01 83] 以上の処理 を行 うことで、 さらに H I I を通知すべ き H e N B の数 を少な

くす る ことが可能 とな り、 H I I の通知 に必要 となるシグナ リング負荷 を削

減す る ことが可能 となる。

[01 84] マ ク ロセルか らの受信電力によって物理 リソース を使 い分 けているよ うな

場合、例 えば F R R (Frequency Resource Reuse) の よ うな場合 に、 H I I

で通知す る物理 リソース を使用 している特定の H e N B にのみ 、 H I I を通

知す る ことができる。

[01 85] 図 1 9 では、ある特定の一つの受信電力範囲内について示 したが、受信電

力範囲は一つに限 らず複数個 であって もよい。 これ によ り、 H I I を通知す

べ き H e N B を柔軟 に選択す る ことが可能 となる。

[01 86] この方法 は、実施の形態 1 で開示 した H e N B が カバ レッジ内か否か を判

断す る方法 にも適用す る ことが可能である。 H e N B が判断す る場合 は、マ

ク ロセルが範囲判定閾値 を必要な数だ け報知 しておけばよい。 これ によつて

、実施の形態 1 と同様の効果 を得 る ことが可能である。

[01 87] この方法 は、実施の形態 1 の変形例 1 で開示 した方法 と同様 に、 U E の メ

ジヤメン ト結果の報告 を用 いて、サ一 ビングセルがカバ レッジ内か否か を判

断す る方法 にも適用す る ことが可能である。マク ロセルか ら特定の受信電力

範囲内に存在す る U E を介 して、 H e N B に H I I を通知す るよ うにできる

。また、同様 に、実施の形態 1 の変形例 2 で開示 した方法 にも適用す る こと

が可能である。

[01 88] また、実施の形態 1 で開示 した U E に対す るカバ レッジと H e N B に対す

るカバ レッジと同様 に、 H I I を通知すべ き H e N B に対す る受信電力範囲

と、 H I I を通知す る U E に対す る受信電力範囲 とを同 じに して もよい し、



異 な らせ て も よ い 。 た と え ば 、 H I I を 通 知 す べ き H e N B に 対 す る 受 信 電

力 範 囲 を 、 H I I を 通 知 す る U E に 対 す る 受 信 電 力 範 囲 よ りも大 き く した 場

合 、 さ らに H I I を 通 知 す る U E の 数 を 限 定 す る こ とが 可 能 とな る 。 一 方 、

H I I を 通 知 す る U E に 対 す る 受 信 電 力 範 囲 を 、 H I I を 通 知 す べ き H e N

B に 対 す る 受 信 電 力 範 囲 よ りも大 き く した 場 合 、 該 範 囲 内 に存 在 す る U 巳の

数 は 多 くな る た め 、 確 実 に H I I を 通 知 す べ き H e N B に 対 して H I I を 通

知 す る こ とが で き る よ うに な る 。 これ らに よ り、 マ ク ロセ ル と H e N B との

配 置 に 応 じた 干 渉 を 回 避 す る こ とが 可 能 とな る 。

[01 89] 実 施 の 形 態 1 変 形 例 4 .

実 施 の 形 態 1 で は 、 H I I を 通 知 す る H e N B を 、 マ ク ロセ ル か ら、 あ る

受 信 電 力 範 囲 内 に あ る H e N B と して い る が 、 本 変 形 例 で は 、 H I I を 通 知

す る H e N B を 、 マ ク ロセ ル か ら特 定 の 距 離 、 あ る い は パ ス ロス （Path Loss

) の 範 囲 内 に あ る H e N B とす る 。

[01 90] マ ク ロセ ル か ら特 定 の パ ス ロス の 範 囲 内 に 配 置 され る H e N B の 判 断 方 法

は 、 実 施 の 形 態 1 か ら実 施 の 形 態 1 の 変 形 例 3 に 開 示 した 受 信 電 力 の 代 わ り

に 、 パ ス ロス を用 い る こ とで 可 能 とな る 。例 え ば 、 実 施 の 形 態 1 に 適 用 す る

場 合 、 図 1 4 の ス テ ッ プ S T 1 4 0 1 で 、 H e N B が パ ス ロス を導 出 す る よ

うに す れ ば よ い 。 パ ス ロス の 導 出 は 、 周 辺 セ ル の 受 信 電 力 測 定 結 果 と該 周 辺

セ ル か ら報 知 され た セ ル の 送 信 電 力 値 と を用 い て 行 え ば よ い 。 図 1 4 の ス テ

ッ プ S T 1 4 0 4 、 ス テ ッ プ S T 1 4 0 5 、 お よ び ス テ ツ プ S T 1 4 0 6 で

、 マ ク ロセ ル 毎 の 受 信 電 力 の 代 わ りに パ ス ロス を用 いれ ば よ い 。 ま た 、 ス テ

ッ プ S T 1 4 0 6 に お い て 、 カ バ レ ッ ジ判 定 閾 値 と して 、 パ ス ロス の 閾 値 と

す れ ば よ く、 ま た 、 不 等 号 の 向 き を逆 に す れ ば よ い 。 パ ス ロス の 逆 数 が 、 マ

ク ロセ ル か らの 距 離 に 相 当す る の で 、 該 パ ス ロス の 逆 数 の 大 小 関 係 が 、 受 信

電 力 の 大 小 関 係 と 同 じに な る た め で あ る 。

[01 9 1 ] 以 上 の よ うに構 成 す る こ とで 、 H I I を 通 知 す べ き H e N B の 数 を少 な く

す る こ とが 可 能 とな り、 H I I の 通 知 に 必 要 とな る シ グ ナ リン グ 負 荷 を 削 減

す る こ とが 可 能 とな る 。 ま た 、 上 り リン ク の 状 況 に 応 じて 、 H I I を 通 知 す



る H e N B を限定す ることが可能 となるため、上 りリンクの干渉回避に適 し

た方法 となる。 この 方法は、実施の形態 1 か ら実施の形態 1 の変形例 3 に開

示 した方法に適用す ることが可能である。いずれ も受信電力の代わ りに、パ

ス ロスを用 いて上述のようにすれ ばよ く、実施の形態 1 か ら実施の形態 1 の

変形例 3 と同様の効果を得 ることが可能である。

[01 92] 上記では、パス ロスを用 いる方法について開示 したが、パス ロスではな く

距離 を用 いてもよい。実施の形態 1 に開示 したマク ロセルが、カバ レッジ内

か否かを判断す る方法に適用す る場合、図 1 4 に示すステ ップ S T 1 4 0 1

で、 H e N B が 自 H e N B の位置 をG P S な どを用 いて測定 し、ステ ップ S

T 4 0 4 、ステ ップ 1 4 0 5 で、該位置情報 をマク ロセルに通知す るよう

にすれ ばよい。マク ロセルは、 自セルの位置 をG P S な どを用 いて測定 し、

該 自セルの位置情報 と H e N B か ら通知 された位置情報 とを用 いて、該 自セ

ル と該 H e N B との距離 を導出すれ ばよい。ステ ップ S T 4 0 6 で導出 し

た距離 をもとに、カバ レッジ内か否かの判定を行 えばよい。カバ レッジ判定

閾値 も距離で表 しておけばよい。

[01 93] 同様 に、 H e N B がカバ レッジ内か否かを判断す る方法にも適用す ること

が可能である。 この場合、図 1 5 のステ ップ S T 1 4 0 2 で、マク ロセルは

、 自セルの位置情報 を報知 してお くようにすれ ばよい。同様 に、実施の形態

変形例 1 で開示 した U E の メジヤ メ ン トを利用 した方法の場合、 U 巳が、

自 U E の位置 をG P S な どを用 いて測定 し、該位置情報 をマク ロセルに通知

す るようにすれ ばよい。ある特定の距離範囲に存在す る U E を介 して、 H e

N B に H I I を通知す るように しておけばよい。実施の形態 1 の変形例 2 も

同様であ り、 これ らの方法 とす ることで、実施の形態 1 の変形例 2 と同様の

効果を得 ることが可能である。

[01 94] また、実施の形態 1 で開示 した U E に対す るカバ レッジと H e N B に対す

るカバ レッジと同様 に、 H I I を通知すべ き H e N B に対す るパス ロス範囲

あるいは距離範囲 と、 H I I を通知す る U E に対す るパス ロス範囲あるいは

距離範囲 とを同 じに してもよい し、異な らせてもよい。 この場合でも、実施



の形態 1 と同様の効果を得ることができる。

[01 95] 実施の形態 1 変形例 5 .

実施の形態 1 では、 H I I を通知する H e N B を、マクロセルか ら、ある

受信電力範囲内にある H e N B としているが、本変形例では、 H I I を通知

する H e N B を、マクロセルか ら特定の方向範囲内にある H e N B とする。

[01 96] マクロセルか ら特定の方向範囲内に配置 される H e N B の判断方法は、実

施の形態 1 の変形例 4 に開示 した位置情報を用いることで可能 となる。 H e

N B の位置情報 とマクロセルの位置情報 とか ら、該 H e N B 力、 該マクロセ

ルか らどの方向に配置 されているかを導出することができる。 したがって、

位置情報か ら導出 した、マクロセルか らの方向の情報をもとに、 1~1 6 カ《

、ある特定の方向範囲にあるか否かを判断するように しておけばよい。

[01 97] また、 U E の位置情報 とマクロセルの位置情報 とか ら、該 U E 力、 該マク

ロセルか らどの方向に配置 されているかを導出することができる。 したがつ

て、位置情報か ら導出 したマクロセルか らの方向の情報をもとに、ある特定

の方向範囲にある U E を介 して、 H e N B に H I I を通知するように してお

けばよい。

[01 98] マクロセルか ら特定の方向範囲内を判断する別の方法 として、 A o A (Ang

l e of Arr i v a l ) 情報を用いてもよい。 A o A は、マクロセルが受信する受信

波の到来方向を、ある方向を基準 とする角度で導出 したものである。マクロ

セルは、傘下の U E か らの送信波を受信することで、各々の U E の存在する

方向を認識可能である。 したがって、該 U E の A o A 情報方法をもとに、マ

クロセルが、ある特定の方向範囲に存在する U E を認識 して、該 U E を介 し

て H e N B に H I I を通知するように しておけばよい。こうすることで、 H

I I を通知すべき H e N B を、ある方向範囲の H e N B に特定することが可

能 となる。特定の方向範囲にある H e N B に対 して、 H I I で通知 した物理

リソースの干渉を低減 させることができるので、その方向範囲に存在する U

E に対 して、 H I I で通知 した物理 リソースをスケジュー リング可能 となる

。これによつて、方向ごとに物理 リソースを使い分けている場合に有効 とな



る。

[01 99] また、実施の形態 1 で開示 した U E に対するカバ レッジとH e N B に対す

るカバ レッジと同様に、 H I I を通知すべき H e N B に対する方向範囲と、

H I I を通知する U E に対する方向範囲とを同じにしてもよいし、異ならせ

てもよい。この場合でも、実施の形態 1 と同様の効果を得ることができる。

[0200] 実施の形態 1 変形例 6 .

実施の形態 1 の変形例 1 では、マクロセルが、傘下の U E からのメジヤメ

ン ト結果の報告で通知された全ての H e N B に対 して、最も受信電力の高い

U E を選択 して、該 U E を介 して H I I を通知する方法を開示 した。本変形

例では、 H e N B から、ある特定の受信電力範囲内に存在する U E を介 して

H I I を通知する方法を開示する。

[0201 ] 図 2 0 は、マクロセルのカバ レッジ内に H e N B が設置される場合の概念

図である。図 2 0 において、図 1 3 に対応する部分については同一の参照符

を付 して、説明を省略する。図 2 0 において、参照符 2 0 0 1 _ 1 〜 2 0 0

_ 8 で示す破線部分は、各々 H e N B 1 3 1 4 〜 1 3 2 1 から、ある特定

の受信電力の範囲を示す。

[0202] 例えば、 H I I を通知する H e N B を、マクロセルのカバ レッジ内の H e

N B とし、該 H e N B に、各々の H e N B から、ある特定の受信電力の範囲

に存在する U E を介 して、 H I I を通知するようにする。図 2 0 において、

H e N B 1 3 1 4 には U E 1 3 1 1 を介 して、 H e N B 1 3 1 5 には U E 1

3 0 1 とU E 1 3 1 0 とを介 して、 H e N B 1 3 1 6 には U E 1 3 1 2 を介

して、 H e N B 1 3 1 8 には U E 1 3 1 3 を介 して、 H e N B 1 3 2 1 には

U E 3 0 6 を介 して、それぞれ H I I を通知する。 H e N B から、ある特

定の受信電力の範囲に存在する U E が無い場合は、 H I I を通知 しないよう

にする。 H e N B 1 3 1 7 、 H e N B 1 3 1 9 、および H e N B 3 2 0 に

は、 H I I を通知 しない。

[0203] マクロセルは、どの U E が、 H e N B からある特定の受信電力範囲内に存

在するかを認識する必要がある。この方法は、実施の形態 1 の変形例 1 で開



示 した方法を一部変更することで可能 となる。

[0204] 図 2 1 は、 H e N B か らある特定の受信電力範囲内に存在する U E を介 し

て H I I を通知する場合の移動体通信システムの一部のシーケンス例 を示す

図である。実施の形態 1 の変形例 1 では、図 1 7 のステップS T 7 0 7 に

おいて、マクロセルが、 U E か ら報告 された H e N B 毎の受信電力をもとに

、 H e N B 毎に該 H e N B の受信電力が最大 となる U E を選択するように し

ている。そ して、ステップS T 7 0 8 で、該 H e N B と該選択 した U E と

を関連付けて、 H I I 通知 H e N B リス トに記憶 している。本変形例では、

図 1 7 のステップS T 7 0 7 の代わ りに、図 2 のステップS T 2 0

の処理を行 う。

[0205] 図 2 1 のステップS T 2 1 0 1 では、マクロセルは、 H e N B か らある特

定の受信電力範囲内であるか否かを判断するための H e N B 範囲閾値を設け

ておき、 H e N B 毎に、該 H e N B の受信電力が該閾値以上の U E を選択す

る。

[0206] 次にステップS T 1 7 0 8 で、マクロセルは、該 H e N B と選択 した U E

を関連付けて、 H I I 通知 H e N B リス トに記憶する。選択 される U E は、

複数であってもよい。この場合、該 H e N B に関連付けられて リス トに記憶

される U E も複数 とすればよい。以上の処理を行 うことで、 H e N B か らの

受信電力がある特定の範囲内に存在する U E を介 して、該 H e N B に H I I

を通知 させることが可能 となる。 したがって、該特定の範囲外に存在する U

E を除外することが可能 となるため、シグナ リング負荷の削減、上 り干渉の

低減、および通信品質の向上を図ることが可能 となる。

[0207] 上記 H e N B 範囲閾値は、マクロセルが設定することに しているが、各々

の H e N B が個別に設定 してもよい。この場合、各 H e N B は、 S 1 インタ

フェースを用いて、該 H e N B 範囲閾値を周辺のマクロセルに通知 しておけ

ばよい。ステップS T 2 1 0 1 で、マクロセルは、該 H e N B か ら通知 され

た個別の H e N B 範囲閾値を用いて、判断するようにすればよい。こうする

ことで、 H e N B 毎の状況、例 えば該 H e N B の出力電力などに応 じて、あ



る特 定の 受信 電 力内に存在 す る U E を選 択す る ことが可能 とな る。将 来 、 多

種 の H e N B が配置 され るよ うな場合 に適用す る ことで、 これ らの H e N B

の柔軟 な配置 が可能 とな る。

[0208] 上 記 で は、マ ク ロセル が 、 H e N B か らある特 定の 受信 電 力範 囲 内に存在

す る U E を選 択す るよ うに して いるが 、別 の方法 と して、 U E が 、 H e N B

か らある特 定の 受信 電 力範 囲 内に存在 す るか ど うか を判 断す るよ うに して も

よい。 この方法 は、実施 の形態 1 の変形例 1 に開示 した方法 を一部 変更す る

ことで可能 とな る。 U E が 、判 断 で きるよ うにす るため に、実施 の形態 1 に

開示 した 、 H e N B が マ ク ロセル の カバ レッジ内か否 か を判 断す る方法 を、

U E に適用すれ ば よい。

[0209] 例 えば、 U E 力、 図 1 7 のス テ ップ S T 1 7 0 5 の処 理後 に、図 1 5 のス

テ ツプ S T 1 5 0 2 〜ス テ ップ S T 5 0 4 の処 理 を行 うよ うにす る。 この

際 、ス テ ップ S T 1 5 0 2 に お いて、マ ク ロセル の 受信 電 力の代わ りに H e

N B の 受信 電 力 を用 いて、 カバ レッジ判 定閾値 の代わ りに上述 した H e N B

範 囲閾値 を用 いて判 断 を行 うよ うにす る。その結 果 を も とに、 U E は、マ ク

ロセル で あるサ一 ビングセル に対 して、図 1 7 のス テ ップ S T 1 7 0 6 で 、

該 H e N B 範 囲閾値 内の各 々の H e N B ゃ 自 U E の U E _ I D を通知すれ ば

よい。マ ク ロセル で あるサ一 ビングセル は、該通知 され た情報 を受信 した後

、ス テ ップ S T 1 7 0 7 の処 理 を行わず 、ス テ ップ S T 1 7 0 8 に移 行 し、

ス テ ップ S T 1 7 0 6 で 、通知 され た各 H e N B 情報 とそれ に対応す る U E

情報 とを も とに、 H I I 通 知 H e N B リス トの U E 情報 を追加 、修 正 また は

削除す る。

[021 0] 該 H e N B 範 囲閾値 は、予め静 的 に決 め られ て いて もよい し、各 々の H e

N B が設 定 し、各 々 H e N B が報 知す るよ うに して もよい。 U E は、周 辺セ

ル の メジャメ ン トに よ り検 出 した H e N B の報 知情報 を受信 す る ことで、該

H e N B 範 囲閾値 を取得す る ことが可能 とな り、 これ を用 いて U E 力、 該 H

e N B か らある特 定の範 囲 に存在 す るか否 か を判 断す る ことが可能 とな る。

[021 ] 実施 の形態 1 の変形例 1 に開示 した 、 H e N B か らの 受信 電 力が最 大 とな



る U E を選択す る方法 と、本変形例 に開示 した方法 とを組合せ て もよい。 H

e N B か ら、 ある特定の受信 電 力範囲 内で あ り、かつ、 H e N B か らの受信

電 力が最大 とな る U E を選択す る ことで、 さ らに H I I を通知す る U E を限

定す る ことが可能 とな る。 これ によ つて、 さ らにシグナ リング負荷の削減 、

上 り干渉の低減 、および通信 品質の 向上 を図 る ことが可能 とな る。

[021 2 ] 実施 の形態 1 変形例 7 .

本変形例 では、マク ロセルが、 どの U E を介 して通知す るか につ いて、別

の方法 を開示す る。マク ロセル は、接続状態 、具体 的には R R C — C o n n

e c t e d 状態の U E を介 して、 H e N B に対 して H I I を通知す る。

[021 3] マ ク ロセル は、傘下の U E の うち R R C — C o n n e c t e d 状態の U E

に対 して、 H I I を通知す る旨あるいは H I I を通知 し、該情報 を受信 した

R R C — C o n n e c t e d 状態の U E は、 H e N B に対 して H I I を通知

す る。 これ によ り、マク ロセルか ら H I I を通知す る旨あるいは H I I を通

知す る U E の数が限定 され る。また、 H e N B へ H I I を通知す る U E の数

を限定す る ことが可能 とな る。

[021 4 ] マク ロセルか ら R R C — C o n n e c t e d 状態の U 巳へ 、 H I I を通知

す る旨あるいは H I I を通知す る方法 と して、 R R C シグナ リングを用 いて

もよい し、 M A C シグナ リングを用 いて もよい。 R R C — c o n n e c t e

d 状態の U E は、既 に R R C 接続 が設立 され て いるので、該情報 を通知す る

ため に新た に R R C 接続 の設立 を行 う必要が無 い。 このため、複雑 な処理 を

す る必要が無 く、小 さい制御遅延で通知す る ことが可能 とな る。

[021 5] M A C シグナ リングを用 いる場合 、新た に該通知用の M A C 制御要素 （C O

ntro l e l ement) を設 けて通知 して もよい し、 M A C S D U (Serv i c e Data

Un i t ) を用 いて通知 して もよい し、現在 の規格 でオ プシ ョンとな って いるパ

デ ィング ビッ トを用 いて通知す るよ うに して もよい。

[021 6] M A C シグナ リングを用 いる場合 は、 さ らに制御 を容易 にで きる。干渉 を

回避 させ る物理 リソースな どの H I I の 内容 は、マク ロセルのスケ ジュー ラ

が管理す る。スケ ジュー ラは、図 9 の プ ロ トコル制御部 9 0 3 あるいは制御



部 9 1 1 に設 け られ る。 また 、該 ス ケ ジ ュー ラは、 M A C シ グナ リングの処

理 を行 う。 した が って H I I を通 知 す る 旨な らび に H I I の 通 知 内容 設 定 お

よび該 通 知 を、 ともにマ ク ロセル の ス ケ ジ ュー ラが処 理 す る ことにな る。 し

た が って 、 マ ク ロセル に お ける制御 を容 易 にす る ことが可 能 とな る。

[021 7] 実 施 の 形態 1 変 形例 8 .

本 変 形例 で は、 マ ク ロセル が 、 どの U E を介 して通 知 す るか につ いて 、別

の方 法 を開示す る。 マ ク ロセル は、待 ち受 け状 態 、具体 的 に は R R C — I d

I e 状 態 の U E を介 して 、 H e N B に対 して H I I を通 知 す る。

[021 8 ] マ ク ロセル は、傘 下 の U E の うち R R C — I d I e 状 態 の U E に対 して 、

H I I を通 知 す る 旨 あ る いは H I I を通 知 し、該情 報 を受信 した R R C — I

d I e 状 態 の U E は 、 H e N B に対 して H I I を通 知 す る。 これ に よ り、 マ

ク ロセル か ら H I I を通 知 す る 旨 あ る いは H I I を通 知 す る U E の 数 が 限 定

され る。 また 、 H e N B へ H I I を通 知 す る U E の 数 を限 定す る ことが可 能

とな る。 マ ク ロセル か ら R R C — I d I e 状 態 の U E へ 、 H I I を通 知 す る

旨 あ る いは H I I を通 知 す る方 法 と して は、 マ ク ロセル が 、傘 下 の U E に報

知 すれ ば よ い。該 マ ク ロセル の傘 下 の R R C — I d I e 状 態 の U E は 、該 マ

ク ロセル か らの報 知情 報 を受信 可 能 で あ る。 マ ク ロセル が報 知 す る際 、 S I

B あ る いは S I B 4 あ る いは新 た な シス テム イ ン フォ メー シ ョン ブ ロ ック

( S I B ) を設 け る とよ い。

[021 9] S I B 1 は 、 予 め報 知 され る タイ ミングが決 め られ て い るの で 、 U E は早

期 に受信 可 能 とな る。 S I B 4 に は 、隣接 セル の情 報 が含 まれ る。例 えば、

マ ク ロセル が H I I を通 知 す る H e N B を決 定す る場 合 な ど、 H I I を通 知

す る 旨 あ る いは H I I 内容 と、 これ らを通 知 す る H e N B の情 報 とを、 この

S I B 内 に含 め て通 知 す る ことで 、 U E の 受信 動 作 を簡 略化 で き る。新 た な

S I B を設 ける ことで 、 同 じよ うに、 H I I を通 知 す る 旨 あ る いは H I I 内

容 と、 これ らを通 知 す る H e N B の情 報 とを、新 た な S I B 内 に含 め て通 知

す る。 U E は 、 この S I B のみ か ら判 断可 能 とな るの で 、 U E の 受信 動 作 を

簡 略化 で き る と ともに、制御 誤 動 作 を少 な くす る ことが可 能 とな る。



[0220] また、 R R C — I d I e 状態の U E を介す る ことで、 H e N B に対 して H

I I を通知す る際 に、 U E の状態の変更 を行 うことな く、 P R A C H を用 い

て通知す る ことが可能 となる。 このため U E は、複雑 な処理 をす る必要が無

く、小 さい制御遅延で通知す る ことが可能 となる。

[0221 ] 報 知情報の修正は、ある期間毎 に行われ る。 U E は、報知情報が修正 され

た 旨の情報が通知 された場合、次の期間まで待 ってか ら報知情報 を受信 しな

けれ ばな らない。 この待 ち時間 を削減す るために、マク ロセル は、報知情報

ではな く、ペー ジングを用 いて通知す るよ うに して もよい。 P C H あるいは

P C C H に、 H I I を通知す る旨あるいは H I I を含めて通知す るよ うにす

れ ばよい。

[0222] ペー ジングを用 いて傘下の U E に通知す る場合、 H I I を通知すべ き U E

に限定 して通知す る ことが可能 となる。通常、ペー ジングは、M M E か ら発

信 され る。M M E 力、 どのマク ロセル 内で、 どの H e N B に H I I を通知す

るか、 どの U E を介 して通知す るか を判断できる場合 は、M M E か らペー ジ

ングを該マク ロセル に送信 し、該マク ロセルが U E に通知す るよ うにすれ ば

よい。M M E が、 どのマク ロセル 内で通知が必要か、または、 どの H e N B

に H I I を通知す るか、または、 どの U E を介 して通知す るか を判断できな

い場合 は、M M E が管理す るマク ロセル に該ペー ジングを通知 し、該ペー ジ

ングを受信 したマク ロセル毎 に、 自セルが通知すべ きか否か を判断す るよ う

にすれ ばよい。

[0223] また、マク ロセルが H I I 用 のペー ジングを発信す るよ うに して もよい。

ペー ジングの送信 タイ ミングは、該マク ロセルが認識 している。また、該マ

ク ロセルのカバ レッジ内のみへの通知でよいため、通常の よ うにM E 巳か ら

発信す る必要 は無 い。該マク ロセルが、 H I I 用 のペー ジングを発信す る こ

とは可能 となる。 これ によ り、M M E か らマク ロセルへの シグナ リング量 を

削減す る ことが可能 となる。

[0224] 報 知情報の修正の待 ち時間 を削減す るため、マク ロセル は、ペー ジングを

用 いて、 H I I を通知す る旨の情報 あるいは H I I が報知情報 で送信が行わ



れ て いる旨を示す情報 を、 U E に通知 して もよい。該情報 を受信 した U E は

、報知情報 の修 正の待 ち時間 を待 つ ことな く、該情報 を受信す るよ うにすれ

ばよい。

[0225] この 方法 は、 3 G P P において規格化 され て いる E TWS (EarthQuake an

d Tsunami Warn i ng S i stem) と同様 にす る ことで実現可能 で ある。上述 した

、マク ロセルか ら報知す る方法 、ペー ジングを用 いる方法 、 E TWS と同様

の方法 を用 いる方法 は、 R R C — I d I e 状 態 の U E だ けでな く、 R R C —

C o n n e c t e d 状態 の U E に も適用可能 で ある。マク ロセルか ら R R C

_ I d I e 状 態 の U E へ 、 H I I を通知す る旨あるいは H I I を通知す るた

めの別の方法 と して、マク ロセルが、ペー ジングを用 いて U E に R R C 接続

を設立 させ て、 〇接続設立後 に 〇 メ ッセー ジあるいはM A C メ ッセ

— ジを用 いて通知す るよ うに して もよい。一旦 R R C 接続 を設立す る ことに

な るため、 R R C 接続後の処理 を、 R R C — C o n n e c e d 状態 の U E へ

の通知方法 と同 じとす る ことが可能 とな る。また、 R R C 接続設立後 に通知

す るのではな く、 U E がペー ジング受信後 に、マク ロセル に送信す る R R C

接続要求 メ ッセー ジを用 いて通知す るよ うに して もよい。該 R R C 接続要求

メ ッセー ジに、 H I I を通知す る旨あるいは H I I 情 報 を含め るよ うにす る

。 これ によ り、 R R C 接続設立後 に通知す るよ りも早期 に通知可能 とな るた

め、制御遅延 を低減す る ことが可能 とな る。

[0226] 実施 の形態 1 か ら実施 の形態 1 の変形例 8 に開示 した方法 を、適宜組合せ

て用 いて もよい。状況 に応 じて、 H I I を通知すべ き H e N B を限定す る こ

とが可能 とな る とともに、 H e N B に H I I を通知す る U E を限定す る こと

も可能 とな る。将来、多数の H e N B が配置 され るよ うな場合 、 あるいは一

般ュ一ザ によ って配置 され るよ うな場合 に も、マク ロセル と H e N B との間

の干渉 を低減す る ことが可能 とな るため、高速 、大容量の通信 を提供す る こ

とが可能 とな る。

[0227] 実施 の形態 2 .

前 述 の よ うに、非特許文献 9 には、 U E か ら H e N B へ通知す るチ ャネル



と して、 P R A C H 、 U L _ S C H を用 いる ことが提 案 され て いるが 、その

他 の記載 は無 く、マ ク ロセル が H e N B に H I I を通知す るための メカニズ

ム は不 明で ある。例 えば、通 常 、マ ク ロセル の傘 下の U E は、 H e N B の R

A C H コンフ ィギ ュ レー シ ョンを知 らな い。 したが って、マ ク ロセル の傘 下

の U E 力、 H e N B に P R A C H を送信 す る ことは不可能 で ある。

[0228] これ らの 問題 点 を解 消す るため に、本実施 の形態 で は、マ ク ロセル が 、 U

E を介 して H e N B に H I I を通知す るための具体 的な メカニズム を開示す

る。本実施 の形態 で は、マ ク ロセル が 、 U E を介 して H e N B に H I I を通

知す るための具体 的な メカニズム と して、 U E 力、 H e N B の R A C H 設 定

( コ ンフ ィギ ュ レー シ ョン） を用 いて、 H e N B に H I I を通知す る方法 に

つ いて開示す る。

[0229] 図 2 2 は、 U E 力、 H e N B の R A C H 設 定 を用 いて、 H e N B に H I I

を通知す る場合 の概 念 図で ある。図 2 2 に お いて、参 照符 2 2 0 1 , 2 2 0

7 , 2 2 1 3 は U E を示 し、参 照符 2 2 0 4 は e N B (マ ク ロセル ） を示 し

、参 照符 2 2 0 9 は H e N B を示す 。 U E 2 2 0 1 , 2 2 0 7 , 2 2 1 3 は

、前 述 の 図 7 の U E 7 に相 当 し、 H e N B 2 2 0 9 は、小規模 基地局装置

で ある図 7 の H o m e _ e N B 7 2 _ 2 に相 当 し、マ ク ロセル 2 2 0 4 は、

大規模 基地局装置 で ある図 7 の e N B 7 2 - に相 当す る。

U E 2 2 0 1 , 2 2 0 7 は、マ ク ロセル 2 2 0 4 の傘 下の U E で ある。 U

E 2 2 1 3 は、 H e N B 2 2 0 9 の傘 下の U E で ある。 また 図 2 2 に お いて

、参 照符 2 2 0 3 , 2 2 0 5 は、マ ク ロセル 2 2 0 4 か ら U E 2 2 0 1 , 2

2 0 7 へ の下 りリンク を示 し、参 照符 2 2 0 2 , 2 2 0 6 は U E 2 2 0 1 ,

2 2 0 7 か らマ ク ロセル 2 2 0 4 へ の上 りリンク を示 し、参 照符 2 2 1 1 は

、 H e N B 2 2 0 9 か ら U E 2 2 1 3 へ の下 りリンク を示 し、参 照符 2 2

2 は、 U E 2 2 1 3 か ら H e N B 2 2 0 9 へ の上 りリンク を示す 。 また 図 2

2 に お いて、参 照符 2 2 1 0 は、マ ク ロセル 2 2 0 4 と H e N B 2 2 0 9 と

の間の イ ンタ フ ェー ス を示 し、参 照符 2 2 0 8 は、 U E 2 2 0 7 か ら H e N

B 2 2 0 9 に送信 され る P R A C H を示す 。



[0231 ] マ ク ロセ ル 2 2 0 4 は 、 H e N B 2 2 0 9 に 対 して H I I を通 知 した い場

合 、 自マ ク ロセ ル 2 2 0 4 の 傘 下 の U E 2 2 0 7 を介 して 、該 H e N B 2 2

0 9 に H I I を通 知 す る。例 え ば 、実 施 の 形 態 1 か ら実 施 の 形 態 1 の 変 形例

8 に 開 示 した 方 法 で 、 マ ク ロセ ル 2 2 0 4 か ら、 H e N B 2 2 0 9 に H I I

を通 知 す る 旨 あ る い は H I I を通 知 され た U E 2 2 0 7 は 、 該 H e N B 2 2

0 9 に 対 して H I I を送 信 す る。該 U E 2 2 0 7 は 、 該 H e N B 2 2 0 9 の

R A C H 設 定 に よ り、 P R A C H 2 2 0 8 を用 いて 、該 H e N B 2 2 0 9 に

対 して上 り送 信 を行 い、該 H I I を通 知 す る。 こ うす る こ とで 、 マ ク ロセ ル

2 2 0 4 は 、 傘 下 の U E 2 2 0 7 を介 して 、 H e N B 2 2 0 9 に 対 して H I

I を通 知 す る こ とが 可 能 とな る。

[0232] し力、し、通 常 、 マ ク ロセ ル の 傘 下 の U E は 、 H e N B の R A C H 設 定 を認

識 せ ず 、 した が って 、 マ ク ロセ ル の 傘 下 の U E が H e N B に P R A C H を送

信 す る こ とは不 可 能 で あ る とい う問題 が あ る。 この た め 、上 記 に 開 示 した 方

法 を実 現 す るた め に は 、 U E に H e N B の R A C H 設 定 を認 識 させ る必 要 が

あ る。 U E が H e N B の R A C H 設 定 パ ラ メ一 タ を知 る方 法 の 具 体 例 に つ い

て 、 以 下 に 開 示 す る。

[0233] 3 G P P T S 3 6 . 2 1 3 V 9 . 0 . ( 以 下 「非 特 許 文 献 1 1 」 と

い う） に は 、 セ ル フオ ー ガナ イ ズ ドネ ッ トワー ク （Se l f Organ i zed Network

：S O N ) を 目的 と して 、 R A C H 設 定 （RAGH Conf i gurat i on) を e N B 間

で X 2 イ ン タ フ ェー ス を用 いて通 知 す る こ とが 開 示 され て い る。 一 方 、 H e

N B に お いて は 、 X 2 イ ン タ フ ェー ス が サ ポ ー トされ な い。 よ って 、 H e N

B で は 、 非 特 許 文 献 1 1 に 開 示 され る方 法 で R A C H 設 定 を通 知 す る こ とが

で きな い。 した が って H e N B は 、 自セ ル の R A C H 設 定 パ ラ メ一 タ を、 S

1 イ ン タ フ ェー ス を用 いて周 辺 の ノー ドへ 通 知 す る。具 体 例 と して は 、 図 2

2 の マ ク ロセ ル 2 2 0 4 と H e N B 2 2 0 9 との 間 の ィ ン タ フ エー ス 2 2

0 に 、 S 1 イ ン タ フ ェー ス を用 い る。

[0234] H e N B が 自セ ル の R A C H 設 定 パ ラ メー タ を通 知 す る周 辺 の ノー ドを、

どの よ うに決 定 す るか の 具 体 例 に つ いて 、 以 下 に 開 示 す る。 H e N B が 自セ



ルの R A C H 設定パラメータを通知する周辺のノー ドは、 H e N B の周辺無

線環境の測定結果に基づいて決定する。周辺無線環境の具体例 としては、周

辺セルの測定結果がある。周辺セルの測定結果の具体例 としては、受信品質

、受信電力、パス ロスなどがある。

[0235] H e N B は、周辺無線環境の測定結果において、あるノー ドの受信品質、

あるいは受信電力がある閾値以上 （あるいは閾値よ り大きい）であれば、自

セルの R A C H 設定パラメータを通知するノー ドとして、該ノー ドを選択す

る。または、 H e N B は、周辺無線環境の測定結果において、あるノー ドの

パス ロスがある閾値未満 （あるいは以下）であれば、自セルの R A C H 設定

パラメータを通知するノー ドとして、該ノー ドを選択する。自セルの R A C

H 設定パラメータを通知するノー ドは、 1 つであっても複数であってもよい

。上記の方法で、自セルの R A C H 設定パラメータを通知するノー ドを選択

することによ り、周辺のノー ドを選択することが可能 となる。これによ り、

無駄なノー ドにまで自セルの R A C H 設定パラメータを通知する必要がな く

な り、 H e N B の処理の負荷を軽減することができる。

[0236] 例 えば、実施の形態 1 に開示 した方法では、 H e N B は該選択 したノー ド

に、ノー ド毎の P C I と受信電力情報、自H e N B の P C I を通知する力、

この際に、自H e N B の R A C H 設定パラメータを通知するように してお く

とよい。図 1 4 で開示 した例では、ステップS T 1 4 0 3 で H e N B はセル

の種類の情報を取得 してマクロセルのみを選択 している。 したがって、ステ

ップS T 1 4 0 4 で H e N B はマクロセル毎の P C I と受信電力情報、自H

e N B の P C I を通知する力、 この際に、自H e N B の R A C H 設定パラメ

—タを通知するように してお くとよい。

[0237] H e N B の R A C H 設定パラメータの通知を受けたマクロセルは、 H e N

B に、 U E を介 して H I I を通知する必要が生 じた場合、傘下の移動端末 （

U E ) に対 して、該情報を通知する。通知の方法の具体例 を、以下に 2 つ開

示する。 （1 ) 報知情報を用いて通知する。 （2 ) 個別信号を用いて通知す

る。



[0238] マ ク ロセ ル が 、 L T E 、 L T E _ A に お け る 報 知 情 報 を 用 い て 、 H e N B

に H I I を 通 知 す る 具 体 例 に つ い て 開 示 す る 。 報 知 情 報 と して は 、 R A C H

設 定 （RAGH Conf i gurat i on) を 用 い る 。 R A C H 設 定 を 用 い る 場 合 の 具 体 例

に つ い て 、 以 下 に 2 つ 開 示 す る 。 （1 ) 現 在 の R A C H 設 定 中 に 、 サ 一 ビ ン

グ セ ル 用 、 つ ま り H e N B の 上 り送 信 の 設 定 パ ラ メ ー タ の 通 知 を 受 け た ノ ー

ド用 の R A C H 設 定 と 、 H e N B の R A C H 設 定 と を 設 け る 。 （2 ) 現 在 の

R A C H 設 定 と は 別 に R A C H 設 定 を 設 け る 。

[0239] 個 別 信 号 を 用 い て 傘 下 の U E に 個 別 に H I I を 通 知 す る 場 合 は 、 H I I を

通 知 す る 旨 の 情 報 あ る い は H I I と と も に 、 R A C H 設 定 を 通 知 して も よ い

。 ま た 、 該 R A C H 設 定 が 、 ど の H e N B の も の で あ る か が 分 か る よ う に す

る た め に 、 該 R A C H 設 定 と と も に 、 対 応 す る H e N B の セ ル ア イ デ ン テ ィ

テ ィ を 通 知 す る よ う に す る 。 セ ル ア イ デ ン テ ィ テ ィ と して は 、 P C I で も よ

い し、 G C I で も よ い 。 G C I の 場 合 、 P C I の 重 複 に よ っ て 他 の H e N B

と 混 同 され る 問 題 を 無 くす こ と が 可 能 と な る 。

[0240] 傘 下 の U 巳 に 、 報 知 情 報 を 用 い て H I I を 通 知 す る 場 合 、 あ る い は 個 別 信

号 を 用 い て U E に 個 別 に H I I を 通 知 す る 場 合 、 図 2 2 の H e N B 2 2 0 9

か ら該 H e N B の R A C H 設 定 パ ラ メ ー タ の 通 知 を 受 け た マ ク ロセ ル 2 2 0

4 は 、 傘 下 の U E 2 2 0 1 , 2 2 0 7 に 対 して 、 下 り リ ン ク 2 2 0 3 , 2 2

0 5 で H I I を 通 知 す る 。 例 え ば 、 あ る 特 定 の U E に 対 して 個 別 に H I I を

通 知 す る 場 合 は 、 マ ク ロセ ル 2 2 0 4 は 、 傘 下 の U E 2 2 0 7 に 対 して 、 下

り リ ン ク 2 2 0 5 で H I I を 通 知 す る 。

[0241 ] A C H 設 定 / 《ラ メ 一 タ の 具 体 例 を 以 下 に 2 つ 開 示 す る 。

[0242] ( 1 ) R A C H 設 定 。 さ ら に L T E 、 L T E _ A で の 具 体 例 と して は 、 「R

AGH- Gonf i gGommon 」 、 「PRAGH-conf i g 」 な ど が あ る （3 G P P T S 3 6 .

3 3 1 V 9 . 0 . 0 ( 以 下 「非 特 許 文 献 1 0 」 と い う） 参 照 ） 。

[0243] ( 2 ) 上 り周 波 数 情 報 。 H e N B と 傘 下 の 移 動 端 末 の 間 で 用 い られ て い る

上 り周 波 数 情 報 。 上 り周 波 数 情 報 の 具 体 例 と して は 、 キ ャ リア 周 波 数 、 周 波

数 バ ン ド、 コ ン ポ ー ネ ン トキ ャ リア な ど が あ る 。 L T E 、 L T E — A に お い



ては rfreq l nfoj 「u 卜Garr i erFreqj u I -Bandwi dth J な どが ある （非特許

文献 1 0 参照）。

[0244] コンポー ネ ン トキ ャ リアにつ いて、以下 に説 明す る。 L T E — A システム

では、 L T E システムの周波数帯域幅 (transmi ss i on bandwi dths) よ り大 き

い周波数帯域幅 をサポー トす る ことが考 え られ て いる （非特許文献 6 、非特

許文献 7 参照）。そのため、 L T E — A 対応の移動端末 は、同時に 1 つ ある

いは複 数の コンポー ネ ン トキ ャ リア （component carr i e r ：C C ) を受信す る

ことが考 え られ て いる。 L T E — A 対応の移動端末 は、同時に複 数の コンポ

一ネ ン トキ ャ リア上の受信 および送信 、受信 のみ 、 あるいは送信 のみ をキ ヤ

リアァヮ リケ一 シ ヨン (carr i e r aggregat i on) す るための能 力 （capab i l i t y

) を持 つ ことが考 え られ て いる。

[0245] 本実施 の形態 では、 R A C H 設定パ ラメ一 タにつ いて記載 したが、 R A C

H 設定パ ラメー タに限 らず 、 U E が H I I を通知す る H e N B へ 上 り送信 を

行 うためのパ ラメ一 タで あれ ばよい。 この よ うにす る ことで、マク ロセル は

、 U E に対 して H e N B へ 上 り送信 を行 うためのパ ラメー タを通知す る こと

が可能 とな る。 U E は、 H e N B に対 して、通常の上 りリンク設立 時 と同 じ

プ ロシー ジャで行 うことがで きるため、 H e N B に対す る上 りリンク設立 時

に特別 な制御 を必要 とせず 、 U E の制御 が簡易 にな る。

[0246] また U E 力、 H I I を H e N B に対 して通知す る前 に、予めマク ロセルが

、 U E に対 して H e N B へ 上 り送信 を行 うためのパ ラメー タを通知 してお く

ことで、 U E 力、 マク ロセルか らH I I を通知す る旨あるいは H I I を受信

した際 に、該上 り送信 を行 うためのパ ラメ一 タを用 いて、直 ちに H I I を H

e N B に対 して通知す る ことが可能 とな る。 したが って、マク ロセルが H e

N B に対 して H I I を通知す る際の制御遅延 を小 さ くす る ことが可能 とな る

。 これ によ つて、 ダイナ ミックに変化す る干渉の状況 に応 じて、該干渉 を回

避 させ るためのスケ ジ ユ ー リングが可能 とな る。

[0247] マ ク ロセルか ら、 H I I を通知す る旨あるいは H I I を受信 した U E は、

所定の H e N B に対 して H I I を通知す る。 どの H e N B に通知す るか につ



いては、実施の形態 1 に開示 した方法 とすれ ばよい。通知の方法の具体例 を

、以下に 6 つ開示す る。 （1 ) P R A C H を用 いて通知す る。 （2 ) U L -

S C H を用 いて通知す る。 （3 ) R R C 設立要求 にのせて （あるいは含 ませ

て、あるいは一緒 に）通知す る。 （4 ) R R C メ ッセー ジにのせて通知す る

。 （5 ) N A S メ ッセー ジにのせて通知す る。 （6 ) M A C シグナ リングで

通知す る。

[0248] P R A C H を用 いて、所定の H e N B に対 して H I I を通知す る場合 につ

いて、具体例 を開示す る。非特許文献 9 には、 P R A C H を用 いて通知す る

ことが記載 され ているが、 どの よ うに P R A C H を用 いるかについては、全

く開示 され ていない。 P R A C H は、上 り送信 開始時に U E が送信す る信号

である。 このため、非特許文献 9 の技術では、 H e N B は、該 P R A C H を

受信 した場合、該 P R A C H が H I I なのか、それ とも通常の上 り送信 開始

時の P R A C H なのか を把握す る ことができない。また H I I と して、所望

の物理 リソー ス を特定 させ る情報が必要 となるが、非特許文献 9 の技術では

、該情報 を従来の P R A C H に、 どの よ うにのせ るかが不明である。 これ ら

の問題 を解消す るために、本実施の形態では、 P R A C H を用 いて、 どの よ

うに H I I を通知す るかについて、以下に開示す る。

[0249] ( 1 ) P R A C H の プ リア ンブル シーケ ンスおよび P R A C H の少な くと

もいずれか一方 に使用す る周波数一 時間軸上の物理 リソー ス を、所望の物理

リソースに対応 させ る。

[0250] ( 2 ) P R A C H の プ リア ンブル シーケ ンスおよび P R A C H の少な くと

もいずれか一方 に使用す る周波数 —時間軸上の物理 リソー ス を、 H I I 通知

用 と通常の P R A C H 用 とで予め分 けてお く。

[0251 ] ( 3 ) P R A C H に、物理 リソー ス を表す ビッ トおよび用途 を示す ビッ ト

の少な くともいずれか一方 を付随 させ る。

[0252] P R A C H の プ リア ンブル シーケ ンス を所望の物理 リソースに対応 させ る

場合、一つまたは複数の P R B (物理 リソース ブロック）に対 して、一つの

プ リア ンブル シーケ ンス を対応 させておけばよい。該対応 は、静的に予め決



めておいてもよい。

[0253] マク ロセルか ら、 H I I を通知す る旨あるいは H I I を受信 した U E 力、

該 H I I の内容、すなわち干渉 を回避 させたい所望の物理 リソース と対応す

る P R A C H の プ リアンブル シーケンスを選択 して、 H e N B に対 して P R

A C H を用 ぃて H I I を通知すれ ばよい。該 P R A C H を受信 した H e N B

は、該 P R A C H の プ リアンブル シーケンスによ り物理 リソースを特定す る

ことが可能 とな り、 自H e N B の傘下の U E に、該物理 リソースをスケジュ

— リング しないようにす ることが可能 となる。

[0254] 別の方法 と して、 H I I を通知す る U E に対 して、対応す るプ リアンブル

シーケンスを通知す る。マク ロセルは、報知情報 を用 いて H I I を通知 して

もよい し、個別信号 を用 いて個別に H I I を通知 してもよい。マク ロセルが

、 H I I を通知す る旨あるいは H I I とともに、 U E に通知す るように して

もよい。 U E は、通知 された プ リアンブル シーケンスを用 いて、 P R A C H

によって H I I を送信す る。 この場合、物理 リソース とプ リアンブル シ一ケ

ンス との対応情報 を、 H e N B とマク ロセル とにおいて共有 してお くとよい

。 H e N B か らマク ロセルへ、あるいはマク ロセルか らH e N B へ該対応情

報 を予め通知 してお くとよい。あるいは、 H e N B か らマク ロセルへ R A C

H 設定 とともに通知す るように しておいてもよい。 これ によ り、該 プ リアン

ブル シーケンスの P R A C H を受信 した H e N B は、物理 リソースを特定す

ることが可能 とな り、 自H e N B の傘下の U E に、該物理 リソースをスケジ

ユ ー リング しないようにす ることが可能 となる。

[0255] P R A C H に使用す る周波数 —時間軸上の物理 リソー ス を、所望の物理 リ

ソースに対応 させ る場合 も、同様である。また、 この場合、 P R A C H に使

用す る周波数 —時間軸上の物理 リソー ス を指示す る P R A C H 設定インデ ッ

クス (PRACH Conf i gurat i on I ndex) を用 いてもよい。

[0256] H I I 用 と通常の P R A C H 用 とで異な らせてお く場合 も、対応について

予め静的に決めてお くとよい。また、該対応関係 を予めセルが報知 してもよ

し、。 S I B あるいは S I B 2 を用 いるとよい。上述のような方法 を用 いる



こ と に よ っ て 、 P R A C H の ビ ッ ト数 を 増 や す こ と な く、 H I I を 通 知 す る

こ と が 可 能 と な る 。 P R A C H に 用 途 を 示 す ビ ッ トを 付 随 させ る 場 合 、 H I

I 用 と 通 常 の P R A C H 用 と を 表 す た め に 、 ビ ッ ト数 を 1 ビ ッ トと して も よ

し、。 これ に よ つ て 、 最 小 の ビ ッ ト数 の 付 随 で 、 H I I 用 と 通 常 の P R A C H

用 と を 分 別 す る こ と が 可 能 と な る 。 上 述 の 方 法 は 組 合 せ て 用 い る こ と が で き

る 。

[0257] P R A C H を 用 い て H I I を 通 知 す る 場 合 、 U E は 、 H e N B に 対 して 上

り送 信 を 行 うだ け で よ く、 H e N B か らの 下 り信 号 を 受 信 す る 必 要 は 無 い 。

した が っ て 、 H e N B の 傘 下 に な い U E に お い て は 、 サ 一 ビ ン グ セ ル を 変 更

す る な ど の 複 雑 な 制 御 を 行 う必 要 が 無 く、 簡 易 な 制 御 で H I I を H e N B に

通 知 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 H I I 用 の P R A C H を 送 信 した U E は

、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス レス ポ ン ス を 受 信 しな くて も よ い も の と して お く と よ い

。 ま た 、 H I I 通 知 用 の P R A C H を 受 信 した H e N B は 、 ラ ン ダ ム ァ ク セ

ス レス ポ ン ス を 、 P D C C H を 用 い て 送 信 しな い も の と して お く と よ い 。 こ

れ に よ り、 H I I 用 の P R A C H を 送 信 した U E は 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス レス

ポ ン ス を 受 信 しな か っ た と して も 、 受 信 失 敗 と判 断 す る こ と が 無 くな る 。 ま

た 、 H I I 用 と して P R A C H を 受 信 した H e N B は 、 ラ ン ダ ム ア ク セ ス レ

ス ポ ン ス の 送 信 を 削 減 す る こ と が で き る 。 これ に よ り、 U E や H e N B の 処

理 の 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き る と と も に 、 無 線 リ ソー ス を 有 効 に 活 用 す る

こ と が で き る 。

[0258] U E 力、 所 定 の H e N B に 対 して H I I を 通 知 す る 方 法 と して 、 R R C 設

立 要 求 に の せ て （あ る い は 含 ま せ て 、 あ る い は 一 緒 に ） 通 知 す る 場 合 、 上 り

初 期 送 信 に 用 い る R A C H プ ロ シ ー ジ ャ の 、 R R C 設 立 要 求 （RRG Connect i o

n Estab l i shment Request) を 用 い る と よ い 。 R A C H プ ロ シ ー ジ ャ の M S G

3 で 送 信 可 能 で あ る 。 これ に よ り、 該 H e N B と 該 U E と の 間 で R R C 接 続

状 態 を 設 立 す る 前 に 、 H I I を 通 知 す る こ と が 可 能 と な る 。 H I I を 通 知 す

る U E 力、 R R C — I d I e 状 態 の 場 合 、 状 態 の 移 行 を 行 う必 要 が 無 くな る

た め 、 H I I 通 知 制 御 を 簡 易 に で き る 。



[0259] R R C メッセージにのせて通知する場合、あるいは、 N A S メッセージに

のせて通知する場合は、 H I I を通知する U E 力、 R R C— c o n n e c t

e d 状態の場合、状態の移行を行 う必要が無 くなるため、 H I I 通知制御を

簡易にできる。

[0260] U L _ S C H を用いて通知する場合、 R R C 設立要求にのせて通知する場

合、 R R C メッセージにのせて通知する場合、 N A S メッセージにのせて通

知する場合、M A C シグナ リングで通知する場合において、該信号が H I I

であることを示す情報をのせるように してもよい。こうすることで、 H e N

B は、他の信号 と分別できるため、該 H I I による干渉の回避処理を優先的

に行 うなど、制御遅延を削減することが可能 となる。

[0261 ] 実施の形態 2 変形例 1 .

上記の実施の形態では、 H e N B の R A C H 設定パラメータを移動端末が

知る方法の具体例 として、 H e N B が周辺のマクロセルへ 自H e N B の R A

C H 設定パラメ一タを通知 し、マクロセルが傘下の U 巳へ、 H e N B の R A

C H 設定パラメータを通知するように している。本変形例では、別の方法を

開示する。 U E 力、 周辺に存在する H e N B か らR A C H 設定パラメータを

取得する。

[0262] 図 2 3 は、 U E 力《、周辺に存在する H e N B か らR A C H 設定パラメータ

を取得する場合の概念図である。図 2 3 において、図 2 2 に対応する部分に

ついては同一の参照符を付 して、説明を省略する。 U E 2 2 0 7 は、周辺に

存在する H e N B 2 2 0 9 か ら、エアインタフェース 2 3 0 1 を用いて、 R

A C H 設定パラメータを取得する。エアインタフェース 2 3 0 を用いて、

該 R A C H 設定パラメータを取得する方法を、以下に開示する。

[0263] U E は、周辺セルのメジヤメン トを行い、検出 したセルの報知情報を受信

することで、該 R A C H 設定パラメータを取得する。報知情報を受信するま

での一連の方法は、実施の形態 1 の変形例 1 に開示 した方法を適用すればよ

しゝ。図 1 7 のステップS T 7 0 2 〜ステップS T 7 0 5 の処理を適用で

きる。ステップS T 1 7 0 4 で、 U E は、周辺セルか ら、報知情報である R



A C H 設定パラメ一タを取得する。 L T E 規格では、 R A C H 設定パラメ一

タは、報知情報中の S I B 2 に含まれる。 したがって、報知情報中の S I B

2 を取得することで、該セルの R A C H 設定パラメータを取得することが可

能 となる。 U E は、周辺に存在するセルか ら取得 した R A C H 設定パラメ一

タと、ステップS T 1 7 0 3 で取得 した該セルの P C I とを関連付けて記憶

しておけばよい。

[0264] U E が、周辺セルのメジヤメン トで検出 した全てのセルの S I B 2 を取得

するには時間がかか り、 U E の処理が膨大にな り、消費電力が増大する。こ

の問題を解消するために、図 1 7 のステップS T 7 0 5 で、セルの種類情

報を取得 して、 H e N B に対 してのみ S I B 2 を取得 し、 R A C H 設定パラ

メータを取得するように してもよい。 1~1 6 の ？〇 1カ《、他の種類のセル

と分別できる場合は、ステップS T 1 7 0 3 で取得 したセルの P C I によつ

て、 H e N B であるか否かを判断 し、 H e N B に対 してのみ S I B 2 を取得

し、 R A C H 設定パラメータを取得するように してもよい。

[0265] また、サ一 ビングセルの指示によ りメジャメン ト行 う場合は、 U E は、予

めステップS T 1 7 0 2 において、サ一 ビングセルか ら、メジャメン ト指示

メッセ一ジとともに、報知情報の S I B 2 まで取得 して、 R A C H 設定パラ

メータを取得するセルを特定 してお くとよい。該セルの特定は、 P C I ある

いはG C I を用いて行 うとよい。また、メジャメン ト指示メッセージに、 R

A C H 設定パラメータを取得する必要があるか無いかを示す情報を含めてお

いてもよい。また、最初は受信電力のみ測定 した結果をサ一 ビングセルに通

知 し、該サー ビングセルが該測定結果の報告をもとに、 S I B 2 まで取得す

べきセルを、再度メジャメン ト指示メッセージによ りU E に通知するように

してもよい。該メッセージを受信 した U E は、再度該セルの報知情報を受信

して、 R A C H パラメータを受信する。こうすることで、 U E の処理を削減

することが可能 とな り、消費電力を低減 させることができる。

[0266] 上記では、 R A C H 設定パラメータが S I B 2 に含まれる構成に している

力、 これに限 らず、 R A C H 設定パラメータが他の S I B あるいはM I B に



含まれる構成に してもよい。この場合であっても、 R A C H 設定パラメータ

が S I B 2 に含まれる場合 と同様の効果を得ることができる。

[0267] 本変形例で開示 した方法 とすることで、 U 巳が、周辺に存在する H e N B

か らR A C H 設定パラメータを取得することが可能 となる。通常、 H e N B

は、自セルの傘下の U E のために、 R A C H 設定パラメータを報知 している

。これを利用することで、 H I I 通知のための特別なシグナ リング、例 えば

マクロセルか らU E への H e N B の R A C H 設定パラメ一タ通知のためのシ

グナ リングを無 くす ことが可能 となる。 したがって、シグナ リング負荷を増

加 させずに、 U E 力、 H e N B の R A C H 設定パラメータを取得することが

可能 となる。また、実施の形態 1 の変形例 2 に開示 した、 U E が、どの H e

N B に通知するかを決定する方法 と組合せることで、マクロセルを介 した処

理の削減が可能 となるため、システムとしてのシグナ リング負荷の削減、お

よび消費電力の削減が可能である。

[0268] 実施の形態 2 変形例 2 .

干渉が問題 となることを回避 したいセル、すなわち、 H I I を通知するセ

ルが C S G セルである場合がある。該 C S G セルの近傍に存在する U 巳が、

該 C S G に属 さない場合がある。このような場合、マクロセルが、該 U E を

介 して該 C S G セルに H I I を通知 しょうとしても、 U E は H I I を通知す

ることはできない。これは、前述 した非特許文献 3 に示されるように、 U E

は、 C S G ホワイ トリス トに該 C S G セルの C S G _ I D が有 していない場

合には、該 C S G セルにアクセスすることが許可 されないためである。

[0269] 例 えば、マクロセルが H I I を通知する H e N B が C S G セルで、周辺の

U E が C S G ホワイ トリス トに該 C S G セルの C S G _ I D が有 していない

場合、マクロセルは、該 U E を介 して該 H e N B に H I I を通知することが

不可能 となる。このため、干渉 となる物理 リソースを該 H e N B に通知する

ことが不可能 とな り、該物理 リソースを、傘下の U E にスケジュー リングで

きな くなって しまう。あるいはスケジュー リング したとしても該 C S G セル

か らの干渉によって通信品質が劣化 して しまう。このような状況は、通信速



度 の 低 下 を生 じさせ 、最 悪 の 場 合 、 通 信 断 を生 じさせ て しま う。

[0270] この よ うな 問 題 を解 決 す るた め に 、 C S G セ ル の C S G _ I D を C S G ホ

ワイ トリス 卜に有 して い な い U 巳が 、 該 C S G セ ル に ア ク セ ス す る こ と を許

可 す る よ うにす る と よ い 。 し力、し、前 述 の よ うに 、 C S G セ ル は 、 あ る特 定

の グル ー プ に属 す るユ ー ザ の み に利 用 させ るセ ル で あ る 。 した が って 、 U E

が 全 て の 状 況 に お い て C S G セ ル に ア ク セ ス す る こ と を許 可 した 場 合 、 C S

G の 主 旨 に反 す る こ とに な る 。 そ こで 、 H I I を通 知 す る場 合 に 限 定 す る 。

す な わ ち 、 C S G セ ル の C S G _ I D を C S G ホ ワイ トリス 卜に有 して い な

い U E 力、 H I I を通 知 す る場 合 は 、 該 C S G セ ル に ア ク セ ス す る こ と を許

可 す る 。 こ うす る こ とで 、 C S G セ ル の 周 辺 に 、 該 C S G セ ル の C G S — I

D に属 さな い U E しか 存 在 しな い場 合 も、 該 C S G セ ル に 対 して H I I を通

知 す る こ とが 可 能 とな る 。

[0271 ] C S G セ ル は 、 C G S _ I D に属 さな い U E か らの 信 号 を 受信 した 場 合 、

該 信 号 が H I I か 否 か を判 断 す る必 要 が 生 じる 。 そ の た め 、 該 信 号 が H I I

で 無 い場 合 は 、 該 U E か らの ア ク セ ス を許 可 せ ず 、 該 信 号 が H I I で あ る場

合 、 該 U E か らの ア ク セ ス を許 可 す る よ うにす る 。

[0272] C S G セ ル が 、 U E か らの 信 号 が H I I か 否 か を判 断 す る方 法 と して は 、

実 施 の 形 態 2 に 開 示 した 方 法 を適 用 す れ ば よ い 。 P R A C H を用 い て 通 知 す

る場 合 は 、 P R A C H の プ リア ン ブル シー ケ ンス お よ び P R A C H の 少 な く

と も いず れ か 一 方 に使 用 す る周 波 数 — 時 間 軸 上 の 物 理 リソー ス を 、 H I I 通

知 用 と通 常 の P R A C H 用 とで 予 め 分 け る方 法 を用 いれ ば よ い 。 あ る い は 、

U L - S C H を用 い て 通 知 す る場 合 、 R R C 設 立 要 求 に の せ て 通 知 す る場 合

、 R R C メ ッセ ー ジ に の せ て 通 知 す る場 合 、 N A S メ ッセ ー ジ に の せ て 通 知

す る場 合 に お い て は 、 該 信 号 が H I I で あ る こ と を示 す 情 報 をの せ る方 法 を

用 いれ ば よ い 。 これ に よ り、 C S G セ ル が 、 U E か らの 信 号 が H I I か 否 か

を判 断 す る こ とが 可 能 とな り、 C S G セ ル の C S G _ I D を C S G ホ ワイ ト

リス トに有 して い な い U 巳が 、 H I I を通 知 す る場 合 に 、 該 C S G セ ル に ァ

ク セ ス 可 能 とな る 。 ま た 、 干 渉 が 問 題 とな る こ と を 回 避 した いセ ル 、 す な わ



ち、H I I を通知するセルがC S Gセルの場合にも、U E を介して該セルに

H I I を通知することが可能となり、通信速度の低下および通信断を防ぐこ

とができる。

[0273] 実施の形態 3 .

前述のように、非特許文献 9 には、U E からH e N B へ 通知するチャネル

として、 P R A C H 、 U L _ S C H を用いることが提案されているが、その

他の記載は無く、H I I をH e N B に通知するU E の状態についても、具体

的には何ら開示されていない。U E が R R C— c o n n e c t e d 状態なの

力、、R R C— I d I e 状態なのか、また、各々の状態の場合にどのようにし

てH I I を通知するのか、などのメカニズムが不明である。例えば、通常 P

R A C H は、R R C— I d I e 時の U E が上り送信を開始する場合に使用す

るチャネルであるため、既にR R C接続を設立しているR R C— c o n n e

c t 6 1状態のリ巳カ《、該 P R A C H を用いることはできない。したがって

R R C— c o n n e c t e d 状態の U E を介して、H e N B にH I I を通知

することはできないという問題が生じる。これらの問題点を解消するために

、本実施の形態では、U E の状態に応じた H I I の通知方法について開示す

る。

[0274] 本実施の形態では、R R C— c o n n e c t e d 状態、すなわち接続状態

の U E 力、 H e N B に対してH I I を通知する場合、該 U E は、R R C— I

d I e 状態、すなわち待受け状態に遷移する。そしてU E は、R R C— I d

I e に遷移 した後に、H e N B にH I I を通知する。

[0275] 図 2 4 は、リ巳が 〇— 1 1 I e に遷移 した後に、H e N B にH I I を

通知する場合の移動体通信システムのシーケンス例を示す図である。サービ

ングセルは、マクロセルであるとする。ステップS T 2 4 0 1 において、U

E は、R R C— c o n n e c t e c 犬態である。

[0276] ステップS T 2 4 0 2 で、R R C— c o n n e c t e d 状態の U E を介し

て、H e N B にH I I を通知することとしたサ一ビングセルは、ステップS

T 2 4 0 3 で、該 R R C c o n n e c t e d 状態の U E (ステップS T 2



4 0 1 ) に対 して、 H I I を通知する旨の通知情報、あるいは干渉関連情報

である H I I を通知する。ステップS T 2 4 0 3 で H I I を通知する旨の情

報あるいは H I I を通知 したサ一 ビングセルは、ステップS T 2 4 0 4 で、

該 U E に対 して R R C 接続 リリース メッセージを通知する。該 R R C 接続 リ

リースメッセ一ジを受信 した U E は、ステップS T 2 4 0 5 で、 R R C 接続

をリリース し、 R R C — I d I e 状態に遷移する。

[0277] ステップS T 2 4 0 6 で、 U E は、 R R C — I d I e に遷移後、 H I I を

通知すべき H e N B に対 して H I I を通知する。 H I I を通知 した該 U E は

、ステップS T 2 4 0 7 で、サ一 ビングセルに対 して R R C 接続要求を行う

[0278] ステップS T 2 4 0 8 で、該 R R C 接続要求を受信 したサ一 ビングセルと

、該 U E との間で、 R R C 接続処理を行い、 R R C 接続を設立する。

[0279] ステップS T 2 4 0 4 の R R C 接続 リリースメッセ一ジは、ステップS T

2 4 0 3 に含めるようにしてもよい。また、ステップS T 2 4 0 3 の H I I

を通知する旨の情報あるいは H I I を通知 したらR R C 接続をリリースする

ことに、予め静的に決めておいてもよい。こうすることで、ステップS T 2

4 0 4 の R R C 接続 リリ一ス メッセージを省略することが可能となる。

[0280] ステップS T 2 4 0 6 の H I I の通知方法は、実施の形態 2 に開示 した方

法を適用すればよい。どの H e N B に対 して H I I を通知するかどう力、、ま

た、自U E が H e N B に対 して H I I 通知するかどうかについては、実施の

形態 1 に開示 した方法を適用すればよい。

[0281 ] H I I を通知 した該 U E は、ステップS T 2 4 0 7 で、サ一 ビングセルに

対 して R R C 接続要求を行うようにしている。これによつて、サ一 ビングセ

ルとの通信が途中の場合などに、再度通信することが可能となる。

[0282] 別の方法として、ステップS T 2 4 0 6 で H I I を通知 した該 U E は、セ

ル リセ レクションを行うようにしてもよい。これによつて、その時点での受

信電力が最も高いベス トセルを選択することが可能となる。また、 H I I 通

知後の通信品質の向上を図ることができる。



[0283] ステ ップS T 2 4 0 6 の H I I を通知後、 U E がサ一 ビングセルに戻るた

めに、 R R C 接続要求を行 うようにするか否か、あるいはセル リセ レクシ ョ

ンするかどう力、、などをサ一 ビングセルが判断 して、 U E に通知するように

してもよい。これ らを示すパラメ一タを設け、ステップS T 2 4 0 3 あるい

はステップS T 2 4 0 4 に含めて通知するように してもよい。ステップS T

2 4 0 4 の R R C 接続 リリースに含める場合、該 リリースの理由情報に加え

てもよい。

[0284] また、サ一 ビングセルは、通信中の U E に対 して H I I を通知するように

した場合、該 U E が再度サ一 ビングセル とR R C 接続の設立を行 うまでの間

にデータが欠落することを防止するための処置を行 うとよい。たとえば、サ

— ビングセルは、ステップS T 2 4 0 3 あるいはステップS T 2 4 0 4 に、

U E が H I I 通知後、サ一 ビングセルに戻るために R R C 接続要求を行 うよ

うにする旨の情報を含めて通知 した後に、該 U E との間でや りとりすべきデ

—タを保存 してお く。ステップS T 2 4 0 8 で該 U E との間で R R C 接続処

理が行われた後に、該保存 したデータを該 U E との間で通信する。また、ス

テツプS T 2 4 0 7 の R R C 接続要求に、 H I I 通知後の R R C 接続要求で

ある旨を示す情報を含めるように してもよい。これによ り、サ一 ビングセル

は、通常の R R C 接続要求 とH I I 通知後の R R C 接続要求 とを区別できる

ようになる。

[0285] これ らの処理を行 うことで、たとえ通信中の U E が R R C— I d I e に遷

移 したとしてもH I I を通知する間のデータの欠落を防 ぐことが可能 とな り

、サ一 ビングセルは該 U E にサ一 ビスを継続 して提供することが可能 となる

[0286] このようにすることで、 R R C— c o n n e c t e d 状態の U E を介 して

、 H e N B に H I I を通知することが可能 となる。また、 H I I を通知する

U E が R R C— c o n n e c e d 状態の場合に、該 U E は、 P R A C H を用

いて H I I を通知することが可能 となる。

[0287] ステ ップS T 2 4 0 6 で、 H I I を H e N B に対 して通知する際に必要 と



なる該 H e N B の R A C H 設定パラメータを、実施の形態 2 に開示 した方法

で予め取得 しておくことで、該 U E は、早期に該 H e N B に対 して H I I を

通知することが可能となる。

[0288] 別の方法として、 U E がステップ S T 2 4 0 5 で R R C — I d I e 状態へ

遷移 した後に、該 H e N B へセル リセ レクションを行ってか ら、 H I I を通

知するように してもよい。該 H e N B へセル リセ レクション後に H I I を通

知 した U E は、 H I I 通知後、元のサ一 ビングセルにセル リセ レクションす

るように して、ステップ S T 2 4 0 7 で、 R R C 接続要求を通知するように

しておけばよい。

[0289] H e N B をセル リセ レクションすることで、該 H e N B に対 して上 りリン

クおよび下 りリンクを設立することが可能となる。この場合、該 H e N B に

対 して R R C 接続を設立することも可能となるため、 H I I の通知を、 R R

C 接続設立後のシグナ リングで通知することも可能となる。

[0290] U E は、 R A C H 設定パラメータを予め取得 しておくのではな く、該 H e

N B へセル リセ レクションを行い、該 H e N B か らの報知情報を受信するこ

とで、 R A C H 設定パラメ一タを取得するように してもよい。こうすること

で、制御遅延は増すけれ ども、 R A C H 設定パラメータを予め取得する必要

が無 くなる。

[0291 ] 実施の形態 3 変形例 1 .

上記の実施の形態では、 R R C — c o n n e c t e d 状態の U E を介 して

、H e N B に H I I を通知するために、 U E を R R C — I d I e に遷移 させ

た後に、 H I I を通知するように している。本変形例では、別の方法として

、U E は、 R R C — c o n n e c t e d 状態のまま、 H e N B に H I I を通

知する。サ一 ビングセルは、該 U E が H e N B に H I I を通知 している間、

該 U E へのスケジュー リング （リソース割当て）を停止する。

[0292] 該 U E へのスケジュー リングを停止するための トリガとして、サ一 ビング

セルが該 U E に対 して H I I を通知する旨の情報あるいは H I I を通知 した

場合、あるいは、サ一 ビングセルが U E か らH I I を通知する旨の情報ある



いは H I I を受信 した旨の信号 を受信 した場合 とす るとよい。

[0293] 該 U E へのスケジュー リングを再度許可す るための トリガと して、該 U E

か らのスケジュー リング再開要求信号 を受信 した場合 とす るとよい。該スケ

ジュ一 リング再開要求信号 と して、スケジュー リング リクエス ト信号 を用 い

てもよい。また、 H e N B への H I I 通知完 了後のスケジュー リング再開要

求である旨の情報 をスケジュー リング リクエス ト信号 に含めて通知す るよう

に してもよい。

[0294] また、該 U E へのスケジ ユ ー リングを再度許可す るための トリガの別の方

法 と して、 1~1 6 が リ か ら 1 1 1 I を受信 した後に、該サ一 ビングセルへ

H I I を受信 した旨の情報 を通知す るように して、該通知 を受信 した場合 と

してもよい。該 H e N B か らサ一 ビングセルへの通知には、 S 1 イ ンタフエ

—スを用 いるようにすれ ばよい。

[0295] また、該 U E へのスケジ ユ ー リングを再度許可す るための トリガの別の方

法 と して、該 U E へのスケジュー リングを停止 している期間のタイマを設 け

て、該 タイマが満 了 した場合 とす るとよい。タイマは、上記該 U E へのスケ

ジュ一 リングを停止す る トリガによって開始すれ ばよい。

[0296] 図 2 5 は、 U E が R R C— c o n n e c t e d 状態のまま、 H e N B に H

I I を通知す る場合の移動体通信 システムのシーケンス例 を示す図である。

図 2 5 において、図 2 4 に対応す る部分については同一のステ ップ番号 を付

して、処理の詳細な説明を省略す る。

[0297] ステ ップ S T 2 4 0 3 で、 H I I を通知す る旨の情報 あるいは H I I を U

E へ通知 したサ一 ビングセルは、ステ ップ S T 2 5 0 1 で、該 U E へのスケ

ジュ一 リングを停止す る。ステ ップ S T 2 4 0 6 で、 H I I を H e N B に対

して送信 した U E は、ステ ップ S T 2 5 0 2 で、サ一 ビングセルに対 してス

ケジュ一 リング リクエス ト信号 を送信す る。

[0298] ステ ップ S T 2 5 0 2 で、該 U E か らスケジュー リング リクエス ト信号 を

受信 したサ一 ビングセルは、ステ ップ S T 2 5 0 3 で、該 U E に対 してスケ

ジ ユ ー リングを開始す る。



[0299] 上述のように、ステ ップS T 2 5 0 2 のスケジュー リング リクエス ト信号

に、 H e N B への H I I 通知完了後のスケジュー リング再開要求である旨の

情報 を含めるように してもよい。ある期間、 U E か ら該スケジュー リング再

開要求信号が送信 されて こない場合、あるいは H e N B か らH I I を受信 し

た旨の情報が送信 されて こない場合、サ一 ビングセルは、再度該 U E に対 し

て、 H I I を通知する旨の情報 あるいは H I I を通知するように してもよい

。ある期間 としてタイマを設定 してもよい。 こうすることで、サ一 ビングセ

ルが、確実に H e N B に対 して H I I を通知することが可能 となるため、干

渉の回避を確実に行えるようになる。

[0300] ステ ップS T 2 4 0 6 の H I I の通知方法 として、実施の形態 2 に開示 し

た方法を適用すればよいことを述べた。た とえば、 P R A C H を用いて H I

I を通知する方法である。 し力、し、非特許文献 1 に示 され るように、 R R C

— c o n n e c t e d 状態の U E が R A C H プロシ一ジャを行 う場合 （以降

、 R A C H プロシージャ許可状態 と称する）は限定 されている。 したが って

、 R R C— c o n n e c t e d 状態の U E が H I I を通知する場合、 U E は

該 R A C H プロシージャ許可状態になるまで待たな くてはな らない。 この待

ち時間が遅延時間 とな り、干渉回避を即座に反映 させたスケジュー リングを

行 うことが不可能 となる。また、該 R A C H プロシージャ許可状態にな らな

い場合は、 P R A C H を用いて H I I を通知することが不可能 とな り、干渉

回避のためのスケジュー リングを行 うこと自体が不可能 となる。

[0301 ] このような問題を解消するために、 R R C— c o n n e c t e d 状態の U

E が H I I を通知する場合は、 R A C H プロシージャを行 うことを許可する

。あるいは、 R R C— c o n n e c t e d 状態の U E が H I I を通知する場

合は、 P R A C H の送信 を許可する。

[0302] こうすることで、サ一 ビングセルか らH I I を通知する旨の情報 あるいは

H I I を受信 した R R C— c o n n e c t e d 状態の U E は、 R A C H プロ

シ一ジャあるいは P R A C H を用いて H I I を H e N B に対 して通知するこ

とが可能 となる。 これによ り、 U E は小 さい遅延時間で H I I を H e N B に



通知することが可能となる。

[0303] 本変形例で開示 した方法とすることで、R R C— c o n n e c t e d 状態

の U E を介 して、H e N B にH I I を通知することが可能となる。また、U

巳カ《 〇— I d I e 状態に遷移することを回避することが可能となるため

、 U E は、 H I I を通知する旨の情報あるいはH I I を受信後、直ちにH e

N B に対 してH I I を通知することが可能となる。 したがって、H I I の通

知のための制御に有する時間を短 くすることが可能となる。これにより、あ

る時点の干渉状況を、少ない制御遅延で即座に反映させたスケジユ ー リング

が可能となる。

[0304] また、 U E が H I I の通知後も、サ一 ビングセル （マクロセル）と該 U E

との間で、R R C接続が設立されているため、再度該サ一 ビングセルとの間

で通信を行うことが可能となる。この際に、R R C接続処理を行う必要が無

くなるため、早期に、少ない処理で通信可能となる。これによつて、制御遅

延の削減、およびU E の低消費電力化を図ることができる。

[0305] 上記の方法では、サ一 ビングセルは、 U E へのスケジュー リングを停止す

るようにしているが、上 りスケジユー リングだけを停止するようにしてもよ

し、。H e N B にH I I を通知するためには、U E は、上 り送信を必要とする

。この上 り送信と、サ一 ビングセルからスケジュー リングされた上 り送信と

が同時に行われて しまうことを回避することができる。

[0306] また、サ一 ビングセルは、 U E へのスケジュー リングを停止するのではな

く、U Eへのスケジュー リングにおいて、H e N B の P R A C H送信用の物

理 リソースが存在するサブフレームを用いないようにしてもよい。すなわち

、該物理 リソースが存在するサブフレームを、U E に割当てないようにする

。こうすることで、同じように上 り送信が同時に行われて しまうことを回避

することができる。

[0307] サブフレームではなく、H e N B の P R A C H送信用の物理 リソースが存

在する無線フレームとしてもよい。この場合でも、同様の効果を得ることが

できる。



[0308] サ一 ビングセルは、予め H e N B の P R A C H 送信用の物理 リソースを認

識 してお く。この方法は、実施の形態 2 に開示 した方法を用いればよい。こ

れによ り、サ一 ビングセルは、該物理 リソースの存在するサブフレーム、あ

るいは無線フレームを避けて、 U E に対 してスケジュー リングすることが可

能 となる。

[0309] 同様に、サ一 ビングセルは、 U E へのスケジュー リングにおいて、 H e N

B が U E に割当てた U L _ S C H 用の物理 リソースが存在するサブフレーム

、あるいは無線フレームを用いないように してもよい。同 じく、 U E が同時

に上 り送信を行 うことを回避することが可能 となる。 H e N B は、実施の形

態 2 に開示 した R A C H 設定を、周辺セルに通知する方法 と同様に、 U L _

S C H を割当てる物理 リソース情報を通知 してお くとよい。

[031 0] また、サ一 ビングセルは、セ ミパ一システン トスケジュー リングを行 う際

に、 H e N B の P R A C H 送信用の物理 リソースが存在するサブフレームを

用いないように してもよい。あるいは、 H e N B が U E に割当てた U L — S

C H 用の物理 リソースが存在するサブフレームを用いないように してもよい

。サブフレームでは無 く、無線フレームとしてもよい。 H e N B は、実施の

形態 2 に開示 した R A C H 設定を周辺セルに通知する方法 と同様に、セ ミパ

—システン トスケジュ一 リングで割当てる物理 リソース情報を通知 してお く

とよい。同 じく、 U E が同時に上 り送信を行 うことを回避することが可能 と

なる。

[031 ] また、 U E が H e N B に対 して H I I を通知 している際に、 U E がサ一 ビ

ングセル との間で個別制御チャネル用のベアラが切断されて しまうような状

態、無線 リンク失敗 （Rad i o L i nk F a i l ure) 状態などになって しまった場

合、ステップS T 2 5 0 2 で、スケジュー リング リクエス トではな く、 R R

C 再接続要求メッセージを用いるとよい。 U E とサ一 ビングセル との間で R

R C 再接続処理を行 った後で、必要に応 じてサ一 ビングセルは、 U E に対 し

てスケジュ一 リングを行 うようにすればよい。

[031 2] 上記の方法では、サ一 ビングセルは、 U E へのスケジュー リングを停止す



る よ うに して い るが 、停 止 はせ ず に、 U E に お いて 、 H e N B へ の H I I の

送 信 のサ ブ フ レー ム とマ ク ロセル へ の上 り送信 のサ ブ フ レー ム とが 重 な った

場 合 に は、 U E は 、 どち らか を優 先 して行 うよ うにすれ ば よ い。例 えば、 U

E は 、サ 一 ビングセル へ の上 り送信 を優 先 して 、 H e N B へ の H I I の 送 信

を行 わ な い よ うにす る。 これ に よ り、 U E は 、 同時送信 を回避 す る ことが で

き る と ともに、サ 一 ビングセル との通信 を中断 させ る ことが 無 くな る。

[031 3 ] 逆 に 、例 えば、 U E は 、 H e N B へ の H I I の 送 信 を優 先 して 、サ 一 ビン

グセル へ の上 り送信 を行 わ な い よ うに して もよ い。 これ に よ り、 U E は 、 同

時送信 を回避 す る ことが で き る と ともに、 H I I の 送 信 に よ って干渉 を回避

す る ことが可 能 とな る。 また 、サ 一 ビングセル が 、 U E か らの上 り送信 を受

信 で きな くな るが 、 H A R Q 、 A R Q の 再 送 制御 に よ って 、 U E に再 度 上 り

送信 させ る こと とすれ ば よ い。 これ に よ り、遅 延 は生 じる けれ ども、通信 を

中断 させ る ことは無 くな る。

[031 4 ] ま た 、サ 一 ビングセル は、 U E へ の ス ケ ジ ュー リング を停 止 せ ず 、上 りス

ケ ジ ュ一 リング を行 わ な い U E を選 択 し、該 U E を介 して H e N B に H I I

を通 知 す る よ うに して もよ い。例 えば、 マ ク ロセル は、 H I I 通 知 H e N B

リス トに、 H e N B に対 応 付 けて H I I を通 知 す べ き U E を リス トア ップす

る よ うな場 合 に、該 U E を複 数 リス トア ップ して お けば よ い。例 えば、 受信

電 力が高 い順 に順番 を付 けて 、複 数 の U E を リス トして お けば よ い。サ 一 ビ

ングセル は、 あ る H e N B に対 して H I I を通 知 す る際 に、該 H e N B の 受

信 電 力が最 も高 い U E に上 りス ケ ジ ュー リング を行 って い る場 合 は、次 の順

位 の U E を介 して H e N B に H I I を通 知 す る よ うにすれ ば よ い。 これ らの

方 法 とす る ことで 、 U E が 同時 に上 り送信 を行 う ことを回避 す る ことが可 能

とな る。

[031 5 ] 実 施 の 形態 3 変 形例 2 .

本 変 形例 で は、 R R C — c o n n e c t e d 状 態 の U E を介 して 、 H e N

B に H I I を通 知 す る別 の方 法 と して 、サ 一 ビングセル が 、該 H e N B へ の

ハ ン ドオ ー バ 一 （H O ) を用 いて該 U E に H I I を通 知 させ る。



[031 6] サ 一 ビングセル は、 H I I を通 知 す べ き H e N B を ター ゲ ッ トセル と して

、該 H e N B へ H I I を通 知 す べ き U E に対 して 、 H O 手 順 を起 動 す る。 こ

の際 、 H O の手 順 を起 動 す る U E の数 は、複 数 で もよ いが 、 で きれ ば一 つが

よ い。 H O の手 順 を起 動 す る U E の数 を複 数 にす る と、 H e N B へ の H O の

た め の シグナ リング負荷 が急 増 して しま うた め で あ る。 H O の手 順 を起 動 す

る U E の数 を一 つ とす る方 法 は、実施 の 形態 1 の 変 形例 1 に開示 した方 法 と

すれ ば よ い。

[031 7] U E は 、 ネ ッ トワー ク （サ 一 ビングセル ） か ら指 示 され た H e N B に対 し

て 、通 常 の H O の手 順 を用 いて 、 R R C 設 立 を行 う。 U E は、 R R C 設 立 を

行 う際 に、 H I I を通 知 す る。前 述 の よ うに、 P R A C H を用 いて もよ い し

、 R R C 設 立 要 求 メ ッセー ジ を用 いて もよ い。 また 、 H O の手 順 に従 い、 H

e N B との R R C 設 立 後 に、 H I I を通 知 す る よ うに して もよ い。 これ に よ

つて 、 M A C メ ッセ一 ジ、 R R C メ ッセ一 ジ、 N A S メ ッセ一 ジに よ り通 知

す る ことが可 能 とな る。

[031 8] R R C 設 立 を行 う際 に、 H I I を通 知 す る よ うに した場 合 、 H I I を受信

した H e N B は 、 U E を、元 のサ 一 ビングセル に切 り戻 りさせ る、す なわ ち

元 のサ 一 ビングセル の制御 下 に戻 す 。 この方 法 と して 、 H I I を受信 した H

e N B 力、 R A C H プ ロシー ジ ャ を終 了 させ な い、 あ る いは、 R R C 設 立 要

求 メ ッセー ジに対 して 、 リジ ェク トメ ッセー ジ を U E に通 知 す る よ うにす る

とよ い。 こ うす る ことで 、 U E は、 H O に失敗 した と して処 理 す るた め 、元

のサ ー ビングセル へ 切 り戻 る処 理 を行 う ことにな る。切 り戻 りに お いて は、

元 のサ 一 ビングセル に対 して 、 R R C 再 接続 要 求 メ ッセー ジ を用 いて 、再 度

R R C 設 立 を行 うよ うに して もよ い。

[031 9] また 、 U E が H e N B と R R C 接続 を設 立 せ ず に元 のサ 一 ビングセル へ 切

り戻 る処 理 を行 うよ うに した場 合 、サ 一 ビングセル は予 め H e N B に対 して

、 H O リク エス ト、 あ る いは、 デー タお よび デー タの番 号 等 、該 デー タに関

す る情 幸艮の通 知 （Data forward i ng SN status transfer) を行 わ な い よ うに

して お いて もよ い。 これ に よ り、サ 一 ビングセル と H e N B との 間 の シグナ



リング量を低減することが可能 となる。また、該データに関する情報をサー

ビングセルが保持 しておき、該 U E とR R C 再接続設立後、該 U E との間で

通信するように してお くとよい。これによ り、サ一 ビングセル とU E との間

で通信を継続することが可能 となる。

[0320] H e N B との R R C 設立後に、 H I I を通知するように した場合、 H e N

B は、元のサ一 ビングセルをターゲッ トセル として、該 U E を H O させる。

これによ り、 U E は、元のセルに H O した後に、再度通信を行 うことが可能

となる。

[0321 ] 本変形例で開示 した方法 とすることで、 R R C— c o n n e c t e d 状態

の U E を介 して H e N B に H I I を通知することが可能 となる。また、サ一

ビングセルは、通常の H O の手順 として、 H e N B の R A C H設定パラメ一

タをU E に通知すればよいので、予め通知 してお く必要が無 くなる。このた

め、シグナ リング負荷を削減することが可能 となる。

[0322] 実施の形態 3 変形例 3 .

実施の形態 3 か ら実施の形態 3 の変形例 2 では、 R R C— c o n n e c t

e d 状態の U E を介 して、 H e N B に H I I を通知する方法を開示 した。本

変形例では、 R R C— I d I e 状態の U E を介 して、 H e N B に H I I を通

知する方法の一例 を開示する。

[0323] 通常、サ一 ビングセルか ら、 R R C— I d I e 状態の U E へ メジャメン ト

指示は行われない。 したがって、 R R C— I d I e 状態の U E は、実施の形

態 1 の変形例 1 に開示 した、定期的に周辺電波環境のメジヤメン トを行 う方

法を用いるとよい。

[0324] サ一 ビングセルは、傘下の U E に対 して、自サ一 ビングセルのカバ レッジ

内に、 H e N B が配置 されているか否かを示す情報を通知 してお くとよい。

こうすることで、カバ レッジ内に H e N B が配置 されていないサ一 ビングセ

ルの場合は、 リ は、 〇— 1 1 1 e 状態において定期的にメジャメン ト

を行 う必要が無 くなるため、低消費電力化を図ることができる。

[0325] 該カバ レッジ内に、 H e N B が配置 されているか否かを示す情報の通知は



、報知情報として報知されるようにしておけばよく、例えばS I B 1 に含め

るとよい。S I B 1 は、予め送信タイミングが決められているため、U E は

早期に受信することが可能となる。

[0326] 該カバ レッジ内に、 H e N B が配置されているか否かを示す情報を受信 し

た U E は、サ一 ビングセルの受信電力によらず、周辺電波環境のメジャメン

トを行うようにする。該周辺電波環境のメジャメン トは、周期的に行う。該

周期は、予め静的に決められていてもよいし、サ一 ビングセルから報知情報

にのせて報知されてもよい。

[0327] また、サ一 ビングセルは、傘下の U E に対 して、自サ一 ビングセルのカバ

レツジ内に配置されるH e N B までのパスロス （あるいはパスロスの範囲）

を通知 しておくようにしてもよい。該各 H e N B までのパスロスは、報知情

報として報知されるようにしておけばよく、例えばS I B 4 に含めるとよい

。 S I B 4 には、隣接セル情報がのるので、該隣接セル情報と関連付けてバ

スロスを通知するようにしておくとよい。

[0328] 該パスロスが報知されているセルをサ一 ビングセルとする U E は、サ一 ビ

ングセルからのパスロスを導出 し、H e N B までのパスロスと同じ （あるい

はある範囲内）になっている間、メジヤメン トを行うようにすればよい。

[0329] サ一 ビングセルからR R C— I d I e 状態の U E に対 して、H I I を通知

する旨あるいはH I I を通知する方法は、実施の形態 1 の変形例 8 に開示 し

た方法を用いればよい。

[0330] R R C— I d I e 状態の U E 力、 H e N B に対 してH I I を通知する方法

は、実施の形態 2 に開示 した P R A C H を用いる方法、R R C接続要求を用

いる方法を用いればよい。上記の方法を用いることによって、R R C— I d

I e 状態の U E を介 して、H e N B にH I I を通知することが可能となる。

こうすることで、通信中 （R R C接続設立中）の U E を介さなくても、H e

N Bへ H I I を通知させることが可能となる場合がある。 したがって、該通

信中の U E に対 して、データ伝送の遅延が生 じることを回避することができ

る。



[0331 ] 実施 の形態 4 .

H I I を受信 した H e N B は、該 H I I 内容 に従 って、物理 リソースに割

当てを行わない、あるいは該物理 リソースの電力を低 くす るな ど、マク ロセ

ル との干渉 を回避す るためのスケジュー リングを行 う。 しか し、既 にマク ロ

セルでは、該物理 リソース を用 いな くて もよい状況 になる場合が あるため、

この干渉 を回避す るためのスケジュー リングをいつまで も続 けると、無線 リ

ソースの使用効率 を低下 させ る。前述の よ うに、非特許文献 9 には、 この問

題 については何 ら開示 され ていない。そ こで本実施の形態では、 この問題点

を解消す るために、 H I I を受信 した H e N B は、干渉回避のためのスケジ

ユ ー リングを所定の時点で解除す る ことにす る。

[0332] H I I を受信 した H e N B が、干渉回避のためのスケジュ一 リングを解除

す る方法 と して、干渉回避のためのスケジュー リング期間 を設定す る。具体

的には、該期間の タイマを設 けて、該 タイマが満 了 した場合、干渉回避のた

めのスケジ ユ ー リングを解除す る。

[0333] 図 2 6 は、 H e N B が干渉回避のためのスケジュー リングを解除す るため

にタイマを設 ける場合の移動体通信 システムの シーケ ンス例 を示す図である

。図 2 6 において、図 2 4 に対応す る部分 については同一のステ ップ番号 を

付 して、処理の詳細 な説明を省略す る。 H I I を通知す る方法 と して、本実

施の形態では、実施の形態 3 に開示 した方法 を用 いるが、別の方法であって

もよい。

[0334] ス テ ップ S T 2 4 0 6 で、 U E か らH I I を受信 した H e N B は、ステ ツ

プ S T 2 7 0 1 で、 自セル （該 H e N B ) の傘下の U E に対 して、該 H I I

に従 って、干渉回避のためのスケジュー リングを開始す る。 この とき、干渉

回避のためのスケジュー リングを解除す るまでの期間 を設定す るための タイ

マを設 けておき、該 タイマをス ター トさせ る。タイマは、た とえば H I I が

通知 された時点か らス ター トされ 、 H I I が通知 された時点か ら、干渉回避

のためのスケジ ユ ー リングを解除す るまでの期間 と して予め定め る期間が経

過す るまでを計時す る。



[0335] ステップS T 2 7 0 2 で、H e N B は、タイマが満了か否かを判断し、ま

だ満了していない場合は、干渉回避のためのスケジューリングを続けて、該

タイマが満了したか否かをチェックする。該タイマが満了した場合は、ステ

ップS T 2 7 0 3 に移行する。

[0336] ステップS T 2 7 0 3 で、H e N B は、傘下の U E に対して、干渉回避の

ためのスケジューリングを解除する。このとき、該タイマをリセットする。

こうすることで、傘下の U E に対して、通常のスケジューリングを行うこと

ができる。これにより、H e N B は、干渉を回避するためのスケジユーリン

グをいつまでも続けることがなくなり、無線リソースの使用効率が低下する

ことを防ぐことが可能となる。

[0337] 実施の形態 4 変形例 1 .

H I I を受信 した H e N B が、干渉回避のためのスケジュ一リングを解除

する別の方法として、H I I 解除信号をH e N B に通知する。H e N B は、

該 H I I 解除信号を受信 したとき、干渉回避のためのスケジューリングを解

除する。

[0338] 図 2 7 は、H e N B が H I I 解除信号を受信 した場合に干渉回避のための

スケジューリングを解除する場合の移動体通信システムのシーケンス例を示

す図である。図 2 7 において、図 2 4 に対応する部分については同一のステ

ップ番号を付して、処理の詳細な説明を省略する。H I I を通知する方法と

して、本変形例では、実施の形態 3 に開示した方法用いるが、別の方法であ

つてもよい。

[0339] ステップS T 2 4 0 6 で、U E からH I I を受信 した H e N B は、ステツ

プS T 2 8 0 1 で、自セル （該 H e N B ) の傘下の U E に対して、該 H I I

に従って、干渉回避のためのスケジユ ー リングを開始する。

[0340] ステップS T 2 8 0 2 で、サ一ビングセルは、傘下の U E に対して、H I

I で通知した物理リソースにスケジユ ー リングする必要が無くなるなど、H

e N B に対して干渉回避のためのスケジュ一リングを解除してもよい状況に

なった場合、H I I 解除の手順を起動する。



[0341 ] ステ ップS T 2 8 0 3 で、サ一 ビングセルは、 H I I を解除する旨の情報

を U E に対 して通知する。ステップS T 2 8 0 4 で、サ一 ビングセルは、 R

R C 接続 リリ一 ス メ ッセージを U Ε に対 して通知する。

[0342] ステ ップS Τ 2 8 0 3 で H I I を解除する旨の情報を受信 し、ステップS

Τ 2 8 0 4 で R R C 接続 リリースメ ッセージを受信 した U Ε は、ステップS

Τ 2 8 0 5 で、 R R C— I d I e へ遷移する。

[0343] ステ ップS T 2 8 0 6 で、 U E は、 H I I を解除する旨の情報を、該情報

を通知すべき H e N B に対 して通知する。該 H I I を解除する旨の情報を受

信 した H e N B は、ステップS T 2 8 0 9 で、傘下の U 巳に、干渉回避のた

めのスケジュー リングを解除する。また、ステップS T 2 8 0 6 で H e N B

に H I I を解除する旨の情報を通知 した U E は、ステップS T 2 8 0 7 で、

サ一 ビングセルに対 して、 R R C 接続要求信号を送信 し、ステップS T 2 8

0 8 で、サ一 ビングセル とU E との間で R R C 接続処理を行 う。 H I I を解

除する旨の情報の通知方法は、 H I I を通知する場合 と同様にすればよい。

この際、 H I I を通知する U 巳と、 H I I を解除する旨の情報を通知する U

E とは、異なっていてもよい。

[0344] 以上のように、 H I I を解除する旨の情報を、 H e N B に対 して通知する

ことで、 H e N B は、干渉を回避するためのスケジュー リングをいつまでも

続 けることがな くな り、無線 リソー スの使用効率が低下することを防 ぐこと

が可能 となる。また この方法では、サ一 ビングセルが H I I を解除するかど

うかを判断することができるので、サ一 ビングセルが傘下の U 巳に、柔軟に

適切なスケジュー リングを行 うことが可能 となる。

[0345] 実施の形態 5 .

実施の形態 2 および実施の形態 4 では、 U E 力、 1~1 6 の 八 〇 1 1設定

(コンフィギュレーシ ョン）を用いて、 H e N B に H I I を通知する方法に

ついて開示 した。本実施の形態では、マクロセルが、 U E を介 して H e N B

に H I I を通知するための具体的なメカニズムとして、 U E が、サ一 ビング

セルの R A C H 設定 （コンフィギュレーシ ョン）を用いて、 H e N B に H I



I を通知する方法について開示する。

[0346] 図 2 8 は、 U E が、サ一 ビングセルの R A C H設定を用いて、H e N B に

H I I を通知する場合の概念図である。図 2 8 において、図 2 2 に対応する

部分については同一の参照符を付 して、説明を省略する。図 2 8 において、

矢符 2 6 0 1 は、 U E 2 2 0 7 か らマクロセルである e N B 2 2 0 4 へ送信

されるP R A C H 2 2 0 6 を、 H e N B 2 2 0 9 が受信することを示す。

[0347] マクロセル 2 2 0 4 は、 H e N B 2 2 0 9 に対 してH I I を通知 したい場

合、自マクロセル 2 2 0 4 の傘下の U E 2 2 0 7 を介 して、該 H e N B 2 2

0 9 に H I I を通知する。例えば、実施の形態 1 から実施の形態 1 の変形例

8 に開示 した方法で、マクロセル 2 2 0 4 か らH e N B 2 2 0 9 に H I I を

通知する旨あるいはH I I を通知された U E 2 2 0 7 は、該 H e N B 2 2 0

9 に対 してH I I を送信する。

[0348] 該 U E 2 2 0 7 は、マクロセル 2 2 0 4 の R A C H設定により、 P R A C

H 2 2 0 6 を用いて、該 H I I を通知する。H e N B 2 2 0 9 は、該 P R A

C H 2 2 0 6 を受信 して、H I I を受信する。こうすることで、マクロセル

2 2 0 4 は、傘下の U E 2 2 0 7 を介 してH e N B 2 2 0 9 に対 して、H I

I を通知することが可能となる。

[0349] 通常、マクロセルの傘下の U E は、マクロセルに対 して通信を開始するた

めに、マクロセルの R A C H設定を認識 している。マクロセルから報知され

る報知情報を受信することで、該 R A C H設定パラメータを取得する。 した

がって、マクロセルの傘下の U 巳が、マクロセルの R A C H設定を用いてマ

クロセルに対 して、 P R A C H を送信することは可能である。 し力、し、通常

、H e N B 力、 該 U E からマクロセルに送信された P R A C H を受信するこ

とは不可能である。H e N B は、サ一 ビングセルであるマクロセルの R A C

H設定パラメータを認識 していないためである。本実施の形態では、マクロ

セルの R A C H設定パラメータを、H e N B が認識する方法の具体例につい

て、以下に開示する。

[0350] マクロセルは、自セルの R A C H設定パラメ一タをH e N B へ通知する。



該通知 には、 S 1 イ ンタフェース を用 いる とよい。具体例 と して、図 2 8 の

ィ ンタフエース 2 2 1 0 を用 いて、マク ロセル 2 2 0 4 か ら H e N B 2 2 0

9 へ該 マク ロセルの R A C H 設定パ ラメー タを通知す る。ィ ンタフエース 2

2 1 0 には、 S 1 イ ンタフェース を用 いる。マク ロセル 2 2 0 4 は、該 R A

C H 設定パ ラメ一 タ とともに、 自セルの P C I を通知す る とよい。該 R A C

H 設定パ ラメ一 タを受信 した H e N B 2 2 0 9 は、該 マク ロセル 2 2 0 4 の

P C I と該 R A C H 設定パ ラメー タ とを関連付 けて記憶 してお けばよ く、図

9 に示す E P C 通信部 9 0 1 、 プ ロ トコル処理部 9 0 3 あるいは制御部 9

に記憶 して もよい。

[0351 ] —例 と して、マク ロセルが、 自セルの カバ レッジ内に配置 され た H e N B

に対 して、 R A C H 設定パ ラメー タを通知す る方法 につ いて開示す る。マク

ロセルが、 自セルの カバ レッジ内に配置 され る H e N B を認識す る方法 と し

ては、実施 の形態 1 に開示 した方法 を用 いれ ばよい。例 えば、図 1 4 のステ

ップ S T 1 4 0 1 〜ステ ップ S T 4 0 8 の動作 を用 いる とよい。

[0352] マ ク ロセル は、 自セルの カバ レッジ内に配置 され る H e N B を認識 した後

に、該 H e N B に対 して、 自セルの R A C H 設定パ ラメー タを通知す る。例

えば、図 1 4 のステ ップ S T 4 0 7 お よびステ ップ S T 4 0 8 の処理が

行われ た後 に、 H I I 通知 H e N B リス トの H e N B に対 して、 R A C H 設

定パ ラメー タを通知す る。追加 され た H e N B に対 して、 R A C H 設定パ ラ

メー タを通知す るよ うに して もよい。削除 され た H e N B に対 しては、既 に

通知済み の R A C H 設定パ ラメー タの削除 を指示、 あるいは許可 を示す情報

を通知す る とよい。 こうす る ことで、マク ロセル は、 自セルの R A C H 設定

パ ラメー タを、 自セルの カバ レッジ内に配置 され て いる H e N B へ通知す る

ことが可能 とな る。

[0353] —例 と して、マク ロセルが、 自セルの カバ レッジ内に配置 され た H e N B

に対 して、 R A C H 設定パ ラメー タを通知す る方法 を開示 したが、 これ に限

らず 、 自マク ロセル （e N B ) か ら、 ある範囲 内に配置 され る H e N B に R

A C H 設定パ ラメー タを通知す るよ うに して もよい。 この方法 と しては、実



施の形態 1 の変形例 を用いればよい。また、マクロセルが、 H I I を通知す

る H e N B に R A C H 設定パラメ一タを通知するように してもよい。ある範

囲内、あるいは、 H I I を通知する H e N B に限定することで、マクロセル

とH e N B との間のシグナ リング負荷を低減することが可能 となる。

[0354] マクロセルであるサ一 ビングセルか らH I I を通知する旨あるいは H I I

を受信 した U E は、サ一 ビングセルの報知情報を受信 して取得 した該サ一 ビ

ングセルの R A C H 設定パラメータを用いて H I I を通知する。ここで、 U

E はサ一 ビングセルに対 して H I I を通知することになる。 U E か らH I I

を通知する方法については、実施の形態 2 に開示 した方法を用いればよい。

マクロセルか らR A C H 設定パラメ一タを受信 した H e N B は、該 R A C H

設定に従 って、 U E か らの P R A C H を受信する。 H e N B は、マクロセル

の R A C H 設定の うち、 H I I に使用 される設定のみに従 って受信するよう

に してもよい。あるいは、マクロセルか らH e N B へ H I I に用いる R A C

H 設定のみを通知するように しておき、 H e N B は、通知 された H I I に用

いる R A C H 設定のみに従 って受信するように してもよい。こうすることで

、 U E が該マク口セルであるサ一 ビングセルの R A C H 設定の P R A C H を

用いて H I I を送信 した場合に、 H e N B は、該 U E か らの H I I を受信す

ることが可能 となる。

[0355] 以上のように本実施の形態で開示 した方法 とすることで、マクロセルが、

U E を介 して H e N B に H I I を通知することが可能 となる。また、 U E は

、 H I I をサ一 ビングセルの R A C H 設定パラメータを用いて通知するので

、どの H e N B に H I I を通知するかを認識 していな くてもよい。 したがつ

て、サ一 ビングセルが U E に対 して、どの H e N B に H I I を通知するかの

情報を通知する必要が無 くなる。あるいは、 U E が、どの H e N B に H I I

を通知するかを選択するような場合は、 U E が該選択処理を行わな くて済む

。これ らによ り、シグナ リング負荷の低減、および U E の低消費電力化を図

ることができる。

[0356] また、マクロセルは、 H I I を通知するときに用いる R A C H 設定を決定



できるので、 H I I を通知 させる U E のスケジュー リングが容易になる。例

えば、実施の形態 3 の変形例 1 に開示 した、 U E を R R C— c o n n e c t

e d 状態のまま H I I を通知 させる場合など、サ一ビングセルが傘下の U E

へのスケジュー リングと、 H I I を通知する R A C H 設定との両方を制御で

きる。 したがって、 H I I を通知 させる U E に同時にスケジュー リング しな

いように制御することが容易になる。

[0357] 一般に、移動端末は、基地局の下 り送信を受信 し、それを基に、基地局の

周波数に同期する。該機能は、オー トマティックフリークエンシーコン ト口

—ゾレ (Automat i c Frequency Contro l ：A F C ) と称 される。よって本実施の

形態においては、 U E は、サ一 ビングセルに対 して、 H I I 通知用の P R A

C H を送信することになるので、サ一 ビングセルの周波数に同期することに

なる。サ一 ビングセル とH e N B とで使用するキャ リアの周波数が、僅かに

異なるような場合がある。このような場合、該サ一 ビングセルの周波数に同

期 した U E か らの上 り送信を、 H e N B が受信することは困難 となる。

[0358] 本実施の形態では、この問題を解消するために、 U E は、 H I I を通知す

るための上 り送信に対 しては、 H e N B の上 りキャ リア周波数を用いること

とする。 U E は、 H e N B か らの下 り送信に対 してA F C を行 うため、周辺

セルのメジヤメン トを行い、 H I I を通知する H e N B か らの下 り送信を受

信 して、A F C を実行する。周辺セルのメジャメン トは、定期的に行 うよう

に してもよい し、サ一 ビングセルか らH I I を通知する旨あるいは H I I の

情報を受信 した場合に行 うように してもよい。また、この場合は、サ一 ビン

グセルは、 U E に対 して H I I を通知する H e N B 情報 を通知 しておけばよ

い。

[0359] U E が H I I を通知する H e N B を選択する場合は、サ一 ビングセルは、

U E に対 して H I I を通知する H e N B 情報 を通知する必要は無い。これに

よ り、サ一 ビングセル とH e N B とで使用するキャ リアの周波数が僅かに異

なるような場合でも、 U E がサー ビングセルの上 り送信を用いて H I I を通

知することで、該 H I I を H e N B が受信することが可能 となる。



[0360] 実施 の形態 5 変形例 1 .

本変形例 では、マク ロセルの R A C H 設定パ ラメ一 タを、 H e N B が認識

す るための別の具体例 を開示す る。 H e N B が、メジャメン トによ り周辺の

マク ロセルの報知情報 を受信 して、 R A C H 設定パ ラメー タを取得す る。 こ

の方法 と して、実施の形態 1 に開示 した方法 を用 いれ ばよい。実施の形態 1

では、 H e N B が、電源オ ン時あるいはイニシャライズ時あるいは送信 を停

止 している間に、周辺電波環境の メジヤメン トを行 い、周辺に存在す るセル

の受信電力の測定、セルのセルアイデ ンテ ィテ ィ （P C I ) の取得 を行 い、

セルの検 出を行 うことを開示 した。また、 H e N B は、検 出 したセルの報知

情報 を受信す る ことを開示 した。 この際 に、 H e N B は、セルの報知情報 に

含 まれ る該セルの R A C H 設定パ ラメー タを取得すれ ばよい。 R A C H 設定

パ ラメ一 タは、通常 S I B 2 に含 まれ る。 H e N B は、 S I B 2 を受信 して

、 R A C H 設定パ ラメー タを取得すれ ばよい。

[0361 ] 以上の よ うな構成 にす る ことで、 H e N B は、周辺に存在す るセル あるい

はマク ロセルの R A C H 設定 / 《ラメ一 タを取得す る ことが可能 となる。 この

方法 とす る ことで、マク ロセルか らH e N B に、 S 1 イ ンタフェース を用 い

て R A C H 設定パ ラメー タを通知す る必要が無 くなる。 したが って、該 S 1

イ ンタフェースの シグナ リング負荷 を低減す る ことが可能 となる。 H e N B

に、周辺電波環境の測定機能、セルの検 出機能、セルの報知情報 受信機能、

および該報知情報取得機能 を備 える ことで、マク ロセルか らの R A C H 設定

パ ラメー タも取得可能 となる。

[0362] 実施 の形態 5 変形例 2 .

前述の実施の形態 5 では、サ一 ビングセル と H e N B とで使用す るキ ヤ リ

ァの周波数が僅かに異 なるよ うな場合 に、 U E は、 H I I を通知す るための

上 り送信 について、 H e N B の上 りキ ャ リア周波数 を用 いる ことと した。本

変形例 では、別の方法 と して、 U E は、 H I I を通知す るための上 り送信 に

ついて、サ一 ビングセルの上 りキ ヤ リア周波数 を用 いる こととす る。

[0363] H e N B は、該サ一 ビングセルであるマク ロセルか らの上 り周波数で H I



I を受信 しなければな らない。これを達成するために、 H e N B は、該マク

ロセルの下 り送信に対 してA F C を行い、該マクロセルの上 り周波数で H I

I を受信する。 H e N B は、 A F C を行 うマクロセル として、 R A C H 設定

パラメータを通知 されたマクロセル とすればよい。

[0364] H e N B は、該 A F C を行 うマクロセルの P C I をもとに、周辺セルのメ

ジヤメ ン トを行い、該 P C I を有するマクロセルの下 り送信を受信する。 こ

の周辺セルのメジャメン トは、定期的に行 うように してもよい し、あるいは

周辺セルか らR A C H 設定パラメータを受信 した場合に、行 うように しても

よい。こうすることで、 U E 力、 サ一 ビングセルの上 り送信を用いて H I I

を通知する場合に、サ一ビングセル とH e N B とで使用するキヤ リアの周波

数が僅かに異なるような場合でも、 H e N B は、 H I I 通知用の上 り送信を

受信することが可能 となる。

[0365] なお、実施の形態 5 およびその変形例においてもR A C H 設定パラメータ

について記載 したが、実施の形態 2 と同様に、 R A C H 設定パラメータに限

らず、 U E がサ一 ビングセルに対 して上 り送信を行 うためのパラメータであ

ればよい。

[0366] 実施の形態 6 .

本実施の形態では、 U E か らH e N B へ H I I を通知するために、 P R A

C H を用いる場合の、該 P R A C H の初期送信電力の決定方法について開示

する。

[0367] 非特許文献 1 1 では、 P R A C H の初期送信電力について、以下の式 （1

) に示すように規定されている。

[0368] PPRACH=m i n {Pcmax, PREAMBLE RECE IVED_TARGET_POWER+PL} [dBm]

( )

式 （1 ) において、 「PL」はパス ロスを示す。式 （1 ) の 「Pcmax」は、以

下の式 （2 ) で決定され、式 （1 ) の 「PREAMBLE_REGE IVED_TARGET_POWER」

は、以下の式 （3 に示すように規定される （3 G P P T S 3 6 . 3 2 1

V 9 . 1 . 0 (以下 「非特許文献 1 2 」 という） 5 . 1 . 3 章参照）。



[0369] Pcmax=mi n {Pemax, Pumax} ( 2 )

式 （2 ) に お いて 、 「Pemax 」 は、セル 毎 に設 定 され 、傘 下 の移 動 端 末 に報

知 され る値 で あ り、 「Pumax 」 は、移 動 端 末 の能 力 （Capab i l i ty) か ら決 定 さ

れ る。

[0370] PREAMBLE.RECE I VED_TARGET_POWER=preamb l e l n i t i a l Rece i vedTargetPower

+DELTA_PREAMBLE+ (PREAMBLE.TRANSM I SS I 0N_C0UNTER-1 ) *powerRamp i ngSte

( 3 )

式 ( 3 ) に お しゝて 、 「preamb l e l n i t i a l Rece i vedTargetPower 」 は、 A C

H 設 定 の 一部 で あ り、 「DELTA_PREAMBLE 」 は、 プ リア ン ブル フォー マ ッ ト （

シー ケ ンス ） に基 づ いて決 定 され る （非特 許 文献 1 2 7 . 6 章参 照 ） 。 プ リ

ア ン ブル フォー マ ッ ト （シー ケ ンス ） は、 R A C H 設 定 の 一部 で あ る。 「PRE

AMBLE_TRANSM I SS I ON_GOUNTER」 は、何 回 目の プ リア ン ブル 送信 か を示す 。 「p

owerRamp i ngStepj は、 R A C H 設 定 の 一部 で あ り、 「* 」 は乗 算 「x 」 を示

す （非特 許 文献 1 0 参 照 ） 。

[0371 ] また 、非特 許 文献 9 に は、 以下 の事 項 が 開示 され て い る。 U E が 、 H I I

の 通 知 に必 要 な上 り送信 電 力 を、該 U E に よ る H e N B の 下 り受信 品質 の測

定値 に基 づ いて 、サ一 ビングセル が該移 動 端 末 へ 通 知 す る、 あ る いは該 U E

が推 測 す る ことが 開示 され て い る。

[0372] しか し、 H I I 通 知 用 の P R A C H の初 期 送信 電 力の決 定方 法 に、上 記 非

特 許 文献 1 1 に開示 され た 式 を用 い る場 合 、サ一 ビングセル が これ らの 式 を

用 いて P R A C H の初 期 送信 電 力 を導 出す る場 合 も、 U E が これ らの 式 を用

いて P R A C H の初 期 送信 電 力 を導 出す る場 合 も、式 （1 ) の 「PL」 と式 （

2 ) の 「Pemax 」 とが不確 定 とな り、 P R A C H の初 期 送信 電 力 を決 定 で きな

い とい う課 題 が発 生す る。

[0373] 本 実施 の 形態 で は、 この 問題 を解 消 す るた め の方 法 を開示す る。 まず 式 （

2 ) の 「Pemax 」 につ いての解 決 策 を開示す る。 H e N B は、 自セル の 「Pema

X」 を、実施 の 形態 2 に開示 した R A C H 設 定パ ラ メー タ と同様 に、 S 1 イ ン

タ フ エー ス を用 いて周 辺 の ノ ー ドへ 通 知 す る。 これ に よ り、サ 一 ビングセル



は 、 H I I を 通 知 す る H e N B の 「Pemax」 を 認 識 す る こ とが 可 能 と な る 。

[0374] ま た 、 U E が P R A C H の 初 期 送 信 電 力 を 導 出 す る 場 合 は 、 実 施 の 形 態 2

に 開 示 した R A C H 設 定 パ ラ メ ー タ と 同 様 の 方 法 に よ り、 サ 一 ビ ン グ セ ル か

ら該 パ ラ メ 一 タ を 傘 下 の U E に 通 知 す る 。 これ に よ り、 H I I 用 の P R A C

H を 送 信 す る移 動 端 末 は 、 H I I を 通 知 す る H e N B の 「Pemax」 を 知 る こ と

が で き る 。 移 動 端 末 は 、 該 「Pemax」 を 用 い て 、 H I I を 通 知 す る H e N B の

H I I 用 P R A C H の 初 期 送 信 電 力 を 決 定 す る 。

[0375] 上 記 に 、 H I I 用 P R A C H の 初 期 送 信 電 力 の 導 出 の た め に 、 H I I を 通

知 す る H e N B の 「Pemax」 を 用 い る 方 法 を 開 示 した 。 しか し、 「Pemax」 は

、 そ れ を 設 定 す る セ ル 傘 下 の U E に 対 して 、 P R A C H の 初 期 送 信 電 力 を 導

出 させ る た め に 用 い る 。 す な わ ち 、 該 セ ル の カ バ レ ッ ジ 内 に 存 在 す る U 巳に

対 して 設 定 され る 。

[0376] 本 発 明 で は 、 マ ク ロセ ル の 傘 下 の U E を 介 して 、 H e N B に 対 して H I I

を 通 知 す る 方 法 を 開 示 した 。 この 方 法 に お い て は 、 U E は マ ク ロセ ル の 傘 下

に あ っ て 、 H e N B の 傘 下 で は な い 。 した が っ て 、 H I I を 通 知 す る U E は

、 H e N B の カ バ レ ッ ジ 内 に 存 在 しな い 場 合 が 生 じる 。 この よ うな U E 力、

「Pemax」 を 用 い て 導 出 した P R A C H の 初 期 送 信 電 力 を 用 い た 場 合 、 十 分 な

送 信 電 力 が 得 られ ず 、 H e N B に お い て 該 P R A C H を 受 信 で き な くな る と

い う問 題 が 生 じる 。

[0377] した が っ て 、 「Pemax」 で は な く、 「Pemax」 よ りも大 き な 値 （例 え ば Pemax

_a) を 設 定 して 、 P R A C H の 初 期 送 信 電 力 を 導 出 す る よ う に す れ ば よ い 。

該 Pemax_a は 、 予 め 静 的 に 決 め られ て い て も よ い し、 サ 一 ビ ン グ セ ル か ら、 報

知 情 報 と して 報 知 され て も よ い 。 サ 一 ビ ン グ セ ル あ る い は U E は 、 該 Pemax_a

を 、 上 記 式 （2 ) の 「Pemax」 に 代 入 す る よ う に す れ ば よ い 。

[0378] ま た 、 「Pemax」 よ り どれ く ら い 大 き な 値 とす る か を任 意 に 設 定 す る た め に

、 新 た な パ ラ メ 一 タ P H I l offset を 設 け る と よ い 。 Pemax ( H e N B 毎 ） + P H

I I off set を 、 上 記 式 （2 ) の 「Pemax」 に 代 入 す る よ う に す れ ば よ い 。 該 P H I

l offset は 、 予 め 静 的 に 決 め られ て い て も よ い し、 サ 一 ビ ン グ セ ル が 決 定 して



もよい し、 U E が決 定 して もよい。サ一 ビングセル が決 定す る場合 は、サ一

ビングセル か ら該パ ラメー タを傘 下の U 巳へ 、報 知情報 に よ り報 知す る、 あ

るいは個 別 に通知す るよ うにすれ ば よい。実施 の形態 1 に開示 した H I I を

通知す る旨、 あるいは H I I と同様 の方法 で U E に通知す るよ うに して もよ

し、。 こうす る ことで、 H e N B 毎 の 「Pemax」 を考 慮す る ことが可能 とな るた

め 、 H e N B 毎 にカバ レッジが異 な るよ うな場合 に も対応可能 とな る。

[0379] また 、 H I I を通知すべ き H e N B と、 H I I を通知すべ き U E とに適 し

た P HI l offset を設 定す る ことが可能 とな る。例 えば、 H I I を通知すべ き H

e N B か らの 受信 電 力が最 も高 い U E に H I I を通知 させ るよ うな場合 には

、該 P HI l offset にな るべ く小 さな値 を設 定 して お けば よい。 この よ うに、 P

HI l offset を設 定す る ことで、 H I I を通知すべ き U E の数 が 多 い場合 で も、

上 り送信 電 力の増大 を防 ぐことが可能 とな るため 、上 り干渉 を低減 す る こと

が可能 とな る。

[0380] また 、実施 の形態 1 の変形例 6 に開示 した 、 H e N B か ら、 ある特 定の 受

信 電 力範 囲 内に存在 す る U E を介 して H I I を通知す る方法 と した場合 、該

P HI l offset を、 H e N B 範 囲閾値 を用 いて導 出す るよ うに して もよい。所定

の 関数 で、 あるいは表 に よ り対応 関係 が予め決 め られ て いて もよい。 P HI Iof

fset の導 出 は、マ ク ロセル で あるサ一 ビングセル が行 って もよい し、 U E が

該 H e N B 範 囲閾値 を認識 して いる場合 は、 U E が行 って もよい。 また 、 こ

の場合 、該 P HI l offset パ ラメー タを用 いず に、直接 H e N B 範 囲閾値 を用 い

て上記 式 （2 ) の 「Pemax」 に代入す る値 を計算す るよ うに して もよい。 こう

す る ことに よ って、 H e N B か ら、 ある特 定の 受信 電 力範 囲 内に存在 す る U

E を介 して H I I を通知す る場合 、 U E にお いて無駄 な送信 電 力で H I I を

送信 す る ことを防 ぐことが可能 とな る。

[0381 ] 該 P HI l offset は、正の値 だ けでな く、 0 あるいは負の値 で あ って もよい。

例 えば、 H e N B が C S G セル で ある場合 、該 C S G セル の C S G _ I D に

属 さな い U E は、た とえ該 C S G セル の カバ レッジ内に存在 した と して も、

該 C S G セル をサ一 ビングセル とで きず に、マ ク ロセル をサ一 ビングセル と



す る ことになる。 したが って、該 P HI l offset を 0 あるいは負の値 と して、 C

S G セルのカバ レッジ内に存在す る U E を介 して、 C S G セル に対 して H I

I を通知 させ る ことも可能 となる。 これ によつて、 H I I の通知のための送

信電力を低 く抑 える ことが可能 となるため、干渉の低減 および U E の消費電

力の低減 を図る ことができる。

[0382] 次 に、上記式 （1 ) の 「PL」についての解決策 を開示す る。移動端末 は、

サ一 ビングセルのパス ロス を用 いる。 これ によ り、 P R A C H を送信す る移

動端末 は、 「PL」 を確定す る ことができる。移動端末 は、該 「PL」 を用 いて

、 H I I 用 P R A C H の初期送信電力を導出す る。 U E が通常の P L の導出

方法で、該 H I I 用 P R A C H の初期送信電力を導出す る ことが可能 となる

。 しか し、移動端末 は、 H I I 用 の P R A C H の初期送信電力を決定す る際

、サ一 ビングセルのパス ロス を用 いた場合、移動端末の存在す る位置 によつ

ては、無用 に大 きい P R A C H の初期送信電力 とな り、無用な上 り干渉が発

生 した り、 U E の消費電力が増大 した りす るとい う問題が生 じる。そ こで、

H I I 用 P R A C H の初期送信電力を決定す る際 に用 いる 「PL」の値の決定

法方法の具体例 を、以下に 3 つ開示す る。

[0383] ( 1 ) 予め静的 （Stat i c ) な値 に決定す る。具体例 と しては、規格上決定

す る。

[0384] ( 2 ) H e N B 毎の固定値 とす る。各 H e N B は、 R A C H 設定パ ラメ一

タと して、周辺のマク ロセルへ通知す る。各マク ロセル は、傘下の移動端末

に対 して通知す る。移動端末への通知の方法の具体例 を以下に 2 つ開示す る

( 2 - ) 報 知情報 を用 いて通知す る

( 2 - 2 ) 個 別信号 を用 いて通知す る。

[0385] ( 3 ) U E が メジヤ メ ン トの際 に、 H e N B 毎のパス ロス を導出す る。例

えば実施の形態 1 の変形例 1 あるいは変形例 4 に開示 した よ うに、図 1 7 の

ステ ップ S T 7 0 3 か らステ ップ S T 7 0 5 の各処理 を行 うことによつ

て導出すれ ばよい。 こうす る ことで、 H I I 用 P R A C H の初期送信電力が

必要以上 に大 き くなる ことを防 ぐことができる。 これ によつて、上 り干渉が



発生 した り、 U E の消費電力が増大す る ことを防 ぐことが可能 となる。

[0386] U E は、通常の P R A C H の初期送信電力を導出す る場合 は、非特許文献

1 に開示 され る上記の式 （1 ) 〜式 （3 ) を用 いて導出す る ことと し、 H

I I 用の P R A C H の初期送信電力を導出す る場合 は、本実施の形態で開示

した方法 を用 いて導出す る。 これ によ り、マク ロセルが、傘下の U E を介 し

て H e N B に H I I を通知す る際 に用 いる P R A C H の初期送信電力を適正

にす る ことが可能 となる。 したが って、 H I I の受信 エラ一 を低減す る こと

ができ、また上 り干渉が発生 した り、 U E の消費電力が増大す る ことを防 ぐ

ことが可能 となる。

[0387] 実施 の形態 1 か ら実施の形態 6 に開示 した方法 を適宜組合せて用 いて もよ

し、。 これ によつて、状況 に応 じた、 H e N B への U E を介 した H I I 通知方

法 とす る ことが可能 となる。将来、多数の H e N B が配置 され るよ うな場合

、あるいは一般ュ一ザ によって配置 され るよ うな場合 にも、マク ロセル と H

e N B との間の干渉 を低減す る ことが可能 となるため、高速 および大容量の

通信 を提供す る ことが可能 となる。

[0388] 実施 の形態 1 か ら実施の形態 6 では、 H I I につ いて記載 したが、 H I I

に限 らず、マク ロセルで使用す る物理 リソースへの干渉 に関す る情報 である

干渉関連情報 、具体 的には、干渉 を回避す るための信号 であれ ばよい。例 え

ば O I で あって もよい。実施の形態 1 か ら実施の形態 6 で開示 した方法 を用

いる ことで、マク ロセル と H e N B との間の干渉 を回避す る ことが可能 とな

る。

[0389] 実施 の形態 1 か ら実施の形態 6 では、マク ロセル と H e N B との間の情報

伝送のために、 S 1 イ ンタフェース を用 いる ことを開示 したが、 X 2 イ ンタ

フェースが設 け られた場合 は X 2 イ ンタフェース を用 いるよ うに して もよい

[0390] 実施 の形態 1 か ら実施の形態 6 では、 R A C H 設定パ ラメ一 タについて記

載 したが、 これ に限 らず、上 り送信 を行 うためのパ ラメー タであれ ばよい。

[0391 ] また、 H I I 通知用 と して、 P R A C H を用 いる ことを開示 したが、新た



に H I I 通知専用の上 りチャネルを設けて、該 H I I 通知専用上 りチャネル

を用いて H I I 情報および H I I 解除情報を通知 してもよい。

[0392] H I I 通知専用チャネルの具体例 を、以下に 3 つ開示する。

[0393] ( 1 ) 移動端末に対 して、該チャネルの上 り送信が許可 されている リソー

スが時間的に離散 している。これによ り、 H e N B が該チャネルを受信する

ため、連続受信を要せず、間欠受信で足 りることとなる。 H e N B が H I I

を受信するため、消費電力の増大を防 ぐので有効である。

[0394] ( 2 ) 該チャネルの送信が許可 されている リソースが、時間的に周期を持

つている。これによ り、移動端末に対する度々の送信が許可 されている リソ

—スの通知が不要 となる。これによ り、無線 リソースの有効活用 という効果

を得ることができる。

[0395] ( 3 ) 該チャネルの送信が許可 されている リソースの周波数的割当が決ま

つている。これによ り、移動端末および H e N B の処理の負荷を軽減するこ

とができる。

[0396] 上述 した該 H I I 通知専用チャネル とそのコンフィグ レーシ ョンとを、予

め静的に決めておいてもよい。 H I I を通知すべき H e N B に対 して、 U E

が H I I を通知する際に、どの H e N B に対 しても、該 H I I 通知専用チヤ

ネルを用いて H I I を通知する。こうすることで、 U E の制御を簡略化する

ことが可能 となる。また、該 H I I 通知専用チャネルのコンフィグ レーシ ョ

ンをシグナ リングする必要が無 くなるので、シグナ リング負荷を増大 させる

こと無 く、 H I I を通知するメカニズムを構築することができる。

[0397] 実施の形態 1 か ら実施の形態 6 では、たとえば H I I や O I のような、物

理 リソースへの干渉に関する情報である干渉関連情報、具体的には、干渉を

回避するための信号の通知方法について開示 した。該物理 リソースとして、

物理 リソースブロックではな く、コンポーネン トキャ リアとしてもよい。た

とえば、マクロセルがキャ リアァグ リゲ一シ ヨンしているような場合に、該

マクロセルは干渉が問題 となる H e N B に対 して、干渉を受けやすいあるい

は干渉を受けた くないような一つまたは複数のコンポ一ネン トキャ リアを示



す情報を含んだ干渉回避のための信号を設けて通知する。該信号を受信 した

H e N B は、該コンポ一ネン トキャリアを傘下のU E に対してスケジュ一リ

ングしないようにする、あるいは該コンポ一ネン トキャリアのパワーを下げ

る、あるいは該コンポ一ネン トキャリアをキヤリアァグリゲ一シヨンしない

ようにする、などにより干渉とならないようにする。これにより、マクロセ

ルは、該コンポ一ネン トキャリアを傘下のU E に対してスケジュ一リング可

能となる、あるいは該コンポーネン トキャリアのパワーを上げることが可能

となる、あるいは該コンポ一ネン トキャリアをキヤリアァグリゲ一シヨン可

能となる。該干渉回避のための信号の通知方法および送信電力の決定方法は

、実施の形態 1から実施の形態 6 で開示した方法を用いればよい。

[0398] キャリアァグリゲ一シヨンにおいて、スケジューリングが許可される一つ

または複数のコンポーネン トキャリア、あるいは、スケジューリングを行う

—つまたは複数のコンポーネン トキャリアを、一つの組 （セット）として運

用する場合がある。このような場合、干渉回避のための信号に基づいて、該

セット内のコンポーネン トキャリアの追加、削除、入替えを行うことにより

、コンポーネン トキャリア単位で干渉回避を行うことが可能となる。

[0399] また、コンポーネン トキャリア単位で干渉回避を行うような場合は、マク

ロセルからH e N B に対して、該干渉回避のための信号を準静的に通知する

ような制御としてもよい。実施の形態 1から実施の形態 6 では、U E を介し

て干渉回避のための信号を通知する方法を開示したが、U E を介してではな

く、S 1 インタフェースを介して行うようにしてもよい。また、マクロセル

は、報知情報に該コンポ一ネン トキャリァ単位の干渉回避のための信号を含

めて報知しておき、H e N Bが周辺電波環境のメジヤメン トの際に検出した

マクロセルから該報知情報を受信 して、該コンポ一ネン トキャリア単位の干

渉回避のための信号を取得するようにしてもよい。この方法としては、実施

の形態 5 の変形例 1 で開示したH e N BがマクロセルからR A C H設定パラ

メータを取得する方法を用いればよい。H e N Bのメジャメン トは、H e N

Bの電源オン時、あるいはイニシャライズ時、あるいは送信を停止している



間に行うようにすればよい。また、周期的あるいは定期的に行うようにして

もよい。該周期的あるいは定期的にメジヤメン トを行う際は、傘下の U 巳に

対 してスケジュ一 リングすることを避けて、自己干渉を防 ぐようにしておけ

ばよい。

[0400] このように、コンポーネン トキャリア単位の干渉回避を行うことで、 L T

E _ A など、より大きい周波数帯域幅をサポー 卜するシステムの場合にも、

マクロセルとH e N B との間の干渉を低減することが可能となるため、高速

、大容量の通信を提供することが可能となる。

[0401 ] 実施の形態 1 から実施の形態 6 では、マクロセルとH e N B との間の干渉

低減方法として、マクロセルが H e N B に H I I を通知する方法を開示 した

。 しか し、マクロセルおよび H e N B は、セル毎にスケジュー リングを行え

るため、 H e N B のスケジュー リングにおいてもマクロセルからの干渉、あ

るいはマクロセルの傘下の U E からの干渉を回避させたい場合が生 じる。

[0402] しか し、こういった場合に、マクロセルが H e N B に干渉回避のためのス

ケジュ一 リングを行うよう指示するだけでは、 H e N B のみが通信速度の低

下や通信容量の低下を引き起 こす、といった問題が生 じる。

[0403] この問題を解消するために、 H e N B がマクロセルに U E を介 して H I I

やO I のような物理 リソースへの干渉に関する情報である干渉関連情報、具

体的には、干渉を回避するための信号を通知する。

[0404] —般に、 H e N B のカバ レッジ内にマクロセル （e N B ) が配置される可

能性は低い。多くの場合は、 H e N B のカバ レッジ外にマクロセル （e N B

) が配置される。すなわち、 H e N B は自セルのカバ レッジ外に配置される

マクロセル （e N B ) に対 して自セルの傘下の U E を介 して、干渉を回避す

るための信号を通知する必要がある。 しか しこのような場合にも、実施の形

態 1 から実施の形態 6 で開示 した方法を適宜用いることで、 H e N B がマク

ロセルに U E を介 して、干渉を回避するための信号を通知することが可能と

なる。

[0405] たとえばこのような場合、 H e N B が H I I を通知すべきマクロセルを限



定する方法 として、マクロセルのメジヤメン トを利用することはできない。

H e N B のカバ レッジ外にマクロセル （e N B ) が配置 される場合、一般に

H e Ν B の出力電力はマクロセルの出力電力に比べて小 さいため、該マク口

セル （e N B ) が周辺電波環境のメジヤメン トを行 ったとしても、該 H e N

B を検出できない場合があるためである。

[0406] しか しこの問題を解消するために、たとえば、 H I I を通知すべきマクロ

セルを限定する方法 として、実施の形態 1 で開示 した、 H e N B がマクロセ

ルのカバ レッジ内に配置 されているか否かの判断する方法を用いればよい。

H e N B は、周辺セルのメジャメン トによ り、自セルがどのマクロセルの力

バ レッジ内に配置 されているのかどうかを判断することが可能 となる。

[0407] また、実施の形態 1 で開示 した H I I 通知 H e N B リス トと同様に、 H I

I を通知すべきマクロセルの リス トを設けて、 H e N B が該 リス トを用いて

H I I を通知するマクロセルを管理すればよい。 H e N B が、自セルがどの

マクロセルのカバ レッジ内に配置 されているか否かを判断 し、その結果によ

つてマクロセルを該 H I I 通知マクロセル リス トに追加あるいは削除すれば

よい。

[0408] また、どの U E を介 して H I I を通知するかについては、たとえば、実施

の形態 1 で開示 した方法を適用 し、 H e N B の傘下の U E としてもよい。あ

るいは、実施の形態 1 の変形例 1 で開示 した方法を適用 し、マクロセルか ら

の受信電力が最 も高い U E としてもよい。これに限 らず、実施の形態 1 か ら

実施の形態 1 の変形例 8 で開示 した方法を適用することができる。

[0409] 同様に、実施の形態 2 か ら実施の形態 6 に開示 した方法を適宜組合せて用

いることで、自セルのカバ レッジ外に配置 されるようなセルに対 して、自セ

ルの傘下の U E を介 して、 H I I や O I のような物理 リソースへの干渉に関

する情報である干渉関連情報、具体的には、干渉を回避するための信号を通

知することが可能 となる。これによ り、 H e N B のみが通信速度の低下や通

信容量の低下を引き起 こす、といった問題を解消することが可能 とな り、シ

ステムとして通信容量の増大を図ることが可能 となる。



[041 0 ] また、 自セルのカバ レッジ外に配置 され るようなセルに対 して、 自セルの

傘下の U E を介 して、 H I I や O I の ような物理 リソースへの干渉に関す る

情報である干渉関連情報、具体的には、干渉 を回避す るための信号 を通知す

ることが可能 となるため、マク ロセル間や H e N B 間においても干渉 を回避

す るための信号 を、 U E を介 して通知す ることも可能 となる。 こうす ること

で、将来のマク ロセルや ローカル ノー ドのよ り膨大で複雑な配置状況におい

ても、干渉や通信品質を最適にす ることが可能 となる。

[041 ] 本発明で開示 した方法は、 H e N B に限 らず、通常の e N B (マク ロセル

) や、 ピコ e N B ( ピコセル （p i c o c e l l ) ) 、ホ ッ トゾー ンセル用のノー ド

、 リレー ノー ド、 リモー トラジオヘ ッ ド （R R H ) な どの、いわゆ る口一力

ル ノー ドにも適用できる。例 えば、マク ロセルのカバ レッジ内に ピコセルが

配置 され るような場合にも、本発明で開示 した方法 を行 うことで、該マク ロ

セル と該 ピコセル との間の干渉 を回避 したスケジュー リングを行 うことが可

能 となる。 これ らの ローカル ノー ドは、小規模基地局装置 に相 当す る。

[041 2 ] また、マク ロセル内に多種類のセルが配置 され るような場合にも、本発明

で開示 した方法 を適用できる。例 えば、実施の形態 1 に開示 した、マク ロセ

ルの検出 したセルについて該セルの種類 を判断す ることな く、検出 した全て

のセルのメジャメン ト結果を報告す るように してもよい。 H e N B だ けでな

く、他の種類のセル も含まれ ることにな り、マク ロセルは、 これ らのセルに

対 して H I I を通知す るようにす る。 これ によ り、他の種類のセル との干渉

も回避可能 となる。また、メジャメン ト時にセルの種類 を受信す る必要が無

くなるため、 U E の制御が簡易にな り、低消費電力化 を図ることができる。

また、マク ロセル間、あるいは ローカル ノー ド間の干渉回避の方法 と しても

適用できる。

[041 3 ] 本発明で開示 した方法 を用 いることによ り、システム と して干渉 を回避で

き、通信速度の低下および通信断な どを防 ぐことが可能 となる。 これ によつ

て、将来のマク ロセルや ローカル ノー ドのよ り膨大で複雑な配置状況におい

ても、干渉 を回避 し、通信品質を最適にす ることが可能 となる。



[041 4] 本発 明 につ いて は、 L T E シス テム （E — U T R A N ) を 中心 に記 載 した

が、W _ C D M A シス テム （U T R A N 、 U M T S ) お よび L T E ア ドバ ン

ス ド （LTE-Advanced) につ いて適 用 可 能 で あ る。 また本発 明 は、一 つ また は

複 数 の種 類 の ノー ドが用 い られ る通信 シス テム で あれ ば適 用 可 能 で あ る。

[041 5] この発 明 は詳細 に説 明 され た が 、上 記 した説 明 は、す べ ての局 面 に お いて

、例 示 で あ って 、 この発 明が それ に限 定 され る もの で はな い。例 示 され て い

な い無数 の 変 形例 が 、 この発 明の範 囲 か ら外れ る ことな く想 定 され 得 る もの

と解 され る。

符号の説明

[041 6] 1 3 0 1 〜 1 3 1 3 , 2 2 0 1 , 2 2 0 7 , 2 2 1 3 U E 、 1 3 1 4 〜

1 3 2 1 , 1 3 2 4 〜 1 3 2 6 , 2 2 0 9 H e N B 、 1 3 2 2 , 2 2 0 4

マ ク ロセル （e N B ) 、 3 2 3 マ ク ロセル 1 3 2 2 の カバ レッジ。



請求の範囲

[請求項 1] 複数の基地局装置 と、各前記基地局装置 と無線通信可能な移動端末

装置 とを含む移動体通信 システムであって、

前記複数の基地局装置 は、前記移動端末装置 と通信可能な範囲であ

るカバ レッジと して、比較的大 きい大規模 カバ レッジを有す る大規模

基地局装置 と、比較的小 さい小規模 カバ レッジを有す る小規模基地局

装置 とを含み、

前記大規模基地局装置 は、使用す る物理 リソースへの干渉に関す る

干渉関連情報 を、前記大規模 カバ レッジ内に存在す る前記移動端末装

置 を介 して、前記大規模 カバ レッジ内に存在す る前記小規模基地局装

置 に通知す ることを特徴 とす る移動体通信 システム。

[請求項 2] 前記大規模基地局装置 は、前記干渉関連情報、または前記干渉関連

情報 を前記小規模基地局装置 に通知す る旨の通知情報 を、前記大規模

カバ レッジ内に存在す る前記移動端末装置 に通知 し、

前記移動端末装置 は、通知 された前記干渉関連情報 または前記通知

情報 に基づいて、前記干渉関連情報 を通知すべ き前記小規模基地局装

置 を判断 し、通知すべ きと判断 した前記小規模基地局装置 に前記干渉

関連情報 を通知す ることを特徴 とす る請求項 1 に記載の移動体通信 シ

ステム。

[請求項3] 前記移動端末装置 は、前記大規模基地局装置 または前記小規模基地

局装置か ら、前記小規模基地局装置のランダムアクセスチヤネルの設

定パ ラメー タを取得 し、取得 した前記設定パ ラメー タに基づいて、物

理 ランダムアクセスチャネル を用 いて、前記干渉関連情報 を前記小規

模基地局装置 に通知す ることを特徴 とす る請求項 1 または 2 に記載の

移動体通信 システム。

[請求項4] 前記移動端末装置 は、前記大規模基地局装置 または前記小規模基地

局装置か ら、前記大規模基地局装置のランダムアクセスチヤネルの設

定パ ラメー タを取得 し、取得 した前記設定パ ラメー タに基づいて、物



理 ランダムアクセスチャネル を用 いて、前記干渉関連情報 を前記小規

模基地局装置 に通知す ることを特徴 とす る請求項 1 または 2 に記載の

移動体通信 システム。

[請求項5] 前記移動端末装置 は、接続状態にあるときに、前記大規模基地局装

置か ら前記干渉関連情報 を前記小規模基地局装置 に通知す る指示が与

え られ ると、前記接続状態か ら待受け状態に遷移 した後に、前記物理

ランダムアクセスチャネル を用 いて、前記干渉関連情報 を前記小規模

基地局装置 に通知す ることを特徴 とす る請求項 3 に記載の移動体通信

システム。

[請求項6] 前記移動端末装置 は、接続状態にあるときに、前記大規模基地局装

置か ら前記干渉関連情報 を前記小規模基地局装置 に通知す る指示が与

え られ ると、前記接続状態か ら待受け状態に遷移 した後に、前記物理

ランダムアクセスチャネル を用 いて、前記干渉関連情報 を前記小規模

基地局装置 に通知す ることを特徴 とす る請求項 4 に記載の移動体通信

システム。

[請求項7] 前記小規模基地局装置 は、

前記干渉関連情報が通知 され ると、前記干渉関連情報 に基づいて、

前記干渉 を回避す るように、使用す る物理 リソースのスケジユー リン

グを行 い、

前記干渉関連情報が通知 された時点か ら予め定める期間が経過す る

と、前記干渉関連情報 に基づ く前記スケジ ユ ー リングを解除す ること

を特徴 とす る請求項 1 に記載の移動体通信 システム。
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